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松江管内 

令和６年度 各研修の注意事項 

 

○「教員」、「教職員」の表記について 

 「教員」、「教職員」の表記については、次のように定義する。 

 

    

 

 

 

 

○研修会場について 

複数の会場がある研修については、下記の表により該当する会場で受講すること。 

 
○各研修の「概要」、「実施要項」について 

概  要 島根県教育センターのホームページに掲載する。 

実施要項 研修情報システムを通じて、実施の約３週間前に送付するので、各自でダウ 
ンロードすること。 

 

○受講に際して配慮が必要な場合について 

手話通訳者の依頼や研修時の誘導等、受講に際して配慮が必要な場合は、出来るだ 
け早く、各研修の担当者に連絡してください。（相談しながら個別に対応します。遠 
慮なくご連絡ください。） 

 

○研修の欠席等について 

研修を欠席する場合には、事前に管理職から担当課に対して電話連絡をした後、す、 
みやかに研修情報システムを通じて申請を行うこと。 

 

○研修の変更について（管理職等・職務・テーマ研修） 

管理職等・職務・テーマ研修について、やむを得ない事情で、各校長及び園長が受 

講者を変更したり、受講期日または受講会場を変更したりする場合は、事前に管理職 

から担当課に対して電話連絡をした後、すみやかに研修情報システムを通じて手続き 
を行うこと。 

 
○研修の修了について 

研修修了の認定については、全日程を修了した者とする。ただし、特別な事情があ 

った場合は研修日程の概ね３分の２以上を出席した者とする。 

東部会場 西部会場 

 出雲管内 隠岐管内 浜田管内 益田管内 
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「教 員」＝校長（園長）・教頭・副校長・主幹教諭・教諭・助教諭・ 

養護教諭・養護助教諭・栄養教諭・講師（常勤に限る）・ 
実習教員（実習主任・実習助手）・主任寄宿舎指導員・ 

寄宿舎指導員 
「教職員」＝「教 員」＋学校栄養職員・学校事務職員・学校司書 
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１  島根県教職員研修計画 

（ １ ）  島根県の教職員と し て求めら れる 基本的な資質能力 

教職員と し て求めら れる 基本的な資質能力は、 普遍的でいつの時代にも 求めら れるも のと 、 時

代の変化に対応し てその時代時代に求めら れるも のと がある。 社会の変化や時代のニーズに応え

る学校教育の実現には、 教職員の職務に応じ た資質能力の向上が不可欠である。 職務に関わる専

門的知識・ 技能の他、 様々な課題に対応する ための実践的指導力の向上を図るためには、 常に探

究心を持ち自主的に学び続ける 力が求めら れている 。 また、 学校組織の一員と し てのコミ ュニケ

ーショ ン能力、 他者と 連携・ 協働する 力も 大切である。  

そこ で、 島根県の教職員と し て求めら れる 基本的な資質能力を次のよ う に定める 。  

 

  

          

           

   

 

 

 

（ ２ ） キャ リ アス テージに応じ て求める 姿と 育成する 資質能力 

① 教育職員（ 教諭等）  

「 島根県公立学校教育職員人材育成基本方針」 （ H5. 4） においては、 ５ つのキャ リ アス

テージを設けて、 採用前段階から 系統的かつ一貫性のある 人材育成ができ る よ う にし てい

る 。 こ れま であった「 探究・ 発展期」 及び「 充実・ 円熟期」 については、 対象年数の区切

り を変更する と と も に、 「 充実・ 円熟期」 については、 き め細かなキャ リ ア形成を推進す

る ために、 前期と 後期に区分し た。 ま た、 令和６ 年４ 月改定においては、 養護教諭・ 栄養

教諭の専門性に基づく 育成指標を示すこ と にし た。  

【 採用ま でに身に付けておいて欲し いこ と 】   

新規採用さ れた段階。 教職課程認定を受けた大学等、 養成段階での学修等を通し て、

教育職員と し て勤める ための素養や基礎的・ 基本的な知識及び技能を身に付けている

こ と が必要である 。  

【 自立・ 向上期（ １ ～５ 年目） 】   

新規採用時から およ そ５ 年目ま での５ 年間の期間にあたり 、 教育職員と し て授業や

学級経営等の実践的指導力を身に付けて自立し 、 向上心を持っ て成長し ていく 基盤を

固める 期と する 。  

【 探究・ 発展期（ ６ ～15 年目） 】   

経験６ 年目から 15 年目ま での 10 年間の期間にあたり 、 教育職員と し て意欲的に教

育活動を実践し 、 得意分野の開発・ 探究等によ り 専門的な知識及び技能の充実を図る

島根県の教職員と し て求めら れる 基本的な資質能力 

   ○ 豊かな人間性と 職務に対する 使命感 

   ○ 子ども の発達の支援に対する 理解と 対応 

   ○ 職務にかかわる 専門的知識・ 技能及び態度 

   ○ 学校組織の一員と し て考え行動する 意欲・ 能力 

   ○ よ り よ い社会をつく る ための意欲・ 能力 
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期と する 。  

【 充実・ 円熟期[ 前期] （ 16～概ね 25 年目） 】   

経験 16 年目以降から 概ね 25 年目の期間にあたる 。 教育職員と し て様々な教育実践

を重ねる こ と で教科等の専門的知識及び技能を 高める と と も に、 主任やミ ド ルリ ーダ

ーと し ての自覚や責任を持って教育活動を 円滑に進める 資質能力を高めていく 期と す

る 。  

【 充実・ 円熟期[ 後期] （ 概ね 26 年目以降） 】   

概ね経験 26 年目以降の期間であり 、経験豊富で知見がある ベテラ ン層の年代にあた

る 。 教育職員と し て教科等の専門的知識及び技能をさ ら に高めていき ながら 、 学校運

営にも 積極的に参画し 、 後進にも 適切な助言を 与える など 人材育成を図っていく 期と

する 。  

 

ま た、 こ の他に教育職員には「 管理職」 の職があり 、 それぞれに応じ た研修を実施する 。 

 

なお、 「 自立・ 向上期」 の１ 年目には、 教育公務員特例法第 23 条に定めら れた初任者研

修を他の職種と と も に新任教職員研修と し て実施する 。 ま た、 「 探究・ 発展期」 にあたる

６ 年目に教職経験６ 年目研修を 、 11～13 年目に、 教育公務員特例法第 24 条に定めら れた

中堅教諭等資質向上研修を実施する 他、 実習教員・ 寄宿舎指導員については、 11 年目に専

門性向上研修を実施する 。  

 

② 学校事務職員 

「 島根県公立小・ 中・ 義務教育学校事務職員人材育成基本方針」 （ R6. 2） においては、

５ つのキャ リ アステージに応じ た資質能力を明確にし 、 系統的な人材育成が図ら れる よ う にし

ている 。 後半のキャ リ アス テージでは、 学校運営への参画に加え、 事務グループをま と め、 後

進を指導する 学校事務職員のリ ーダーと し ての役割も 求めたも のと し ている 。  

【 主 事】   

学校事務職員の職責を 理解し 、 自主的・ 意欲的に学校事務に関する 知識・ 技能を 習

得する こ と で、 正確遺漏なく 定型業務を進める こ と ができ る 実務処理能力 

【 主任主事】   

所属校の現状と 諸課題を把握し 、 児童生徒の教育に関わる 他者と 連携・ 協働を図り

ながら 、 改善に向けた手立てと 実践に取り 組むこ と ができ る 課題発見解決力 

【 主 任】   

所属校や事務グループのミ ド ルリ ーダーと し て、 若年層への支援・ 助言を中心と な

って行う こ と ができ る フォ ロ ワ ーシッ プ 

【 事務主幹】   

総務・ 財務の高度な知識・ 経験を 活用し 、 学校運営の中核的役割を果たすこ と がで

き る マネジメ ント 力 

【 事務リ ーダー】   

学校事務のエキス パート と し て、 広域かつ中長期的な視点から 学校の業務改善・ 学

校事務職員の人材育成を推進する こ と ができ る 統括監督能力 
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教諭等のキャ リ アステージに応じ た育成指標 

 

　充実・円熟期（１６年目～　＊）

①人間理解・
　 人権意識

②職務に対する
　 誇りと責任

③ふるさとを愛

　 する心

④生徒指導の
　 推進

・発達段階を踏まえた子ども理
解・子ども支援、キャリア発達な
ど生徒指導に必要な基礎理論･
知識を習得している。

･子どもとのふれあいや観察を
通して、様々な行動の内に潜む
微妙な心の動き、キャリア発達
を共感的に受け止め、良さや可
能性を伸ばしながら、学級等の
集団づくりを進めることができ
る。

･子どもの心身の発達やキャリ
ア発達に対する理解を深め、個
に応じた指導や学年等の集団
指導を実践することができる。

・キャリア発達の視点をふまえ、
教職員と協働したり地域社会や
外部機関と連携したりしながら、
さまざまな場面をとらえて子ども
が自分らしい生き方を実現する
ための力を育成することができ
る。

･特別な配慮や支援の必要な
子どもの実態把握を行い、一人
一人のニーズに応じた指導や
支援についての計画を立て、実
践することができる。

･特別な配慮や支援の必要な
子ども一人一人の支援計画・指
導計画に基づき、学習上・生活
上の支援の工夫、指導の実践
を行うことができる。

・特別な配慮や支援の必要な
子どもに組織的に対応するため
の知識や方法を身に付け、家
庭や地域等と連携することがで
きる。

⑥教科等の指導
　 に関する専門
　 性

・教育課程の編成、教科等の指
導方法に関する基礎理論･知識
を習得している。

・教科等を学ぶ意義を踏まえて
指導計画を作成し、教科等の指
導を実践することができる。

・子どもの心身の発達や学習過
程に関する理解に基づいて、興
味・関心を引き出す教材研究を
したり、学習者中心の授業とな
るよう工夫したりすることができ
る。

・教科等の専門的知識及び技
能の習得に努めるとともに、カリ
キュラム・マネジメントの意義を
理解し、その視点をふまえて教
科等を相互に関連させながら協
働して授業研究を行うなど意欲
的に教育実践に取り組むことが
できる。

・子どもの「主体的・対話的で深
い学び」の実現に向けた授業改
善に取り組むなど、「個別最適
な学び」と「協働的な学び」の一
体的な充実に向けた授業を行う
ことができる。

・教科等の専門的知識・技能及
び態度を高め続けることができ
る。

・教科等の相互関連や学校段
階間の円滑な接続を意識した
教育実践を 行うことができる。

・校内研修の中心的な役割を担
うことができる。

・今まで学んできたICT活用や
教育データ活用に関する基礎
的基本的な知識・技能を教科等
の指導や校務に積極的に取り
入れながら活用することができ
る。

・教育データを整理・分析し適切
に業務に取り入れながら、ＩＣＴ
をより効果的な形で活用するこ
とができる。

・時代に即応した知見を取り入
れつつ、さらに専門性の向上を
はかりながら、同僚と連携・協
働し、校内に広めていくことがで
きる。

⑧社会の変化へ
　 の対応

・新たな学びや教育課題に対し
て、積極的に挑み試行錯誤しな
がら粘り強く取り組む意欲や探
究心を有している。

・新たな学びや教育課題に対し
て、適切な対応の仕方を具体
的に考え取り組むことができ
る。

・新たな学びや教育課題に対し
て、適切な対応の仕方を提案
し、協働して取り組むことができ
る。

・新たな学びや教育課題に対し
て、長期的な見通しをもって組
織的に取り組むことができる。

⑨学校組織
　 マネジメント

･学校教育の社会的･制度的･
経営的理解に必要な基礎理
論･知識を習得している。

･学校教育目標に沿った自己目
標を立て、その達成に向けて取
り組むことができる。

･組織の一員としての役割を理
解し、学校の課題に対応するこ
とができる。

･スクールリーダーとしての自覚
や責任を持つとともに、企画力
や調整力を発揮して教育活動を
円滑に進めることができる。

⑩他者との連携・
　 協働

･集団で活動する際、自己を成
長させようとする意欲や態度を
有している。

･他の教職員の意見を活かしな
がら、自らの役割に応じて行動
することができる。

･経験豊かな教職員から多くの
ことを学ぶとともに、同僚と連
携・協働しつつ、後進に助言を
与えるなどして育成にも目を向
けることができる。

・他の教職員の役割分担や業
務の進捗状況を把握･調整しな
がら、相互に支えあう体制づくり
ができる。

⑪地域資源の活
　 用と地域貢献

･学校教育活動を通して、地域
社会に貢献することについて、
自分なりの考えや意欲を有して
いる。

・子どもと地域社会をつなごうと
する意欲を持ち、地域と連携し
た学校教育活動を計画に基づ
いて実践することができる。

・学校外の様々な地域資源や
機会を活用し、地域と連携した
学校教育活動を効果的に実践
することができる。

⑫合意形成に向
　 けた議論の調

　 整・促進

・子ども同士の話し合いの場面
において、適切に働きかける力
を有している。

・子ども同士が協働し、探究して
いく活動を円滑に実践すること
ができる。

・現実の社会や地域との関わり
を意識しながら、子ども同士が
議論をしたり、合意形成を図っ
たりするよう促すことができる。

教諭等の育成指標

採用までに身に付けて
おいて欲しいこと

　　　　　　　＊２

自立・向上期
（１～５年目）

探究・発展期
（６～１５年目）

前期 後期

１ 豊かな人間性と
   職務に対する
　 使命感

・生命尊重・人権尊重の精神と、多様な価値観を尊重する態度を有している。

・教育職員として必要な倫理観、職務に対する使命感・責任感を持ち、自分の将来のキャリアや求められる役割を意識しながら、変化に応じて常に学び続けようとし
ている。
・危機管理の知識や視点を持ち、教育活動における事故・災害等に普段から備えている。
・関係法の理念を十分理解し、教育職員等による児童生徒性暴力等を断固として許さず、子どもの尊厳を保持しようとしている。

・地域の自然・歴史・文化・伝統を理解し尊重する態度、ふるさとを愛する人材育成への意欲を有している。

２ 子どもの発達の
　 支援に対する
　 理解と対応　＊１

･子どもに関わる様々な問題や
キャリア発達への対応力を身に
付け、学校の教育活動全体を
通した連携体制をつくりながら、
子どもの自己実現の達成をめざ
して支援していくことができる。

⑤特別支援教育
　 の推進

・特別な配慮や支援を必要とす
る子どもへの指導に関する基礎
理論･知識を習得している。

･校内での支援体制の構築や
関係機関及び異校種等との連
携など、特別支援教育を組織的
に推進することができる。

＜全キャリアステージに共通した指標＞
・インクルーシブ教育システム の理念、授業のユニバーサルデザイン化、合理的配慮の提供に関する考え方等を踏まえて、教育活
動を実践することができる。

３ 職務にかかわる
   専門的知識・技能
　 及び態度

･教科等の専門的知識・技能及
び態度をさらに高め、後進に適
切な助言を与えながら、人材育
成に取り組むことができる。

⑦ＩＣＴや情報の
　 利活用　＊４

・ＩＣＴを活用した授業デザインを
実現するための、ＩＣＴ活用に関
する基礎的な知識（情報モラル
を含む）や基本的な技能を有し
ている。

・校務の情報化の推進に積極
的に参画するとともに、後進に
適切な助言を与えながら育成
することができる。

＜全キャリアステージに共通した指標＞
・学校におけるＩＣＴ活用の意義を理解し、教育活動の中で効果的に活用するとともに、他の教職員と共有し広めていくことができ
る。
・子どもの情報活用能力（情報モラルを含む）を育成するための授業実践を行うことができる。

・新たな学びや教育課題に対し
て、より幅広い視点に立って自
分自身をさらに向上させていく
ことができる。

　＊１　この指標において「子ども」とは幼児・児童・生徒のことである。

　＊２　「採用までに身に付けておいて欲しいこと」は、採用時における資質能力の目安として示した。

　＊３　「充実・円熟期」の「前期」と「後期」の境目は概ね25年目を目安とするが、個々の教員の実態に応じて柔軟に運用してよいものとする。

　＊４　指標⑦「ＩＣＴや情報の利活用」について、求められる資質能力と実態差がある場合には、技能に応じたキャリアステージを起点としつつ、可能な限り早期に自分のキャリ
　　　アステージの資質能力を身に付けていくこととする。

４ 学校組織の一員
   として考え行動
　 する意欲・能力

・学校教育目標の達成を目指
し、学校の運営・指導体制構築
に積極的に参画することができ
る。

・職場の同僚性が発揮できるよ
うな雰囲気づくりをするととも
に、後進を育成する観点を持ち
ながら組織を動かしていくこと
ができる。

５ よりよい社会をつ
   くるための意欲・
   能力

・地域にある他の学校および幼児教育・保育施設や行政との連
携・協働について、円滑な接続を意識しながら企画力や調整力
を発揮して、主体的・組織的に実践することができる。

・地域課題解決型学習などを企画することができ、魅力ある地域
づくりに向けた議論を効果的に調整・促進することができる。

キャリアステージ

資質能力

＊３

充実 ・ 円熟期

（１６～概ね２５年目 ） （２６年目以降）
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管理職等の育成指標 

 

①人間理解・

   人権意識

②職務に対

   する誇りと

   責任

③学び続ける

   意欲

④学校経営

   ビジョン

・校長が示す学校経営ビジョンの実現を目指
し、副校長・教頭を補佐しながら、創意工夫を
活かして実践することができる。

・校長が示す学校経営ビジョンを分かりやすく
教職員に伝え、教職員の共通理解のもと、組
織をまとめ動かすことができる。

⑤リーダー
　 シップ

・学校経営ビジョンの実現に向けて、教科・分
掌の垣根を越えて、管理職とともに自らがリー
ダーとして教育活動を推進することで、組織を
活性化させることができる。

・［高等学校］＊２ グランドデザインにもとづく
魅力化のＰＤＣＡサイクルをコンソーシアム等の
協働体制を活かして構築するプロセスを学び合
うことで知見を共有し、取組を推進することがで
きる。

・学校経営ビジョンの実現に向けて、教職員の
能力、個性が発揮されるよう、組織の主任等に
適切に指示を出し、組織を活性化させることが
できる。
・生活実態や学習等の状況を的確に把握･分
析するとともに、関係者等の意見を集約し、解
決策の実現に向けて校長を補佐することがで
きる。

⑥服務規律

   の確保・

   危機管理
―

・校長の指導助言のもと、教職員の服務規律を
確保することができる。
・服務規律に関する校内研修の実施にあたっ
ては、関係法令や最近の事例などの新しい知
見を取り入れながら、説得力のある内容を提供
することができる。
・学校事故への対応を予め想定し、備えるとと
もに、緊急時には組織的に対処することができ
るよう校長を補佐することができる。

⑦事務管理 ―

・教育活動の実施を適切に管理するとともに、
予算執行、施設設備維持について、事務職員
と連携して適切に処理することができる。

⑧指導育成

・学校課題や教員のニーズに応じた校内研修
を積極的に推進してＯＪ Ｔの気運を高めながら
人材育成に努めることができる。
・人材育成の重要性を理解し、教職員に対して
キャリアステージに応じた指導助言をすること
ができる。

・校長が示す育成方針のもと、必要な研修の機
会を与えたり、校内での研修を効果的に進めた
りすることができる。
・中堅研等の場を利用しながら、校内で指導的
な役割を任せるなどミドルリーダーとしての資質
を育成する環境を整えることができる。

⑨適正な評価 ―

・教職員一人一人を総合評価制度等の観点を
踏まえて評価し、面接や他の機会を捉えて課
題を具体的に認識させることができる。

⑩保護者・

   地域・異校種

   との連携･
   協働

・保護者や地域社会と積極的に交わり、その思
いや願いを的確に把握し、管理職と共有しなが
ら、「開かれた学校づくり」を推進することができ
る。

・［高等学校］地域資源（県内大学／地元企業
／住民等）を校内に積極的に取り込み、地域協
働の推進役として、高大連携を意識した取組を
学校の実情に応じて行うことができる。

・保護者や地域社会と積極的に交わり、その思
いや願いを的確に把握し、校長に報告するとと
もに、学校運営に活かすことができる。
・幼保小の連携を含め、学校段階間の系統性
や円滑な接続を意識した教育活動を展開する
ため、組織の主任等に適切に指示をを出した
り、調整したりすることができる。

⑪学校の
   説明責任・

   情報発信

・学校評価において、保護者や地域からの意
見を積極的に受け入れ改善に努めるとともに、
教育活動の成果や課題を校外と共有し、今後
の活動に活かすことができる。

・学校評価において、保護者や地域からの意
見を積極的に受け入れ改善に努めるとともに、
教育活動の成果や課題を校外に向けて具体的
かつ詳細に説明することができる。

５ 外部との連携・
   折衝

・保護者や地域社会と積極的に交わり、その思
いや願いを捉え、学校経営に活かすことで魅力
ある地域づくりに資することができる。
・幼保小の連携を含め、学校段階間の系統性
や円滑な接続を意識した教育活動を展開する
ことができる。

・学校評価において、保護者や地域からの意見
を積極的に受け入れ改善に努めるとともに、学
校経営ビジョンや教育活動の成果や課題を校
外に向けて明確に発信することができる。

＊１　この指標において「子ども」とは幼児・児童・生徒のことである。

＊２　高等学校に配置された主幹教諭のための指標である。

３ 学校管理・運営

・関係法令や最近の事例などを踏まえながら、
教職員の服務規律を確保することができる。
・日頃から教職員一人一人との対話を重んじな
がら個々の状況を把握し、適切な指導助言を行
うことができる。
・学校事故への対応を予め想定し、備えるととも
に、緊急時には学校の責任者として組織的に
対処することができるよう、すみやかに適切な
判断を下すことができる。

・教育活動の実施、予算執行、施設設備維持
について、適切に管理することができる。

４ 人材育成

・育成指標のキャリアステージに基づいて教職
員一人一人の育成方針を策定しつつ、対話をし
ながら適切な研修の受講を奨め、指導育成を
行うことができる。
・教職員個々の適性を見きわめながら、将来の
管理職として相応しい人材を育成することがで
きる。

・教職員一人一人を総合評価制度等の観点を
踏まえて評価し、面接や他の機会を捉えて課
題を認識させ、目指す方向を的確に示すことが
できる。

１ 高い教育理念と
   広い識見

・子どもの実態やその背景の理解に努めるとともに、管理職等としての高い人権意識と特別支援教育への深い理解をもとに、一人一人の人権が
大切にされる教育現場の実現に取り組むことができる。　＊１

・管理職等として必要な確固たる倫理観を持つとともに、教育に対する県民の期待を理解し、組織の責任者としてその職責や義務を自覚して職
務に取り組むことができる。
・関係法の理念を十分理解し、教育職員等による児童生徒性暴力等を断固として許さず、子どもの尊厳を保持し、安全・安心な学校環境を整え
ることができる。

・国や県、市町村の教育施策等を理解するとともに、常に教育に関わる情報、社会情勢、地域の実態等に関心を持ち、積極的かつ謙虚な姿勢
で研究と修養に努めることができる。

２ 学校経営

・長期的な視点に立ち、「魅力ある学校づくり」
を目指した具体的な学校経営ビジョンを立てる
ことができる。

・学校経営ビジョンや課題に応じて、校内組織
の再編成や適正な人事配置を行い、組織を活
性化させることができる。
・生活実態や学習等の状況を的確に把握･分析
し、実態を踏まえたカリキュラム・マネジメントを
推進しながら解決策の実現に向けて体制づくり
をすることができる。

管理職等の育成指標

主幹教諭 副校長・教　頭 校　長
職

資質能力
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・学校保健安全法を理解し、保
健管理に関する基礎的な知識・
技術を習得している。

・救急処置、健康診断、健康観
察、疾病管理・予防等の保健管
理を通して子どもの健康実態を
把握し、適切に対応することが
できる。

・自校の健康課題を的確に把握
し、保健管理を学校保健計画に
位置づけ、教職員や関係機関と
連携して組織的に対応すること
ができる。

・最新の知識や技能を習得し、
保健管理の結果を効果的に活
用し、自校の健康課題解決に
向け、校内において指導的な役
割を担うことができる。

・専門性を生かした養護教諭の
役割を理解し、学習指導要領に
関する基礎的な知識を習得して
いる。

・子どもの実態から健康課題を
捉え、学級担任等と連携し、養
護教諭の専門性を生かした保
健教育を実践することができ
る。

・子どもの健康実態や生活実態
から自校の健康課題を的確に
把握し、その解決に向けた保健
教育を計画、実践、評価、改善
し、組織的に推進することがで
きる。

・自校や地域の健康課題解決
に向け、教育活動全体を通じて
校内外の関係者と連携を図りな
がら、発達の段階を踏まえた体
系的な保健教育を推進すること
ができる。

・学校保健安全法における健康
相談・保健指導の位置づけ及び
発達の段階における健康課題
とその対応について理解してい
る。

・健康相談・保健指導の基本的
プロセスを理解し、子どもの心
身の健康課題や現代的健康課
題との関連を踏まえて、必要な
支援を行うことができる。

・子どもの心身の健康課題を的
確に捉えるとともに、関係者が
連携・協働する組織体制をつく
り、健康相談・保健指導を通し
た効果的な支援を展開すること
ができる。

・子どもの心身の健康課題に応
じ、専門的観点を生かした健康
相談・保健指導を行うとともに、
学校内外の関係者との連携に
おけるコーディネーター的役割
を果たすことができる。

・養護教諭の職務と役割、学校
保健活動のセンター的機能を果
たす保健室の役割を理解してい
る。

・学校教育目標を踏まえ、子ど
もの健康課題の解決に向けた
保健室経営計画を作成し、計画
に沿って実践することができ
る。

・学校教育目標を踏まえ、子ど
もの健康課題の解決に向けた
保健室経営計画を基に、教職
員と連携して組織的な保健室
経営を実践することができる。

・学校教育目標の実現に向け、
保健室経営計画を基に、評価・
改善を図りながら、効果的に保
健室経営を推進することができ
る。

・保健組織活動の意義と学校・
家庭・地域等の協力体制の重
要性を理解している。

・家庭・地域等と連携し、子ども
の健康課題解決に向けた保健
組織活動を推進することができ
る。

・学校と家庭・地域等の実態を
適切に把握・分析し、自校の健
康課題解決に向け、計画的・組
織的に保健組織活動を推進す
ることができる

・自校の健康課題や地域の健
康実態を踏まえて家庭・地域等
とネットワーク体制を構築し、保
健組織活動の推進における
コーディネーター的役割を果た
すことができる。

　

給食の時間・教科等にお
ける指導

・教育活動全体を通して食育を
推進するための基礎的な知識
を習得している。

・学習指導要領や児童生徒の
実態に基づいた指導の必要性
を理解し、食育の視点を位置づ
けた指導ができる。

・学習指導要領に基づいた食に
関する指導内容を企画・調整
し、給食献立計画と関連づけな
がら実践するとともに、その評
価を行うことができる。

・学校教育活動全体を視野に入
れ、指導体制を整えて効果的に
食育推進組織の計画、実践、
評価し、改善を図ることができ
る。

個別的な相談指導

・児童生徒の個別の栄養相談
の重要性を理解している。

・食に関する健康課題や栄養相
談について基礎的な知識を有
し、個々の状況に応じて適切に
対応できる。

・関係機関と連携しながら、個
別の教育支援計画に基づき、
個別の指導計画の作成に参画
し、活用することができる。

・組織的な校内支援体制を構築
し、関係機関等と連携を図りな
がら、児童生徒の食に関する健
康課題等について適切に対応
することができる。

栄養管理

・学校給食の教育的意義を理
解し、適切な栄養管理に関する
基礎的な知識を有している。

・学校給食実施基準に基づくと
ともに、食品構成を考慮した献
立を作成することができる。

・児童生徒の成長や地域の特
性を踏まえた栄養管理を行うと
ともに、適切な評価や改善を行
うことができる。
・調理従事者や施設に合わせ
た献立を作成し、調理指導がで
きる。

・児童生徒の実態に沿った栄養
管理の在り方について関係者と
共有し、課題解決のための指導
助言を行うことができる。
・給食管理を食に関する指導と
一体化した視点から評価・改善
し、学校や地域の特色に応じた
献立作成をすることができる。

・献立作成や調理指導の方法
に関し、他の栄養教諭等に対し
て指導的役割を果たすことがで
きる。

衛生管理

・衛生管理の重要性について理
解し、適切に実施するための意
欲を有している。

・学校給食衛生管理基準に基
づき、具体的な対応方法を考
え、指導することができる。

・学校給食施設の設備や調理
従事者の状況を踏まえ、適切に
学校給食衛生管理基準を適用
することができる。

・調理作業や施設の衛生管理
について課題を的確に捉え、改
善するとともに、学校における
衛生管理などを含め、適切な指
導・助言ができる。

・衛生管理に関する高い専門的
知識を生かした実践を踏まえ、
他の栄養教諭等に対して指導
的役割を果たすことができる。

採用までに身に付けて
おいて欲しいこと

　　　　　　　＊２

自立・向上期
（１～５年目）

探究・発展期
（６～１５年目）

  

養護教諭の専門性に基づく 育成指標

・最新の知識や技能を生かして
保健管理の充実を図り、自校の
健康課題解決につなげるととも
に、地域においても後進を育成
することができる。

・最新の保健情報や知見等を
活用して保健教育の充実を図
り、自校の健康課題解決につな
げるとともに、地域においても後
進を育成することができる。

・最新の保健情報や知見、関係
者との連携を通して健康相談・
保健指導の充実を図り、自校の
健康課題解決につなげるととも
に、地域においても後進を育成
することができる。

・学校経営の観点に立って保健
室経営の充実を図り、学校教育
目標の達成と健康課題解決に
つなげるとともに、地域におい
ても後進を育成することができ
る。

・地域の特性や家庭の実態を
踏まえて健康課題を捉え、校内
外の関係者との連携を通して保
健組織活動の充実を図るととも
に、地域においても後進を育成
することができる。

※養護教諭には、教諭等の育成指標「３ 職務にかかわる専門的知識・技能及び態度　⑥教科等の指導に関する専門性」に加え、その専門性に基づき、上
記の資質能力が求められる。

栄養教諭の専門性に基づく 育成指標

採用までに身に付けて
おいて欲しいこと

　　　　　　　＊２

自立・向上期
（１～５年目）

探究・発展期
（６～１５年目）

  

※栄養教諭には、教諭等の育成指標「３ 職務にかかわる専門的知識・技能及び態度　⑥教科等の指導に関する専門性」に加え、その専門性に基づき、上
記の資質能力が求められる。

食
に
関
す
る
指
導

・地域、近隣の学校などとの連
携・調整を図り、市町村の食育
計画や推進に関して主体的に
関わることができる。

・食に関する健康課題への予
防策や対応策について校内や
地域で積極的に発信し、関係
者の課題への理解や意識の向
上に向けた取組を推進すること
ができる。

学
校
給
食
の
管
理

保健管理

保健教育

健康相談・保健指導

保健室経営

保健組織活動

キャリアステージ

領域・分野

＊３

充実 ・ 円熟期

（１６～概ね２５年目 ） （概ね２６年目以降）

キャリアステージ

領域・分野

＊３

充実 ・ 円熟期

（１６～概ね２５年目 ） （概ね２６年目以降）
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学校事務職員の育成指標 
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（ ３ ） 研修の種類 

① 県教育委員会が実施する 研修 

こ の研修は、 今日の社会的な要請等にも 配慮し ながら 、 職務に応じ た資質能力を 高める の 

に必要な研修機会を提供する も ので、「 島根県の教職員と し て求めら れる 基本的な資質能力」

を踏ま え、 必要性が高い研修の重点化を図った上で、 その内容から 「 喫緊の課題や県の教育

課題・ 実態に対応する 研修」 と 「 参加者の自主的な参加によ る 個々の資質能力向上をねら い

と し た研修」 に大別し 、 次のよ う に分類する 。  

  ア 喫緊の課題や県の教育課題・ 実態に対応する 研修 

県の教育課題に対応し 、 全教職員に必須と する 研修や各学校のリ ーダーを 養成する 研修

であり 、 参加者を特定し たり 、 テーマを 特定し たり し て行う 。  

    教職経験年数に応じ た研修 

教職員研修の基幹と し て、 教職員と し ての生涯にわたる 研究と 修養の観点にたち、 教

職経験年数に応じ て、 専門職と し ての職務遂行に必要な知識・ 技能・ 態度を 習得さ せる

ために行う 新任教職員研修（ 初任者研修及び新規採用教職員研修） 、 フ ォ ロ ーアッ プ研

修及び教職経験者研修。  

   管理職等研修  

各学校の管理職等に対し 、 経験年数に応じ た学校運営上必要な知識・ 技能の習得及び

自覚の向上等を 目的と し て行う 研修。  

   職務研修 

職務遂行上必要な知識・ 技能の習得や校内のリ ーダーと し ての自覚の向上等を 目的と

し て、 職務や分掌上の校務に応じ て行う 研修。  

テーマ研修  

社会の変化に対応する ための教育課題や、 県教育委員会の喫緊の課題を 解決する ため

に行う 研修。  

   派遣研修  

県の教育課題を解 

決する ために適任者を県教育委員会が派遣する 研修。  

 

イ  参加者の自主的な参加によ る 個々の資質能力向上をねら いと し た研修 

   能力開発研修 

社会の変化に対応し た教育を行う ために、 教職員が自発的に参加し 、 資質能力の向上

を図る 研修。  

 

② 学校や教育研究団体、 市町村教育委員会等が実施する 研修 

   こ の研修は、 基本的に個々の教職員の自主的・ 主体的な研修意欲に基づいた研修であり 、

県教育委員会と し てこ の研修を奨励し 、 支援体制を整備する 。  

   各学校が実施する 研修、 教育研究団体等が実施する 研修、 市町村教育委員会が実施する 研
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修、 教職員が個人的に実施する 研修がある 。  

    なお、 各市町村教育委員会においては、 「 地方教育行政の組織及び運営に関する 法律第 45

条」 の規定に基づき 、 所管する 学校の教職員に対し て、 服務監督者と し て、 それぞれの地域

の実態に応じ て必要な内容の研修を行っている が、 県教育委員会が協力を 求め、 研修の有機

的な関連を 図る 必要がある 。  

 

（ ４ ） 県教育委員会が実施する 研修と 校内支援等の方針 

① 研修の質の向上と 効果検証 

一つ一つの研修サイ ク ルを効果的に機能さ せ、参加者の主体性や意欲を 喚起する と と も に、

研修と 指導、 校内人材育成と の一体化を図る 。 そのため、 研修の重点・ 精選化を図り 、 その

質をよ り 一層向上さ せる 。  

   さ ら に、 研修のねら いをよ り 明確にし 、 研修後の校内実践や普及を 促すシス テムを構築す

る 。 そし て、 その成果を効果的に検証し 、 事後の指導や研修の改善に活かす。  

   ま た、 こ れら の研修が系統的・ 体系的に実施でき る よ う に、 研修推進に係る 組織を島根県

教育センタ ーに置き 、 機能の強化と 連携推進を図る 。  

   ま た、 教師がこ れま での学習履歴や、 自ら に対する 評価等を 踏ま えて、 学校管理職等と の 

積極的な対話を踏ま えながら 、 主体的に学ぶこ と 、 教師においても 個別最適な学びと 協働的 

な学びを進めていく こ と 、 等の視点から 研修の改善を図る 。  

 

② 教職経験年数に応じ た研修の改善 

新任教職員研修、 教職経験６ 年目研修、 中堅教諭等資質向上研修及び専門性向上研修が系

統的に実施さ れる よ う 、 研修目的や内容を整理する 。  

ま た、 新任教職員研修を 採用１ 年目で完結さ せる と 捉える のではなく 、 初任校で複数年か

けて採用者を 育成する と いう 考えを基に、 フ ォ ロ ーアッ プ２ 年目・ ３ 年目研修を設定する 。

それに伴い、 新任教職員研修の軽減・ 重点化を図る 。  

さ ら に、 県教育委員会が行う 校外研修等と 校内研修・ 校内人材育成が一体的に行われる よ

う 指導体制の整備を行う と と も に、 校内研修の支援強化を図る 。  

 

③ 管理職等研修の充実 

学校運営の核である 管理職等が、マネジメ ント 力を高めリ ーダーシッ プを 発揮し て学校運

営及び人材育成を行える よ う 、 日常の教育実践を 基にし た、 よ り 実践的な内容・ 方法で研修

を実施する 。  

ま た、 「 学校管理職等育成プロ グラ ム」 (R6.3 改定)に基づき 、 経験年数に応じ た段階的な

研修を 初任段階に重点的に課し たり 、 管理職個々が設定し た課題に応じ て選択する 研修（ 管

理職セレ ク ト 研修） を 実施し たり する 。  

 

④ 研修の重点化 
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   学校マネジメ ント を 中心と し た研修内容を 設定し 、 特にミ ド ルリ ーダー育成をねら いと し

た研修を実施する 。  

職務研修は、 当該職務の新任段階に重点的に研修を 課し 、 職務に対する 専門的な知識や技

能の習得を図る 。 その後は、 個人の実態に即し た主体的な研修や管理職等によ る 人材育成が

的確に行える よ う 支援を 行う 。  

   テーマ研修は、 社会の急激な変化に対応する ための教育課題や県の喫緊課題を解決する た

めに、 教職員全員に広める こ と が必要な内容を焦点化し て実施する 。 さ ら に、 地域や学校の

実態に合わせた研修運営への積極的な転換を図る と と も に、 能力開発研修と の整理・ 統合を

進める 。  

   能力開発研修は、 教員一人一人が自ら の課題に基づいて自主的・ 主体的に自己の職能レ ベ

ル向上を目指す研修と する 。 年度当初設定し た教職員評価シス テムの自己目標に基づいて選

択する よ う に促すと と も に、 研修の目的や内容が明確なも のと なる よ う 努める 。 ま た、 研修

ニーズへの対応や研修機会の拡大を図る ため、 鳥取・ 島根連携講座や埼玉連携講座、 島根大

学と の連携によ る 共催研修を 実施する 。  

 

⑤ 校内研修等の支援強化 

学校が自走し 、 学び続ける 教職員の育成が計画的、 主体的に推し 進めら れる よ う 、 校内研

修や教育研究団体等が行う 研修に対し て、 支援に努める 。  

ア 各学校の校内研修への支援（ 出前講座、 要請訪問、 申請訪問、 講師派遣、 資料提供等） 

イ  校内研修の充実や授業研究の改善に関する 研修の実施 

ウ  教育研究団体等への支援（ 出前講座、 申請訪問、 情報提供）  

出前講座、 要請訪問、 訪問指導については、 県教育委員会の一体的な実施に向け、 組織や

運営方法の整理を行う 。 ま た、 学校や教職員のニーズに対応する ため、 出前講座のテーマ拡

充、 申し 込み方法等の改善を 進める 。  

こ の他、 教育研究団体等と の有機的な連携・ 協力を 図る ため、 連絡を 緊密にし 、 相互の研

修推進に努める 。  

ま た、市町村教育委員会に積極的に情報を 提供し 、研修の有機的な関連を 図る よ う 求める 。 

 

⑥ 自己啓発への支援 

 教職員が課題意識を も って個人的に研修を行っ たり 、 研究を深めたり する 自己啓発につい

て支援する ために、 教育センタ ー等で実施し た研修の資料を積極的に情報提供する 。  

   ま た、 教職員評価シス テムの自己目標管理が、 学校管理職の人材育成、 教育センタ ー等の

校外研修と 一体的に機能する よ う に図る 。  

 

⑦ 派遣研修 

  派遣研修には、 長期社会体験研修や大学院派遣、 海外派遣、 中央研修派遣、 教育センタ ー

長期研修等がある が、 いずれも 県教育委員会の課題に基づいて、 教職員を 派遣する 。  
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２  島根県教職員研修体系 

 「 島根県公立学校教育職員人材育成基本方針」 「 島根県公立小・ 中・ 義務教育学校事務職員人材

育成基本方針」 に基づき 、 島根県教職員研修の体系を図に示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
県 教 育 委 員 会 が 実 施 す る 研 修  

学校や教育研究団体、 

市町村教育委員会等 
が実施する 研修 

派 
 

遣 
 

研 
 

修 

喫緊の課題や 

県の教育課題・ 実態に対応する 課題 

参加者の自主的な参加によ る  

個々の資質能力向上を ねら いと し た研修 

校 
 

内 
 

研 
 

修 

教
育
研
究
団
体
が
実
施
す
る
研
修 

市
町
村
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
研
修 

教
職
員
が
個
人
的
に
実
施
す
る
研
修 

職 

務 

研 

修 

キャリアステージ 
（学校事務職員） 

採
用
ま
で 

キャリアステージ 
（教諭等） 

新任教職員研修 

フォローアップ研修２年目 

フォローアップ研修３年目 

教職経験６年目研修 

中堅教諭等 
資質向上研修 

教
職
経
験
年
数
に 

 
 

 
 

 

応
じ
た
研
修 

教諭等 

主事研修 

主任主事研修 

主任研修 

事務リーダー 
フォローアップ研修 

主
任
主
事 

 
主 
 

任 

 
主 
 

事 

 

新任事務リ ーダー 
研修 

事務主幹研修 

学校事務職員 

 
事
務
主
幹 

事務主幹 
フォローアップ研修 

 
自 
立 
・ 
向 
上
期 

 

探
究 
・ 
発
展
期 

能 

力 

開 

発 

研 

修 

テ 

ー 

マ 

研 

修 

ミドルリーダー

の研修 

講師対象の研修 

主幹教諭
の研修 

副校長・教頭 

の研修 

校長の研修 

管
理
職
等

研
修 

教職経験年数に応じた研修 

新規採用事務職員研修 

充
実
・
円
熟
期 

(

前
期) 

 

充
実
・
円
熟
期 

(

後
期) 

 

事
務
リ
ー
ダ
ー 
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Ⅴ　 令和6年度に実施する 研修　　　　※島セ：島根県教育センター，浜セ：島根県教育センター浜田教育センター

415 初任者研修

605 新規採用養護教諭研修

940 新規採用栄養教諭研修

1013 新規採用幼稚園教諭研修

988 新規採用小・ 中学校事務職員研修

1034 新規採用寄宿舎指導員研修

942 新規採用県立学校実習教員研修

● 1085 フ ォ ロ ーアッ プ研修（ 教諭・ ２ 年目）

● 1111 フ ォ ロ ーアッ プ研修（ 教諭・ ３ 年目）

● 1086 フ ォ ロ ーアッ プ研修（ 養護教諭・ ２ 年目）

● 1112 フ ォ ロ ーアッ プ研修（ 養護教諭・ ３ 年目）

● 1087 フ ォ ロ ーアッ プ研修（ 栄養教諭・ ２ 年目）

720 教職経験６ 年目研修（ 教諭）

722 教職経験６ 年目研修（ 養護教諭）

1016 教職経験６ 年目研修（ 栄養教諭）

989 教職経験６ 年目研修（ 実習教員）

1195 中堅教諭等資質向上研修（ 教諭）

1196 中堅教諭等資質向上研修（ 養護教諭）

1197 中堅教諭等資質向上研修（ 栄養教諭）

1198 中堅教諭等資質向上研修（ 幼稚園教諭）

1199 専門性向上研修（ 実習教員）

1200 専門性向上研修（ 寄宿舎指導員）

1262 中堅研修（ 幼児教育施設） 島根県幼児教育センタ ー

1239 小・ 中学校等校長学校経営実践研修

1240 小・ 中学校等教頭学校運営実践研修

1118 管理職研修（ 新任校長）

1119 管理職研修（ ２ 年目校長）

1120 管理職研修（ 新任副校長・ 新任教頭）

1121 管理職研修（ ２ 年目副校長・ ２ 年目教頭）

1122 管理職研修（ ３ 年目副校長・ ３ 年目教頭）

1123 主幹教諭研修（ 新任）

1236 主幹教諭研修（ ２ 年目）

1263 管理職研修（ 幼児教育施設） 島根県幼児教育センタ ー

1168 生徒指導主任・ 主事等研修（ 義務）

1169 生徒指導主事研修（ 県立学校等）

1170 学校安全（ 災害安全） 研修

1172 学校安全（ 交通安全） 研修

535 健康教育（ 学校保健） 研修

628 養護教諭研修

843 栄養教諭研修

1226 新任等学校栄養士職務研修

1227 新任等養護助教諭職務研修

478 小・ 中学校教務主任研修

655 小・ 中学校研究主任等研修

1223 県立学校道徳教育研修

1129 新任講師等研修

963 小・ 中学校事務職員新任事務リ ーダー研修

971 小・ 中学校事務職員主事研修

1095 小・ 中学校事務職員主任研修

1135 小・ 中学校事務職員主任主事研修

1149 小・ 中学校事務職員事務リ ーダーフ ォ ロ ーアッ プ研修

1264 数理枠採用５ 年目研修及び６ 年目研修

1265 新任臨時的任用等学校事務職員研修

1297 新任学校図書館担当者研修

研修
番号

研  修  名 主 管

（ １ ） 教職経験年数に応じ た研修

研修
番号

研  修  名 主 管

教育センタ ー

（ ２ ） 管理職等研修

研修
番号

研  修  名 主 管

島セ（企画・研修Ｓ）

（ ３ ） 職務研修

教育指導課（ 子ど も 安全支援室）

保健体育課

島セ（ 企画・ 研修Ｓ ）
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1266 教育課程デザイ ン研修

1267 I CT教育の基盤に係る 管理研修

1268 I CT活用推進リ ーダー教員研修

1315 共通教科情報「 情報Ⅰ」 ・ 「 情報Ⅱ」 研修

858 小・ 中学校特別支援学級、 通級指導教室新任担当教員研修

1094 特別支援学級担任3年目研修

919 新任特別支援教育コ ーディ ネータ ー研修

1173 特別支援学級担任スキルアップ研修（2年次）

1224 人権教育担当主任等研修

1270 学校・ 福祉連携推進教員研修

1167 特別な支援のための非常勤講師（にこにこサポート事業）研修

1182 特別支援教育専門性向上研修

1255 通級によ る 指導担当教員等研修

1305 医療的ケア児担当者研修

（ ４ ） テーマ研修

1131 講師等対象授業づく り 研修 島セ（ 企画・ 研修Ｓ ）

1051 外国語指導助手の指導力等向上研修 教育指導課（ 高等学校教育推進Ｓ ）

1241 中学校体育教員（ 領域） 研修

886 中・ 高種目別指導者研修会

615 中・ 高等学校体育実技研修

616 小学校体育実技研修

1185 保育教諭・ 幼稚園教諭・ 保育士合同研修

1202 幼児教育推進研修

1304 小・ 中学校「 総合的な学習の時間」 研修

1144 日本語指導が必要な児童生徒教育研修

1229 高等学校探究学習担当者研修

1275 地域と の協働体制構築・ 運営研修

1276 グラ ンド デザイ ンPDCA研修

1176 複式学級新任担当者研修

1186 ミ ド ルリ ーダー育成研修

1278
ゼロ から 学びたい先生のための教科教育研修（ 中学校免許外教科： 音楽、 美術、 技術・ 家庭、 保健体育
編）

5002 若手教員授業力向上セミ ナー

1277 ふる さ と 教育研修 社会教育課

1019 島根県現職教員研修

667 教職員等中央研修

670 教員長期社会体験研修

671 島根大学大学院派遣

1320 学校組織マネジメ ント 研修 学校企画課・ 教育センタ ー

1321 道徳教育研修

686 外国人児童生徒等に対する 日本語指導者養成研修

688 産業・ 情報技術等指導者養成研修

689 キャ リ ア教育指導者養成研修

1322 国語問題研究協議会

712 産業教育実習助手研修

717 学校農業ク ラ ブ指導者養成講座

787 伝統音楽指導者研修会

1323 カリ キュ ラ ム・ マネジメ ント 研修

955 美術館を 活用し た鑑賞教育の充実のための指導者研修

1180 小学校における 外国語教育指導者養成研修

1220 外国語指導助手研修

1324 幼児教育専門研修

1325 教師の英語力・ 指導力の向上のための実践オンラ イ ン研修

674 特別支援教育専門研修

1179 高等学校における 通級によ る 指導に関わる 指導者研究協議会

1306 特別支援学校寄宿舎指導実践協議会

1307 特別支援教育における I CT活用に関わる 指導者研究協議会

1308 視覚障害リ ハビ リ テーショ ン研修会（ 非開催年）

（ ３ ） 職務研修

研修
番号

研  修  名 主 管

（ ５ ） 派遣研修

教育指導課（ 高等学校教育推進Ｓ ）

島セ（ 教育相談S）

人権同和教育課

特別支援教育課

研修
番号

研  修  名 主 管

保健体育課

島根県幼児教育センタ ー

教育指導課（ 義務教育推進室）

教育指導課（ 地域教育推進室）

浜セ（ 研究・ 研修Ｓ ）

研修
番号

研  修  名 主 管

学校企画課

教育指導課

特別支援教育課
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696 体育・ 保健体育指導力向上研修( 西部ブロ ッ ク ） （ 旧西部地区学校体育指導者中央講座）

949 健康教育指導者養成研修

1164 食育指導者養成研修

1238 体力向上マネジメ ント 指導者養成研修

1261 人権教育推進研修

1317 拉致問題に関する 教員等研修

1163 学校安全指導者養成研修

1257 生徒指導基幹研修

1316 防災教育推進セミ ナー

113 小学校算数科教育講座

362 小学校家庭科教育講座

528 小中学校国語科書写実技講座

815 中・ 高等学校国語科教育講座

817 中・ 高等学校数学科教育講座

887 中・ 高等学校外国語教育講座

1035 小学校社会科教育講座

1136 小学校理科教育講座

1154 高等学校理科教育生物講座

1280 小学校道徳教育講座

1279 小学校理科教育（ 基礎・ 基本） 講座

1282 中学校理科教育オンラ イ ン講座

1151 中学校理科教育講座

1231 小学校外国語教育講座

205 高等学校産業教育実技（ 工業） 講座

522 高等学校産業教育実技（ 農業） 講座

255 小学校国語科教育講座

398 小学校生活科教育講座

781 中・ 高等学校音楽科教育講座

1137 小学校音楽科教育講座

1300 小学校特別活動講座

1301 中学校特別活動講座

1302 キャ リ ア教育の要！特別活動講座

639 小学校図画工作科教育講座

1256 中・ 高等学校美術教育講座

816 中学校社会科、 高等学校地理歴史科・ 公民科教育講座

862 中学校技術教育講座

1153 高等学校理科教育化学講座

1283 高等学校英語ディ ベート 指導のためのジャ ッ ジ養成研修 教育指導課（ 高等学校教育推進Ｓ ）

206 高等学校産業教育実技（ 商業） 講座
島セ（ 企画・ 研修S）

教育指導課（ 高等学校教育推進Ｓ ）

306 高等学校産業教育実技（ 水産） 講座 島セ（ 企画・ 研修S） ・ 学校企画課

1235 学校図書館を 活用し た授業改善講座 浜セ（ 研究・ 研修Ｓ ）

1206 就学前人権教育講座

1253 子ど も 支援実践講座

1284 国立療養所長島愛生園訪問研修

1189 小学校プロ グラ ミ ング教育講座

1285 GI GAス ク ール時代の遠隔・ オンラ イ ン活用講座

1286 GI GAス ク ール時代のアンケート フ ォ ーム活用講座

1287 GI GAス ク ール時代のク ラ ウ ド 活用講座

1288 GI GAス ク ール時代のNHK f or  School 活用講座

1289 GI GAス ク ール時代の教育情報セキュ リ ティ 講座

1290 GI GAス ク ール時代の情報モラ ル講座

1291 GI GAス ク ール時代の子ど も 情報活用能力育成講座

1292 GI GAス ク ール時代の１ 人１ 台端末活用講座

人権同和教育課

（ ５ ） 派遣研修

研修
番号

研  修  名 主 管

保健体育課

教育指導課（ 子ど も 安全支援室）

（ ６ ） 能力開発研修

分
類

研修
番号

研  修  名 主 管

教
科
等

島セ（ 企画・ 研修Ｓ ）

島セ（ 企画・ 研修S）
教育指導課（ 地域教育推進室）

島セ（ 研究・ 情報S)

教
育
課
題

人権同和教育課

浜セ（ 研究・ 研修Ｓ ）

教
育
の
情
報
化

島セ（ 研究・ 情報S)
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921 不登校の理解と 支援講座

1298 子ど も 理解と 支援講座

1299 すべての教職員に役立つ！支援につながる 子ど も の理解と 支援講座

1100 教職員のかかわる 力を高める 実践講座

1215 特別支援教育専門講座

1303 学級作り 仲間作り 講座

1222 よ り よ い関係づく り 実践講座

●1143 特別支援学校・ 特別支援学級における 授業づく り 講座

1216 教育相談コ ーディ ネータ ー養成講座

1233 居場所づく り ・ 絆づく り 実践講座
事

務

職
員

1194 教育法規の基礎講座 島セ（ 企画・ 研修Ｓ ）

9019 図画工作科の授業と 教材開発

9020 小学校社会科の授業デザイ ンと 教材開発

9023 小学校「 外国語活動」 「 外国語科」 の理論と 実践

9024 教育評価の新たな地平

9026 児童・ 生徒のこ こ ろの理解

9028 チーム学校の可能性を拓く

9029 地域問題解決型探究学習の開発

9030 いじ めの早期発見・ 早期対応

9031 教師の働き 方改革

9033 学校の組織マネジメ ント と 危機管理

9034 障がいのある 子を 養育さ れている 保護者の「 語り 」 から の学び

9035 子ど も 理解と かかわり

9036 学校教育における 「 多文化共生」

9037 教室空間における イ ンク ルージョ ン

9042 令和の日本型学校教育の実現を 目指し た探究学習指導・ STEAM教育のノ ウ ハウ （ 基礎編）

9043 楽曲分析を基盤と する 合奏教材指導法

9044 山陰地域の教育の現在

9045 英語学習における 学びの多様性と 、 授業での工夫を考える （ 理論編）

9046 Q-U調査を 活用し た児童生徒理解、 学級集団理解に基づく 教育実践のあり 方

9047 「 宇宙」 を素材と し たイ ンク ルーシブな探究活動

9048 多様性と 共に生き る 学校について考える

9049 中学校技術・ 家庭科技術分野の問題解決のアッ プデート

9050 地理を専門と し ない教員のための「 地理総合」 入門

9051 アセス メ ント の重要性と 多機関連携の在り 方

9052 予防・ 開発的生徒指導　 聴く こ と から はじ める 人間関係づく り

9053 Ｕ Ｄ Ｌ に基づく 中学校・ 高等学校数学科の指導

9054 中学校・ 高等学校数学科における 数学的モデリ ングの指導と キャ リ ア教育

9055 支援につなげる ための不登校理解

9056 英語学習における 学びの多様性と 、 授業での工夫を考える （ 理論・ 実践編）

9057 特別支援教育における 医療職と の連携

9058 子ど も の主体的な学びを 実現する 道徳科の授業づく り （ 小学校向け）

9059 国語科における 漢字学習の支援

9060 教師の多様性を 活かすための学校の変革と リ ーダーの役割

9061 「 教育×テク ノ ロ ジー」 で培う 「 自ら 学ぶ力」

8001 【 幼児教育　 園経営研修】 保育の質を 高める 園のあり 方

8002 【 小学校国語】 学力向上研修（ 小学校国語科）

8003 【 中学校国語】 中学校（ 国語科） 定期考査研修会

8004 【 小学校社会】 子ど も と 社会を つなぐ 授業づく り

8005 【 中学校社会】 めざす資質・ 能力を 育む授業につながる 定期考査と は

8006 【 高等学校地歴・ 公民】 自ら 学びたい、 調べたいと 思える 授業づく り

8007 【 小学校算数】 学力向上研修（ 小学校算数科）

8008 【 中学校数学】 中学校（ 数学科） 定期考査研修会

8009 【 小学校理科】 観察・ 実験っ ておも し ろい

8010 【 中学校理科】 めざす資質・ 能力を 育む授業につながる 定期考査と は

8011 【 高等学校理科】 「 知り たい！」 を つなげる 、 探究心を 高める 授業デザイ ン

8012 【 中学校技術】 「 情報の技術」 の授業づく り

8013 【 小学校音楽】 音楽に対する 感性を 働かせる 合唱の体験！

8014 【 中学校・ 高等学校美術】 どう 料理する ？県立美術館新コ レ ク ショ ン 《 ブリ ロ ・ ボッ ク ス 》

8015
【 小学校・ 中学校・ 高等学校体育】 効果てき めん！すべての児童生徒が楽し さ や喜びを 味わえる 水遊び・ 水泳運動
の効果的な指導法と は！？

分
類

研修
番号

研  修  名 主 管

（ ６ ） 能力開発研修

鳥
取
連
携

鳥取県教育センタ ー・ 島根県教育
センタ ー

生
徒
指
導
･
教
育
相
談
･
特
別
支
援
教
育

島セ（ 教育相談Ｓ ）

浜セ（ 教育相談S)

教育指導課（ 子ど も 安全支援室）

島
大
連
携

島根大学・ 島根県教育センタ ー
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8016 【 中学校・ 高等学校家庭】 問いから 始ま る 授業づく り

8017 【 高等学校情報Ⅰ】 情報活用能力を 育む「 情報Ⅰ」 の学び

8018 【 小学校外国語活動・ 外国語】 Let ’ｓ  Tr y！必然性のある 言語活動と 効果的なデジタ ル教科書の活用

8019 【 中学校英語】 中学校（ 英語科） 定期考査研修会

8020 【 高等学校英語】 授業が変わる ！高校英語「 話すこ と 」 の指導と 評価

8021 【 小学校・ 中学校道徳①】 「 深い学び」 を 実現する 道徳科の授業づく り

8022 【 小学校・ 中学校道徳②】 学校における 道徳教育と 道徳科の授業づく り

8023 【 高等学校総合的な探究の時間】 探究的な学びの実現に向けた協働・ 共創プロ ジェ ク ト

8024 【 小学校・ 中学校特別活動】 「 特別活動×生徒指導・ 学級経営」

8025 【 高等学校商業】 こ れから の授業を 考える ためのヒ ン ト が満載！

8026 【 全教科／マネジメ ント 】 と っ と り 学力・ 学習状況調査を 活用し た学校マネジメ ン ト 研修会

8027 【 全教科／対話によ る 深い学び】 アート がも たら す対話で新たな自分に出会う

8028 【 全教科／教科等横断的な学習】 教科等を 横断し た探究学習

8029 【 I CT活用教育①（ Cl assr oomを 活用し た授業づく り ） 】 情報活用能力を 育む１ コ マの授業づく り （ A日程）

8030 【 I CT活用教育①（ Cl assr oomを 活用し た授業づく り ） 】 情報活用能力を 育む１ コ マの授業づく り （ B日程）

8031
【 I CT活用教育②（ 単元設計） 】 １ コ マの授業から 単元を と おし た活用へ　 学びのプロ セス に情報活用能力を 位置
付けた単元づく り

8032 【 Ｉ Ｃ Ｔ 活用教育③（ 校務活用編） 】 校務に生かそう ！業務改善につながる Googl e Workspace活用術

8033 【 Googl e Wor kspaceアプリ 講座（ 基礎） 】 すぐ に活用でき る ！Googl e Wor kspaceアプリ 活用術

8034 【 Educat i on Pl us/Fi gJam活用】 学習環境を アッ プグレ ード する Educat i on Pl usと Fi gj amの活用

8035
【 プロ グラ ミ ング教育】 「 プロ グラ ミ ング的思考を 育む」 と は？プロ グラ ミ ング体験をと おし て考える 授
業づく り

8036 【 よ り よ いI CTの使い手】 I CTは道具！制限じ ゃなく 、 と にかく 使いながら 目指す「 よ り よ いI CTの使い手」

8037 【 生成AI 】 生成AI の基礎基本

8038 【 特別支援教育①（ 自立活動） 】 アセス メ ント に基づく 自立活動の指導の実際

8039 【 特別支援教育②（ 発達障がい） 】 子ど も の行動の意味を 考える

8040 【 特別支援教育③（ 学習障がい） 】 ワ ーキングメ モリ を 生かす算数の学習支援

8041 【 特別支援教育④（ 読み書き に関する 指導） 】 通常の学級における 読み書き の基礎的な力を 育てる 指導・ 支援

8042 【 特別支援学校教育】 「 個別最適な学び」 と 「 協働的な学び」 の一体的な充実を めざし た指導の実際

8043 【 特別支援教育（ Ｉ Ｃ Ｔ 活用） 】 目から ウ ロ コ ！プレ ゼンテーショ ンソ フ ト を 使った教材作り と 活用術

8044 【 教育相談①】 困り を抱える 子ども の理解と その支援の実際

8045 【 教育相談②】 困り を抱える 子ども たちへの寄り 添い方

8046 【 生徒指導】 「 令和」 時代の新し い生徒指導！「 直す」 指導から 「 育てる 」 指導へ

8047 【 学級経営・ ホームルーム経営】 誰も が力を 発揮でき る 学級づく り

8048 【 人間関係づく り 】 心理的安全性を 醸成する 人間関係づく り

8049 【 学校の支援体制①（ 保護者と の関係づく り ） 】 保護者と 良好な関係を 築く ス キル

8050 【 学校の支援体制②（ 学校づく り ） 】 ク ラ ス 全員が関わり 合える 学級づく り

8051 【 人権教育①】 自尊感情を 育む集団づく り

8052 【 人権教育②】 同和問題（ 部落差別） に関する 教育を ど う 進める か

8053 【 人権教育③】 性の多様性を 尊重し た学校づく り

8054 【 ふる さ と 教育】

8055 【 図書館教育】 みんなで知ろう ！考えよ う ！学校教育と 著作権

8056 【 安全・ 健康・ 食育】 子ど も たちの姿勢づく り と 運動機能

8057 【 博物館連携講座】 教員のための博物館の日２ ０ ２ 4 ｉ ｎ  鳥取県立博物館

8058 【 国際教育】 ESD、 SDGｓ の視点から 多文化共生を 考える

8059 【 消費者教育】 自立し た消費者の育成に向けて

8060 【 環境教育】 小中学生に伝える 地球温暖化問題と その対策

8061 【 あいサポート 】 VRでの体験活動を 通じ た発達障がいへの理解

8062 【 マネジメ ン ト 力向上（ 基礎編） 】 視野を 広げてみよ う ！同僚の持ち味を 生かすマネジメ ント

9500 管理職・ 学校の危機管理研修

9505 管理職・ Ｉ Ｃ Ｔ 活用研修会

9507 「 探究的な学習」 に本気で取り 組む学校マネジメ ント 研修会

9508 小学校外国語専科指導教員によ る 魅力ある 授業づく り 研修会

9509 教育のデジタ ル化を 進める 研修会

9510 みんなで考える 　 生徒指導・ 教育相談

分
類

研修
番号

研  修  名 主 管

鳥
取
連
携

鳥取県教育センタ ー・ 島根県教育
センタ ー

埼
玉
連
携

埼玉県立総合教育センタ ー・ 島根
県教育センタ ー

●・・・　松江市教育委員会も同名称で実施する研修。松江市立学校・園の教員等は対象外。

- 16 -



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1239( 12391000) 1239( 12392000)

小・ 中学校等校長学校経営実践研修【 東部】 小・ 中学校等校長学校経営実践研修【 西部】

幅広い分野における マネジメ ント の視点から 自校の教育
課題を見出し 、 具体的改善策の検討及び実践に役立て
る 。

幅広い分野における マネジメ ント の視点から 自校の教育
課題を見出し 、 具体的改善策の検討及び実践に役立て
る 。

〈 第１ 回〉 6月24日( 月) ～8月30日( 金） オンデマン ド
〈 第２ 回〉 6月26日( 水) 〈 午前〉 松江合同庁舎、 出雲合
同庁舎、 隠岐合同庁舎、 オンラ イ ン参加も 可

〈 第１ 回〉 6月24日( 月) ～8月30日( 金） オン デマンド
〈 第２ 回〉 6月25日( 火) 〈 午後〉 浜田教育センタ ー、 益
田合同庁舎、 オンラ イ ン 参加も 可

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校の校長 市町村立小・ 中学校及び義務教育学校の校長

〈 第１ 回〉 人権同和教育課、 学校企画課、 幼児教育推進
室
〈 第２ 回〉 熊本大学特任教授　 前田康裕

〈 第１ 回〉 人権同和教育課、 学校企画課、 幼児教育推進
室
〈 第２ 回〉 熊本大学特任教授　 前田康裕

1240( 12400010) 1240( 12400020)

小・ 中学校等教頭学校運営実践研修【 東部】 小・ 中学校等教頭学校運営実践研修【 西部】

校長の学校経営ビジョ ンの実現に向け、 自校の課題を 整
理し 組織の活性化に努める 教頭の力量を高める 。

校長の学校経営ビジョ ン の実現に向け、 自校の課題を整
理し 組織の活性化に努める 教頭の力量を高める 。

〈 第１ 回〉 8月13日( 火) ～9月17日( 火) オンデマンド
〈 第２ 回〉 9月11日( 水) 〈 午前〉 松江合同庁舎、 出雲合
同庁舎、 隠岐合同庁舎、 オンラ イ ン参加も 可

〈 第１ 回〉 8月13日( 火) ～9月17日( 火) ・ オンデマンド
〈 第２ 回〉 9月10日( 火) 〈 午後〉 浜田教育センタ ー、 益
田合同庁舎、 オンラ イ ン 参加も 可

市町村立小・ 中・ 義務教育学校の教頭 市町村立小・ 中・ 義務教育学校の教頭

熊本大学特任教授　 前田康裕 熊本大学特任教授　 前田康裕

1118( 11181000) 1118( 11182000)

市町村立小・ 中学校、 義務教育学校、 県立高等学校（ 松
江市立皆美が丘女子高等学校を含む） 及び特別支援学校
の昇任１ 年目の校長

市町村立小・ 中学校、 義務教育学校、 県立高等学校及び
特別支援学校の昇任１ 年目の校長

〈 第１ 回〉 国士舘大学体育学部　 教授　 北神正行
　 　 　 　 　 人権同和教育課、 特別支援教育課
〈 第２ 回〉 大阪大学名誉教授　 小野田正利

〈 第１ 回〉 国士舘大学体育学部　 教授　 北神正行
　 　 　 　 　 人権同和教育課、 特別支援教育課
〈 第２ 回〉 大阪大学名誉教授　 小野田正利

管理職研修（ 新任校長） 【 東部】 管理職研修（ 新任校長） 【 西部】

新任校長と し て、 豊かな人権感覚に支えら れた校長と し
ての資質・ 能力を一層向上さ せる と と も に、 学校マネジ
メ ント の手法について理解を深める 。

新任校長と し て、 豊かな人権感覚に支えら れた校長と し
ての資質・ 能力を一層向上さ せる と と も に、 学校マネジ
メ ント の手法について理解を深める 。

〈 第１ 回〉 5月24日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー、
隠岐合同庁舎
〈 第２ 回〉 11月22日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

〈 第１ 回〉 5月24日( 金) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー
〈 第２ 回〉 11月21日( 木) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1119( 1100) 1119( 2100)

管理職研修（ ２ 年目校長） 【 東部】 管理職研修（ ２ 年目校長） 【 西部】

２ 年目校長と し て、 組織的な危機管理体制の在り 方につ
いて理解を深める と と も に、 保護者・ 地域等と の連携・
協働を進め、 活力ある 学校づく り の実践力を 高める 。

２ 年目校長と し て、 組織的な危機管理体制の在り 方につ
いて理解を深める と と も に、 保護者・ 地域等と の連携・
協働を進め、 活力ある 学校づく り の実践力を高める 。

11月22日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー 11月21日( 木) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校、 県立学校（ 松江
市立皆美が丘女子高等学校を含む） 及び特別支援学校
（ 全県） の２ 年目校長

市町村立小・ 中学校、 県立学校及び特別支援学校の２ 年
目校長

元　 出雲市立第二中学校長　 伊藤成二 元　 出雲市立第二中学校長　 伊藤成二

1120( 1000) 1120( 2000)

管理職研修（ 新任副校長・ 新任教頭） 【 東部】 管理職研修（ 新任副校長・ 新任教頭） 【 西部】

①学校組織マネジメ ン ト について、 学校経営が円滑かつ
充実し たも のと なる よ う 、 副校長・ 教頭の果たす役割を
理解する 。  
②具体的な副校長・ 教頭の実務について理解する 。

①学校組織マネジメ ント について、 学校経営が円滑かつ
充実し たも のと なる よ う 、 副校長・ 教頭の果たす役割を
理解する 。  
②具体的な副校長・ 教頭の実務について理解する 。

〈 第1回〉 5月31日( 金) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン
〈 第2回〉 7月5日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー
〈 第3回〉 1月17日( 金) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン

〈 第1回〉 5月31日( 金) 〈 １ 日〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 7月4日( 木) 〈 １ 日〉 浜田教育セン タ ー
〈 第3回〉 1月17日( 金) 〈 １ 日〉 オン ラ イ ン

市町村立小・ 中・ 義務教育学校の昇任１ 年目の教頭及び
県立学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含む） 昇任
１ 年目の副校長・ 教頭

市町村立小・ 中学校の昇任１ 年目の教頭及び県立学校昇
任１ 年目の副校長・ 教頭

〈 第２ 回〉 元広島市立梅林小学校長　 中西浩二
〈 第３ 回〉 鳴門教育大学　 教授　 久我直人
　 　 　 　 　 ナラ ティ ブコ ミ ュ ニケーショ ン教育研究所
　 　 　 　 　 　 　 所長　 佐藤敬子

〈 第２ 回〉 元広島市立梅林小学校長　 中西浩二
〈 第３ 回〉 鳴門教育大学　 教授　 久我直人
　 　 　 　 　 ナラ ティ ブコ ミ ュ ニケーショ ン教育研究所
　 　 　 　 　 　 　 所長　 佐藤敬子

1121( 1000) 1121( 2000)

管理職研修（ 2年目副校長・ 2年目教頭） 【 東部】 管理職研修（ 2年目副校長・ 2年目教頭） 【 西部】

①学校マネジメ ント について、 学校経営が円滑かつ充実
し たも のと なる よ う 、 副校長・ 教頭の果たす役割の理解
を深める 。  
②リ ス ク マネジメ ント 、 教職員のメ ンタ ルヘルス 及び校
内人材育成について理解を深める 。

①学校マネジメ ント について、 学校経営が円滑かつ充実
し たも のと なる よ う 、 副校長・ 教頭の果たす役割の理解
を 深める 。  
②リ ス ク マネジメ ント 、 教職員のメ ンタ ルヘルス 及び校
内人材育成について理解を深める 。

〈 第1回〉 6月18日( 火) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン
〈 第2回〉 11月29日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

〈 第1回〉 6月18日( 火) 〈 １ 日〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 11月28日( 木) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校の昇任２ 年目の教
頭、 及び県立学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校も 含
む） の昇任２ 年目の副校長・ 教頭

市町村立小・ 中学校の昇任２ 年目の教頭、 及び県立学校
の昇任２ 年目の副校長・ 教頭

〈 第１ 回〉 兵庫教育大学大学院　 特任教授　 浅野良一
　 　 　 情報通信総合研究所　 特任研究員　 平井聡一郎
〈 第２ 回〉 弁護士（ 未定）
　 　 　 モルツ ウ ェ ル株式会社　 代表取締役　 野津　 積

〈 第１ 回〉 兵庫教育大学大学院　 特任教授　 浅野良一
　 　 　 情報通信総合研究所　 特任研究員　 平井聡一郎
〈 第２ 回〉 弁護士（ 未定）
　 　 　 モルツ ウ ェ ル株式会社　 代表取締役　 野津　 積



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1122( 11221100) 1122( 11222100)

管理職研修（ 3年目副校長・ 3年目教頭） 【 東部】 管理職研修（ 3年目副校長・ 3年目教頭） 【 西部】

①学校組織マネジメ ン ト について、 学校経営が円滑かつ
充実し たも のと なる よ う 、 副校長・ 教頭の果たす役割の
理解を深める 。  
②外部と の連携や保護者対応等についての理解を深め
る 。

①学校組織マネジメ ント について、 学校経営が円滑かつ
充実し たも のと なる よ う 、 副校長・ 教頭の果たす役割の
理解を深める 。  
②外部と の連携や保護者対応等についての理解を 深め
る 。

7月5日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー
※ただし 、 西部の特別支援学校については、 東部開催日
での受講と なり ま す。

7月4日( 木) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー
※ただし 、 西部の特別支援学校については、 東部開催日
での受講と なり ま す。

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校の昇任3年目の教
頭、 及び県立学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含
む） 昇任3年目の副校長・ 教頭

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校の昇任3年目の教
頭、 及び県立学校昇任3年目の副校長・ 教頭

隠岐養護学校　 元校長　 野津　 保 隠岐養護学校　 元校長　 野津　 保

1123( 11230000) 1236( 12360000)

主幹教諭研修（ 新任） 主幹教諭研修（ 2年目）

学校マネジメ ント における 主幹教諭と し ての役割を理解
を深める と と も に、 管理職の視点に立った学校運営のあ
り 方を身に付ける 。

教頭職の実際に学びながら 、 学校マネジメ ント について
の理解を深める と と も に、 管理職の視点に立った学校運
営のあり 方を 身に付ける 。

〈 第1回〉 7月2日( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第2回〉 7月3日( 水) ～8月8日( 木) オン デマンド

〈 第1回〉 7月3日( 水) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第2回〉 7月4日( 木) ～8月8日( 木) オンデマンド

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校、 県立学校（ 松江
市立皆美が丘女子高等学校も 含む） の新任主幹教諭

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校、 県立学校（ 松江
市立皆美が丘女子高等学校も 含む） の2年目主幹教諭

0 0

116801 116802

生徒指導主任・ 主事等研修【 松江管内】 生徒指導主任・ 主事等研修【 出雲管内】

　 生徒指導は、 児童生徒が自身を 個性的存在と し て認
め、 自己に内在し ている よ さ や可能性に自ら 気付き 、 引
き 出し 、 伸ばすと 同時に、 社会生活で必要と なる 社会的
資質・ 能力を身に付ける こ と を支える 働き （ 機能） であ
る 。 し たがって、 生徒指導は、 学校の教育目標を達成す
る 上で重要な機能を果たすも のであり 、 学習指導と 並ん

　 生徒指導は、 児童生徒が自身を個性的存在と し て認
め、 自己に内在し ている よ さ や可能性に自ら 気付き 、 引
き 出し 、 伸ばすと 同時に、 社会生活で必要と なる 社会的
資質・ 能力を 身に付ける こ と を支える 働き （ 機能） であ
る 。 し たがっ て、 生徒指導は、 学校の教育目標を 達成す
る 上で重要な機能を果たすも のであり 、 学習指導と 並ん

5月30日( 木) 〈 午後〉 松江合同庁舎 5月23日( 水) 〈 午後〉 出雲合同庁舎

①小学校生徒指導主任、 中学校生徒指導主事、 義務教育学校
生徒指導主任・ 主事、 中学校生徒指導専任教員
②各市町村教育委員会学校教育担当者
③国立義務教育学校生徒指導主任・ 主事で受講を希望する 者
④私立中学校生徒指導担当で受講を希望する 者

①小学校生徒指導主任、 中学校生徒指導主事、 義務教育
学校生徒指導主任・ 主事、 中学校生徒指導専任教員
②各市町村教育委員会学校教育担当者
③国立義務教育学校生徒指導主任・ 主事で受講を 希望す
る 者
④私立中学校生徒指導担当で受講を 希望する 者

0 0



1168 生徒指導主任・ 主事等研修 1169 生徒指導主事研修（ 県立学校等）

目的 目的

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

期日会場 期日会場

研修番号 研修番号

期日会場 期日会場

研修番号

期日会場

研修番号

期日会場

研修番号

期日会場 5月22日（ 水） <午前＞隠岐合同庁舎

5月23日（ 水） <午後＞出雲合同庁舎 5月10日（ 金） <１ 日＞浜田合同庁舎

1168　 【 浜田管内】

5月14日（ 火） <午後＞浜田教育センタ ー

1168　 【 益田管内】

5月15日（ 水） <午後＞益田合同庁舎

1168　 【 隠岐管内】

5月30日（ 木） <午後＞松江合同庁舎 5月13日（ 月） <１ 日＞松江合同庁舎

1168　 【 出雲管内】 1169   【 西部】

1168　 【 松江管内】 1169   【 東部】

①小学校生徒指導主任、 中学校生徒指導主事、 義務教育
学校生徒指導主任・ 主事、 中学校生徒指導専任教員
②各市町村教育委員会学校教育担当者
③国立義務教育学校生徒指導主任・ 主事で受講を希望す
る 者
④私立中学校生徒指導担当で受講を希望する 者

①県立学校およ び松江市立皆美が丘女子高等学校の生徒
指導主事各１ 名（ 必修的研修）
②松江工業高等専門学校、 私立高等学校の生徒指導主事
のう ち希望者各１ 名

〈 第１ 回〉 （ オンデマンド ）
文部科学省　 初等中等教育局　 教育課程課教科調査官

0

 生徒指導は、 児童生徒が自身を個性的存在と し て認め、 自

己に内在し ている よ さ や可能性に自ら 気付き 、 引き 出し 、 伸

ばすと 同時に、 社会生活で必要と なる 社会的資質・ 能力を身

に付ける こ と を支える 働き （ 機能） である 。 し たがって、 生

徒指導は、 学校の教育目標を達成する 上で重要な機能を果た

すも のであり 、 学習指導と 並んで学校教育において重要な意

義を持つも のと 言える 。 ま た、 生徒指導は、 児童生徒一人一

人の個性の発見と よ さ や可能性の伸⾧ と 社会的資質・ 能力の

発達を支える と 同時に、 自己の幸福追求と 社会に受け入れら

れる 自己実現を支える こ と を目的と し ている 。 そし て、 その

目的を達成する には、 児童生徒一人一人が自己指導能力を身

に付ける こ と が重要と さ れている 。

 各学校においては、 児童生徒が深い自己理解に基づき 、

「 何をし たいのか」 、 「 何をする べき か」 、 主体的に問題や

課題を発見し 、 自己の目標を選択・ 設定し 、 その目標の達成

のため、 自発的、 自律的、 かつ、 他者の主体性を尊重し なが

ら 、 自ら の行動を決断し 、 実行する 力、 すなわち「 自己指導

能力」 を獲得する こ と を目指す必要がある 。

 上記の趣旨及び生徒指導の重層的支援構造を踏ま え、 各学

校の生徒指導体制の中核的存在である 生徒指導主事がそれぞ

れの課題に対し て適切に対応する 力を高め、 生徒指導の機能

の充実を図る 。

生徒指導と は、 児童生徒が、 社会の中で自分ら し く 生き る こ

と ができ る 存在へと 、 自発的・ 主体的に成⾧ や発達する 過程

を支える 教育活動であり 、 生徒指導上の課題に対応する ため

に、 必要に応じ て指導や援助を行う こ と である 。 ま た、 生徒

指導は、 児童生徒一人一人の個性の発見と よ さ や可能性の伸

⾧ と 社会的資質・ 能力の発達を支える と 同時に、 自己の幸福

追求と 社会に受け入れら れる 自己実現を支える こ と を目的と

し ている 。 そし て、 その目的を達成する には、 児童生徒一人

一人が自己指導能力を身に付ける こ と が重要と さ れている 。

各学校においては、 児童生徒が深い自己理解に基づき 、 主体

的に問題や課題を発見し 、 自己の目標を選択・ 設定し 、 その

目標の達成のため、 自発的、 自律的、 かつ、 他者の主体性を

尊重し ながら 、 自ら の行動を決断し 、 実行する 力、 すなわち

「 自己指導能力」 を獲得する こ と を目指す必要がある 。 上記

の趣旨及び生徒指導の重層的支援構造を踏ま え、 各学校の生

徒指導体制の中核的存在である 生徒指導主事がそれぞれの課

題に対し て適切に対応する 力を高め、 生徒指導の機能の充実

を図る 。



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1170( 11700100) 1170( 11700200)

学校安全（ 災害安全） 研修【 東部】 学校安全（ 災害安全） 研修【 西部】

学校安全（ 災害安全） の現状と 課題等について理解する
こ と によ り 、 教職員の指導力及びミ ド ルリ ーダーと し て
の資質を 向上さ せ、 各学校における 学校安全の推進・ 充
実に資する 。

　 学校安全（ 災害安全） の現状と 課題等について理解す
る こ と によ り 、 教職員の指導力及びミ ド ルリ ーダーと し
ての資質を向上さ せ、 各学校における 学校安全の推進・
充実に資する 。

8月23日( 金) 〈 午前〉 松江合同庁舎 8月22日( 木) 〈 午後〉 浜田合同庁舎

・ 県立学校の学校安全（ 災害安全） 担当教員各校１ 名
（ 必修的研修）  
・ 市町村立学校の学校安全（ 災害安全） 担当教員のう ち
希望者１ 名 
・ 受講を 希望する 私立及び国立の小学校・ 中学校・ 義務
教育学校・ 高等学校の学校安全（ 災害安全） 担当教員の
う ち希望者１ 名

・ 県立学校の学校安全（ 災害安全） 担当教員各校１ 名
（ 必修的研修）  
・ 市町村立学校の学校安全（ 災害安全） 担当教員のう ち
希望者１ 名 
・ 受講を希望する 私立及び国立の小学校・ 中学校・ 義務
教育学校・ 高等学校の学校安全（ 災害安全） 担当教員の
う ち希望者１ 名

慶応義塾大学　 環境情報学部　 准教授　 大木聖子 慶応義塾大学　 環境情報学部　 准教授　 大木聖子

1172( 11720100) 1172( 11720200)

学校安全（ 交通安全） 研修【 東部】 学校安全（ 交通安全） 研修【 西部】

　 学校安全（ 交通安全） の現状と 課題等について理解す
る こ と によ り 、 教職員の指導力及びミ ド ルリ ーダーと し
ての資質を向上さ せ、 各学校における 学校安全の推進・
充実に資する 。

　 学校安全（ 交通安全） の現状と 課題等について理解す
る こ と によ り 、 教職員の指導力及びミ ド ルリ ーダーと し
ての資質を向上さ せ、 各学校における 学校安全の推進・
充実に資する 。

7月23日( 火) 〈 午前〉 松江合同庁舎 7月22日( 月) 〈 午後〉 浜田合同庁舎

・ 県立学校の学校安全（ 交通安全） 担当教員各校１ 名
（ 必修的研修）  
・ 市町村立学校の学校安全（ 交通安全） 担当教員のう ち
希望者１ 名 
・ 受講を 希望する 私立及び国立の小学校・ 中学校・ 高等
学校の学校安全（ 交通安全） 担当教員のう ち希望者１ 名

・ 県立学校の学校安全（ 交通安全） 担当教員各校１ 名
（ 必修的研修）  
・ 市町村立学校の学校安全（ 交通安全） 担当教員のう ち
希望者１ 名 
・ 受講を希望する 私立及び国立の小学校・ 中学校・ 高等
学校の学校安全（ 交通安全） 担当教員のう ち希望者１ 名 

自転車の安全利用促進委員会　 遠藤ま さ 子 自転車の安全利用促進委員会　 遠藤ま さ 子

535( 5351101) 535( 5351102)

健康教育（ 学校保健） 研修【 松江・ 隠岐管内】 健康教育（ 学校保健） 研修【 出雲管内】

健康教育（ 学校保健） に関する 現代的課題について見識
を深める 。  
保健主事の学校保健推進者と し ての力量を高める 。

健康教育（ 学校保健） に関する 現代的課題について見識
を 深める 。  
保健主事の学校保健推進者と し ての力量を高める 。

10月30日( 水) 〈 午後〉 松江市内 10月29日( 火) 〈 午後〉 出雲合同庁舎

管内の小・ 中学校、 義務教育学校、 県立学校（ 松江市立
皆美が丘女子高等学校を含む） の保健主事ま たは学校保
健担当者各校１ 名

管内の小・ 中学校、 出雲地区（ 大田市以西を除く ） 所在
の県立学校の保健主事ま たは学校保健担当者各校１ 名

久里浜医療センタ ー　 医師　 西村光太郎 久里浜医療センタ ー　 医師　 西村光太郎



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

628( 6282103) 628( 6282104)

養護教諭研修【 浜田管内】 養護教諭研修【 益田管内】

保健管理・ 保健教育等に関する 専門的な知識や技術の習
得を通し て、 資質を高める と と も に、 健康教育の充実を
めざす。

保健管理・ 保健教育等に関する 専門的な知識や技術の習
得を通し て、 資質を高める と と も に、 健康教育の充実を
めざす。

7月3日( 水) 〈 午後〉 浜田教育セン タ ー 7月4日( 木) 〈 午後〉 益田合同庁舎

〇管内の小・ 中学校の養護教諭及び養護助教諭
〇大田・ 浜田地区所在の県立学校の養護教諭及び養護助
教諭
注） 学校に複数対象者がいる 場合は全員が対象
〇希望する 浜田地区の私立高等学校の養護教諭及び養護
助教諭

〇管内の小・ 中学校の養護教諭及び養護助教諭
〇益田地区所在の県立学校の養護教諭及び養護助教諭
注） 学校に複数対象者がいる 場合は全員が対象
〇希望する 益田地区の私立高等学校の養護教諭及び養護
助教諭

0 0

843( 8430100) 1226( 12260100)

栄養教諭研修 新任等学校栄養士職務研修

食に関する 指導や給食管理に関する 専門的な知識や技術
についての研修を通し て、 資質を 高める と と も に、 学校
における 食育の推進・ 充実に活かす。

学校給食を実施する ための基礎知識や職務の遂行に必要
な事項について理解を深め、 学校栄養士と し ての資質向
上を図る 。

10月23日( 水) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン 4月18日( 木) 〈 午後〉 オンラ イ ン)

小・ 中学校の栄養教諭及び学校栄養職員
県立特別支援学校の栄養教諭及び学校栄養職員

・ 学校栄養職員と し ての経験年数が１ ～３ 年で本研修を
希望する 者（ 令和６ 年４ 月から 初めて学校栄養職員と し
て勤務する 者を含む）
・ 受講経験者を除く

0 0

1227( 12270100) 478( 4781000)

新任等養護助教諭職務研修 小・ 中学校教務主任研修【 東部・ 新任】

養護助教諭の職務遂行に必要な知識の理解を 深める と と
も に、 保健室経営の実践力を高める 。

教務主任の役割について理解し 、 教育活動の質的向上を
図る 組織的・ 計画的なカリ キュ ラ ム ・ マネジメ ン ト を含
む実務についての知識を 身に付ける と と も に実践意欲を
高める 。

4月16日( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第１ 回〉 4月1日～5月15日オンデマンド
〈 第２ 回〉 8月20日( 火)  〈 午後〉 島根県教育セン タ ー

経験年数が１ ～３ 年の養護助教諭で、 本研修を希望する
者のう ち、 こ れま でに本研修を受講し たこ と がない者
（ 令和６ 年４ 月から 初めて養護助教諭と し て勤務する 者
を含む）  。 ただし 、 養護教諭と し ての勤務歴がある 者を
除く 。

（ 必修） 他校を含め、 こ れま で教務主任の経験のない
小・ 中学校等の新任教務主任

0 島根県教育センタ ー指導主事 



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

478( 4782000) 478( 4783100)

小・ 中学校教務主任研修【 西部・ 新任】 小・ 中学校教務主任研修【 東部・ 希望者】

教務主任の役割について理解し 、 教育活動の質的向上を
図る 組織的・ 計画的なカリ キュ ラ ム・ マネジメ ント を 含
む実務についての知識を身に付ける と と も に実践意欲を
高める 。

教務主任の役割について理解し 、 教育活動の質的向上を
図る 組織的・ 計画的なカリ キュ ラ ム ・ マネジメ ン ト を含
む実務についての知識を 身に付ける と と も に実践意欲を
高める 。

〈 第１ 回〉 4月1日～5月15日オンデマン ド
〈 第２ 回〉 8月19日( 月)  〈 午後〉 浜田教育センタ ー

8月20日( 火)  〈 午後〉 島根県教育センタ ー

（ 必修） 他校を含め、 こ れま で教務主任の経験のない
小・ 中学校等の新任教務主任

（ 希望者対象） 過去に教務主任の経験はある が、 集合に
よ る 研修の受講を希望する 教務主任

島根県教育センタ ー指導主事 島根県教育センタ ー指導主事 

478( 4783200) 655( 6551000)

小・ 中学校教務主任研修【 西部・ 希望者】 小・ 中学校研究主任等研修【 東部】

教務主任の役割について理解し 、 教育活動の質的向上を
図る 組織的・ 計画的なカリ キュ ラ ム・ マネジメ ント を 含
む実務についての知識を身に付ける と と も に実践意欲を
高める 。

校内研究の意義及び研究主任の果たすべき 役割等を学ぶ
と と も に、 授業改善を目的と し た校内研究の企画・ 運営
上の工夫を学び、 校内研究を推進する 指導力の向上を身
に付ける 。

8月19日( 月)  〈 午後〉 浜田教育センタ ー

〈 事前研修〉 4月1日( 月) ～4月24日( 金) オン デマンド
以下オンラ イ ン
〈 第1回〉 〈 必修〉 4月25日( 木) 〈 午後〉
〈 第2回〉 〈 希望者〉 5月24日( 金) 〈 午後〉
〈 第3回〉 〈 小学校希望者〉 7月23日( 火) 〈 午後〉
　 　 　 　  〈 中学校希望者〉 8月1日( 木) 〈 午後〉
〈 第4回〉 〈 希望者〉 11月27日( 水) 〈 午後〉
〈 第5回〉 〈 必修〉 1月16日( 木) 〈 午後〉

（ 希望者対象） 過去に教務主任の経験はある が、 集合に
よ る 研修の受講を希望する 教務主任

（ 必修） 小・ 中学校及び義務教育学校の研究主任

島根県教育センタ ー指導主事 〈 第１ 回〉 熊本大学特任教授　 前田康裕

655( 6552000) 1223( 12230100)

小・ 中学校研究主任等研修【 西部】 県立学校道徳教育研修

校内研究の意義及び研究主任の果たすべき 役割等を学ぶ
と と も に、 授業改善を 目的と し た校内研究の企画・ 運営
上の工夫を学び、 校内研究を推進する 指導力の向上を 身
に付ける 。

学校の教育活動全体を通じ て行う 道徳教育を全教師が協
力し て展開する ために、 道徳教育推進教師が果たす役割
について理解を深め、 実践力を高める 。

〈 事前研修〉 4月1日( 月) ～4月24日( 金) オンデマン ド
以下オン ラ イ ン
〈 第1回〉 〈 必修〉 4月30日( 火) 〈 午後〉
〈 第2回〉 〈 希望者〉 5月24日( 金) 〈 午後〉
〈 第3回〉 〈 小学校希望者〉 7月23日( 火) 〈 午後〉
　 　 　 　  〈 中学校希望者〉 8月1日( 木) 〈 午後〉
〈 第4回〉 〈 希望者〉 11月27日( 水) 〈 午後〉
〈 第5回〉 〈 必修〉 1月15日( 水) 〈 午後〉

6月24日( 月) 〈 午後〉 オンラ イ ン

（ 必修） 小・ 中学校及び義務教育学校の研究主任
高等学校の道徳教育推進教師１ 名（ 定・ 通・ 分校から も
１ 名）
特別支援学校（ 高等部） の道徳教育推進教師１ 名

〈 第１ 回〉 熊本大学特任教授　 前田康裕 0



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的
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講師 講師

1129( 11291000) 1129( 11292000)

新任講師等研修【 東部】 新任講師等研修【 西部】

教育活動の基盤と なる 基本的事項を学ぶこ と を通し て、
学校組織の一員と し て求めら れる 資質・ 能力を身に付け
る 。

教育活動の基盤と なる 基本的事項を 学ぶこ と を通し て、
学校組織の一員と し て求めら れる 資質・ 能力を身に付け
る 。

〈 第1回〉 4月18日( 木) 〈 午前〉 オンラ イ ン
〈 第2回〉
【 出雲管内】 9月12日( 木) 〈 午前〉 出雲合同庁舎
【 松江・ 隠岐管内】 9月20日( 金) 〈 午前〉 島根県教育セ
ンタ ー、 隠岐合同庁舎

〈 第1回〉 4月16日( 火) 〈 午前〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 9月18日( 水) 〈 午前〉
【 浜田・ 益田管内】 浜田教育センタ ー、 益田合同庁舎

・ 県内の市町村立小・ 中・ 義務教育学校に勤務する 、 １
年期限付き 又は短期補充の常勤講師及び非常勤講師のう
ち、 本研修を受講し ていない者。 ただし 、 再任用の者は
除く 。
・ 県内の県立高等学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校
を含む） 、 特別支援学校に勤務する 、 １ 年期限付き 又は
短期補充の常勤講師のう ち、 本研修を受講し ていない
者。 ただし 、 再任用の者は除く 。

・ 県内の市町村立小・ 中学校に勤務する 、 １ 年期限付き
又は短期補充の常勤講師及び非常勤講師のう ち、 本研修
を 受講し ていない者。 ただし 、 再任用の者は除く 。
・ 県内の県立高等学校、 特別支援学校に勤務する 、 １ 年
期限付き 又は短期補充の常勤講師のう ち、 本研修を受講
し ていない者。 ただし 、 再任用の者は除く 。

0 0

963( 9630100) 971( 9710000)

小・ 中学校事務職員新任事務リ ーダー研修 小・ 中学校事務職員主事研修

事務リ ーダーの職務を 認識する と と も に、 事務グループ
のマネジメ ント 及びグループ内の事務職員の指導育成を
行う ためのリ ーダーと し ての資質を高める 。

学校事務を経験し たこ の１ 年を振り 返り 、 あら ためて事
務職員と し ての意識を確立する と と も に、 業務上必要な
知識を習得し 、 事務処理能力の向上を図る 。

5月24日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー
〈 第1回〉 6月7日( 金) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン
〈 第2回〉 10月4日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

令和6年度に事務リ ーダーに昇任し た学校事務職員
採用２ 年目の小・ 中・ 義務教育学校事務職員及び主事
（ ２ 年目） 研修未受講の主事（ 臨時的任用事務職員を除
く ）

0 0

1095( 10950000) 1135( 11350000)

小・ 中学校事務職員主任研修 小・ 中学校事務職員主任主事研修

中堅事務職員と し ての役割を認識する と と も に、 キャ リ
アデザイ ンを通し て自立的に能力開発に取り 組み行動で
き る 能力を身に付け、 主任と し ての資質を高める 。

こ れま での経験を踏ま え学校事務職員と し ての職責を再
認識する と と も に、 児童生徒の教育に関わる 他者と 連
携・ 協働を図り ながら 、 改善に向けて問題発見解決でき
る 能力を高める 。

〈 第1回〉 6月14日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー 
〈 第2回〉 10月25日( 金) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン

〈 第1回〉 6月20日( 木) 〈 １ 日〉 オン ラ イ ン 
〈 第2回〉 11月8日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

令和6年度に主任に昇任し た学校事務職員及び主任研修
未受講の主任（ 令和6年度採用含む）

令和４ ～６ 年度に主任主事に昇任し た学校事務職員及び
それ以前に主任主事研修未受講の主任主事

0 0
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目的 目的
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1149( 11490000) 1264( 12640000)

小・ 中学校事務職員事務リ ーダーフ ォ ロ ーアッ プ研修 数理枠採用５ 年目研修及び６ 年目研修

事務グループのマネジメ ント 及びグループ内の事務職員
の指導育成を行う ためのリ ーダーと し ての資質を高め
る 。

「 児童が算数や理科を好き になる 環境づく り に努める 小
学校教員」 と し ての意欲を高め、 算数又は理科授業の指
導力向上を図る 。

11月15日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

１ 年間・ 所属校での授業研究( ６ 年目のみ)
[ 数理( 算数) 枠採用者] 小学校算数科教育講座への参加
( ５ ・ ６ 年目)
[ 数理( 理科) 枠採用者] 小学校理科教育講座への参加
( ５ ・ ６ 年目)

昇任2年目の事務リ ーダー
小学校数理枠採用者のう ち、 教職経験６ 年目の者（ 令和
６ 年度に６ 年目研修を受講する 者） 及び教職経験５ 年目
の者

0 0

1265( 12650000) 1297( 12970100)

新任臨時的任用等学校事務職員研修 新任学校図書館担当者研修

公立学校事務職員と し て、 職務遂行上必要な基礎的知識
を習得する と と も に、 教職員と し ての自覚と 日常業務の
問題解決能力を養う 。

初めて学校図書館担当と なった教員が、 学校図書館活用
の必要性について理解する と と も に、 学校図書館の具体
的な活用方法を知り 、 校内での図書館活用推進への意欲
を 高める 。

5月22日( 水) ～23日( 木) 〈 2日間〉 オンラ イ ン 6月19日( 水) 〈 午後〉 オンラ イ ン

県内の市町村立小・ 中・ 義務教育学校に勤務する 、 令和
6年度に初めて採用さ れた１ 年期限付き 又は短期補充の
常勤主事。

【 必修】 小・ 中・ 義務教育・ 高等学校において、 こ れま
で一度も 学校図書館の担当になったこ と がなく 、 今年度
初めて学校図書館の主担当と なった教員 
【 希望者】 小・ 中・ 義務教育・ 高等学校・ 特別支援学校
の教職員（ 各校１ 名）

0 放送大学客員教授　 堀川照代

1266( 12660000) 1267( 12670000)

教育課程デザイ ン 研修 I CT教育の基盤に係る 管理研修

学習指導要領（ 平成30年告示） に基づく 学習活動を実現
する ための研修です。 授業改善、 学習評価、 Ｉ Ｃ Ｔ 活用
等に関する 見識を深め、 校内推進体制の構築やカリ キュ
ラ ム・ マネジメ ント の充実を図る こ と を目指し ま す。

生徒１ 人１ 台端末、 教育ク ラ ウ ド を 有効活用し た教育を
進める にあたり 、 教育ク ラ ウ ド 活用管理、 生徒端末及び
教員端末管理など の手法について研修し ま す。 ま た、 他
校の取組等の情報交換を 行い、 I CT管理基盤担当者の
ネッ ト ワ ーク を作る こ と で研修効果を高めま す。

〈 第1回〉 5月8日( 水) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第2回〉 9月6日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

〈 第１ 回〉 ４ 月24日( 水) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉 ９ 月18日( 水) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン

（ 必修） 高等学校の主幹教諭及び教務主任
　 ※主幹教諭の未配置校については、 教務主任の他に、
副校長・ 教頭、 研究主任など 学習評価やカリ キュ ラ ム・
マネジメ ント に関わる 教員も 1名参加する こ と 。

（ 必修） 各県立高等学校で教育ク ラ ウ ド 及び端末管理担
当者 （ ※I CT基盤管理担当者）

0 0
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1268( 12680100) 1268( 12680200)

I CT活用推進リ ーダー教員研修【 東部】 I CT活用推進リ ーダー教員研修【 西部】

授業でのI CT活用を行う ための知識・ 技能を学び、 I CT活
用を校内で推進する ための計画立案・ 実践を 研修を通し
て行いま す。 ま た、 他校の取組等の情報交換を行い、
I CT活用推進リ ーダー教員のネッ ト ワ ーク を作る こ と で
研修効果を高めま す。

授業でのI CT活用を 行う ための知識・ 技能を 学び、 I CT活
用を校内で推進する ための計画立案・ 実践を研修を通し
て行いま す。 ま た、 他校の取組等の情報交換を行い、
I CT活用推進リ ーダー教員のネッ ト ワ ーク を 作る こ と で
研修効果を高めま す。

〈 第１ 回〉 ４ 月24日( 水) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉 ６ 月５ 日( 水) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー
〈 第３ 回〉 12月11日( 水) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

〈 第１ 回〉 ４ 月24日( 水) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉 ６ 月４ 日( 火) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー
〈 第３ 回〉 12月10日( 火) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー

（ 必修） 各県立高等学校でI CT活用を推進する 立場の教
員 （ ※ I CT活用推進リ ーダー教員）

（ 必修） 各県立高等学校でI CT活用を推進する 立場の教
員 （ ※ I CT活用推進リ ーダー教員）

0 0

1315( 13150100) 1315( 13150200)

共通教科情報「 情報Ⅰ」 ・ 「 情報Ⅱ」 研修【 東部】 共通教科情報「 情報Ⅰ」 ・ 「 情報Ⅱ」 研修【 西部】

共通教科情報科の目標及び内容を 確認し 、 情報に関する
科学的な見方・ 考え方を働かせた授業作り のポイ ント 、
情報Ⅰから 情報Ⅱへの接続等について考えま す。

共通教科情報科の目標及び内容を確認し 、 情報に関する
科学的な見方・ 考え方を 働かせた授業作り のポイ ント 、
情報Ⅰから 情報Ⅱへの接続等について考えま す。

〈 第１ 回〉 ６ 月20日( 木) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー
〈 第２ 回〉 ９ 月11日( 水) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

〈 第１ 回〉 ６ 月21日( 金) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー
〈 第２ 回〉 ９ 月10日( 火) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー

（ 必修） 高等学校 情報科教育推進担当教員　 １ 名（ 分
校から も １ 名）  ※情報Ⅰ（ SSHによ り 情報Ⅰを代替を含
む） を設置する 学校 
（ 希望） 情報Ⅰを専門教科等で代替する 学校、 特別支援
学校で情報Ⅰ等を担当する 教員（ 各校１ 名を 上限と す
る ）

（ 必修） 高等学校 情報科教育推進担当教員　 １ 名（ 分
校から も １ 名）  ※情報Ⅰ（ SSHによ り 情報Ⅰを代替を含
む） を設置する 学校 
（ 希望） 情報Ⅰを専門教科等で代替する 学校、 特別支援
学校で情報Ⅰ等を担当する 教員（ 各校１ 名を上限と す
る ）

0 0

858( 8580110) 858( 8580120)

小・ 中学校特別支援学級、 通級指導教室新任担当教員研修
【 知的、 自・ 情】 【 東部】

小・ 中学校特別支援学級、 通級指導教室新任担当教員研修
【 知的、 自・ 情】 【 西部】

特別の教育課程に基づいた学習指導、 学級経営・ 教室経
営など の基礎的な知識を学び、 日々の指導や授業を効果
的に組み立てて実践し ていこ う と する 意欲を 高める 。

特別の教育課程に基づいた学習指導、 学級経営・ 教室経
営など の基礎的な知識を 学び、 日々の指導や授業を効果
的に組み立てて実践し ていこ う と する 意欲を高める 。

〈 第１ 回〉 4月19日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー
〈 第３ 回〉 1月17日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

〈 第1回〉 4月24日( 水) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー
〈 第3回〉 1月15日( 水) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー

初めて特別支援学級（ 知的障がい、 自閉症・ 情緒障が
い） を担任する 小・ 中学校、 義務教育学校の教員。 な
お、 次の者を含む。  
・ 通級指導教室の担当経験はある が初めて特別支援学級
を担任する 者 
・ 特別支援学校の勤務経験があり 、 初めて特別支援学級
を担任する 者のう ち、 希望する 者 
※常勤講師は１ 年の期限付と する 。 （ ただし 、 １ 年未満
の常勤講師のう ち希望する 者を含む）

初めて特別支援学級（ 知的障がい、 自閉症・ 情緒障が
い） を担任する 小・ 中学校、 義務教育学校の教員。 な
お、 次の者を 含む。  
・ 通級指導教室の担当経験はある が初めて特別支援学級
を 担任する 者 
・ 特別支援学校の勤務経験があり 、 初めて特別支援学級
を 担任する 者のう ち、 希望する 者 
※常勤講師は１ 年の期限付と する 。 （ ただし 、 １ 年未満
の常勤講師のう ち希望する 者を含む）

0 0



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

858( 8580200) 858( 8580210)

小・ 中学校特別支援学級、 通級指導教室新任担当教員研修
【 希望・ 特別支援学級、 通級指導教室】 【 全県】 【 第1回研

修終了後から 募集開始】

小・ 中学校特別支援学級、 通級指導教室新任担当教員研修
【 弱視、 難聴、 肢体、 病弱、 院内、 通級】 【 東部】

児童生徒の実態を基にし た授業づく り （ 目標、 単元計画
等） を通し て、 児童生徒の理解を 深め指導力の向上を 図
る 。

特別の教育課程に基づいた学習指導、 学級経営・ 教室経
営など の基礎的な知識を 学び、 日々の指導や授業を効果
的に組み立てて実践し ていこ う と する 意欲を高める 。

受講を希望する 者は、 以下のコ ース を選択する 。
［ 授業づく り 1］ センタ ー研修〈 オンラ イ ン〉
【 特別支援学級】
〈 東部・ 第2回〉 8月7日( 水) 〈 午後〉
〈 西部・ 第2回〉 8月8日( 木) 〈 午前〉
【 通級指導教室】 〈 第2回〉 8月8日( 木) 〈 午後〉
［ 授業づく り 2］ 上記センタ ー研修及び授業づく り に関
する 相談　 8月～12月( 相談時間1回30～50分間、 2回ま
で) ( オン ラ イ ン等)
［ 授業づく り 3］ 授業づく り に関する 相談　 8月～12月
( 相談時間1回30～50分間、 3回ま で) ( オンラ イ ン等)
［ 授業づく り 4］ 所属校における 公開授業及び研究協議
9月～12月

〈 第1回〉 4月26日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー
〈 第3回〉 1月10日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

初めて特別支援学級を 担任又は通級指導教室を担当する
小・ 中学校、 義務教育学校の教員で希望する 者で以下の
コ ース を 選択し た者。 なお、 次の者を含む。
・ 通級指導教室の担当経験はある が初めて特別支援学級
を担任する 者
・ 特別支援学校の勤務経験があり 、 初めて特別支援学級
を担任する 者のう ち、 希望する 者
※常勤講師は１ 年の期限付と する 。 （ ただし 、 1年未満
の常勤講師のう ち希望する 者を含む）
［ 授業づく り 1］ センタ ー研修
［ 授業づく り 2］ センタ ー研修及び授業づく り に関する
相談（ 個別）
［ 授業づく り 3］ 授業づく り に関する 相談（ 個別）
［ 授業づく り 4］ 所属校における 公開授業及び研究協議
※第1回研修後、 受講希望の有無、 コ ース についての調
査を行う 。

初めて特別支援学級（ 弱視、 難聴、 肢体不自由、 病弱・
身体虚弱、 院内学級） を 担任又は通級指導教室を 担当す
る 小・ 中学校、 義務教育学校の教員。 なお、 次の者を含
む。  
・ 通級指導教室の担当経験はある が初めて特別支援学級
を 担任する 者 
・ 特別支援学級の担任経験はある が初めて通級指導教室
を 担当する 者 
・ 特別支援学校の勤務経験があり 、 初めて特別支援学級
を 担任する 者又は初めて通級指導教室を担当する 者のう
ち、 希望する 者 
※常勤講師は１ 年の期限付と する 。 （ ただし 、 １ 年未満
の常勤講師のう ち希望する 者を含む）

0 0

858( 8580220) 1094( 10940100)

小・ 中学校特別支援学級、 通級指導教室新任担当教員研修
【 弱視、 難聴、 肢体、 病弱、 院内、 通級】 【 西部】

特別支援学級担任3年目研修【 東部】

特別の教育課程に基づいた学習指導、 学級経営・ 教室経
営など の基礎的な知識を学び、 日々の指導や授業を効果
的に組み立てて実践し ていこ う と する 意欲を 高める 。

特別支援学級の児童生徒に育てたい力を明確にし た学級
経営や授業づく り について学び、 指導力の向上を 図る 。

〈 第1回〉 4月26日( 金) 〈 １ 日〉 浜田教育セン タ ー
〈 第3回〉 1月10日( 金) 〈 １ 日〉 浜田教育セン タ ー

6月21日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

初めて特別支援学級（ 弱視、 難聴、 肢体不自由、 病弱・
身体虚弱、 院内学級） を担任又は通級指導教室を担当す
る 小・ 中学校、 義務教育学校の教員。 なお、 次の者を 含
む。  
・ 通級指導教室の担当経験はある が初めて特別支援学級
を担任する 者 
・ 特別支援学級の担任経験はある が初めて通級指導教室
を担当する 者 
・ 特別支援学校の勤務経験があり 、 初めて特別支援学級
を担任する 者又は初めて通級指導教室を担当する 者のう
ち、 希望する 者 
※常勤講師は１ 年の期限付と する 。 （ ただし 、 １ 年未満
の常勤講師のう ち希望する 者を含む）

小・ 中学校及び義務教育学校の特別支援学級担任のう
ち、 令和５ 年度末ま でに特別支援学級担任を通算で２ 年
以上３ 年未満経験し た者（ 講師の経験を含む）  
【 重要　 担当学級の調査】 申し 込み様式の備考欄に、 次
の①～⑥のう ち該当する 番号を１ つ選択し 、 入力する こ
と 。  
①知的障がい　 ②自閉症・ 情緒障がい　 ③弱視　 ④難聴
⑤肢体不自由　 ⑥病弱・ 身体虚弱

0 0



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1094( 10940200) 919( 91911000) ( 9191200)

特別支援学級担任3年目研修【 西部】 新任特別支援教育コ ーディ ネータ ー研修【 東部】

特別支援学級の児童生徒に育てたい力を明確にし た学級
経営や授業づく り について学び、 指導力の向上を図る 。

特別支援教育コ ーディ ネータ ーの役割や特別な支援が必
要な子ど も の理解と 対応について学び、 校内の特別支援
教育を推進する 教員と し ての力を身に付ける 。

6月25日( 火) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー
〈 第1回〉 5月23日( 木) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第2回〉 〈 希望者〉 8月23日( 金) 〈 午後〉 松江合同庁舎

小・ 中学校及び義務教育学校の特別支援学級担任のう
ち、 令和５ 年度末ま でに特別支援学級担任を 通算で２ 年
以上３ 年未満経験し た者（ 講師の経験を含む）  
【 重要　 担当学級の調査】 申込様式の備考欄に、 次の①
～⑥のう ち該当する 番号を１ つ選択し 、 入力する こ と 。  
①知的障がい　 ②自閉症・ 情緒障がい　 ③弱視　 ④難聴
⑤肢体不自由　 ⑥病弱・ 身体虚弱

今年度初めて特別支援教育コ ーディ ネータ ーに指名さ れ
た小・ 中・ 義務教育学校・ 高等学校の教員（ 各校１ 名ま
で）  
（ 注） ・ 市町村立学校は、 本校、 分校それぞれから 対象
教員が参加する こ と 。  
・ 県立学校は、 本校、 分校、 定時制、 通信制課程それぞ
れから 対象教員が参加する こ と 。  
・ 私立中学校、 私立高等学校はそれぞれから 対象教員が
参加する こ と 。  
・ なお、 対象教員がいない場合は参加する 必要はない。  
※上記に加え、 希望する 新任特別支援教育コ ーディ ネー
タ ー（ 各校１ 名。 新任がいる 学校の場合には、 新任の
み。 ）
※第2回の受講者は第1回終了後、 募集を開始する

0 0

919( 9192100) ( 9192200) 1173( 11730100)

新任特別支援教育コ ーディ ネータ ー研修【 西部】 特別支援学級担任ス キルアッ プ研修（ 2年次） 【 東部】

特別支援教育コ ーディ ネータ ーの役割や特別な支援が必
要な子ど も の理解と 対応について学び、 校内の特別支援
教育を推進する 教員と し ての力を 身に付ける 。

特別支援学級の児童生徒理解や授業づく り 及び学級経営
について学び、 特別支援学級担任と し ての専門性や幅広
い知見を身に付け、 指導力を高める 。

〈 第1回〉 5月24日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第2回〉 〈 希望者〉 8月21日( 水) 〈 午後〉 浜田教育セン
タ ー

〈 第1回〉 5月31日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー 
〈 第2回〉 9月～12月〈 半日〉 学校会場 
〈 第3回〉 2月19日( 水) 〈 半日〉 オン ラ イ ン

今年度初めて特別支援教育コ ーディ ネータ ーに指名さ れ
た小・ 中・ 義務教育学校・ 高等学校の教員（ 各校１ 名ま
で）  
（ 注） ・ 市町村立学校は、 本校、 分校それぞれから 対象
教員が参加する こ と 。  
・ 県立学校は、 本校、 分校、 定時制、 通信制課程それぞ
れから 対象教員が参加する こ と 。  
・ 私立中学校、 私立高等学校はそれぞれから 対象教員が
参加する こ と 。  
・ なお、 対象教員がいない場合は参加する 必要はない。  
※上記に加え、 希望する 新任特別支援教育コ ーディ ネー
タ ー（ 各校１ 名。 新任がいる 学校の場合には、 新任の
み。 ）
※第2回の受講者は第1回終了後、 募集を開始する

令和５ 年度の本研修（ １ 年次） 受講者であり 、 令和６ 年
度に特別支援学級の担任である 者。 ただし 、 令和６ 年度
に経験者研修に該当し ている 者は、 希望する 者。  
 【 重要　 担当学級の調査】 申込様式の備考欄に、 次の①
～⑥のう ち該当する 番号を一つ選択し 、 その番号を入力
する こ と 。  
①知的障がい　 ②自閉症・ 情緒障がい　 ③弱視　 ④難聴
⑤肢体不自由　 ⑥病弱・ 身体虚弱

0 0

1173( 11730200) 1224( 12241101)

特別支援学級担任ス キルアッ プ研修（ 2年次） 【 西部】 人権教育担当主任等研修【 松江管内（ 中・ 高・ 特・ 義） 】

特別支援学級の児童生徒理解や授業づく り 及び学級経営
について学び、 特別支援学級担任と し ての専門性や幅広
い知見を 身に付け、 指導力を高める 。

人権教育担当主任等が、 島根がめざす人権教育の基本理
念を理解する と と も に、 主任等と し ての役割について認
識を深め、 実践力の向上につなげる 。

〈 第1回〉 5月30日( 木) 〈 １ 日〉 浜田教育セン タ ー 
〈 第2回〉 9月～12月　 〈 半日〉 学校会場 
〈 第3回〉 2月19日( 水) 〈 半日〉 オンラ イ ン

6月25日( 火) 〈 午後〉 松江合同庁舎

令和５ 年度の本研修（ １ 年次） 受講者であり 、 令和６ 年
度に特別支援学級の担任である 者。 ただし 、 令和６ 年度
に経験者研修に該当し ている 者は、 希望する 者。

【 重要　 担当学級の調査】 申込様式の備考欄に、 次の①
～⑥のう ち該当する 番号を一つ選択し 、 その番号を入力
する こ と 。
①知的障がい　 ②自閉症・ 情緒障がい　 ③弱視　 ④難聴
⑤肢体不自由　 ⑥病弱・ 身体虚弱

松江管内の中学校、 高等学校、 特別支援学校、 義務教育
学校の人権教育担当者１ 名 
※義務教育学校は【 松江管内（ 中・ 高・ 特・ 義） 】 【 松
江管内（ 小・ 義） 】 のいずれかを任意で選択し 、 受講し
てく  ださ い。  
※大野原分校については、 小中あわせて１ 名が参加し て
く ださ い。 その際には【 松江管内（ 中・ 高・ 特・ 義） 】
【 松 江管内（ 小・ 義） 】 のいずれかを任意に選択し 受講
し てく ださ い。

0 0



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1224( 12241201) 1224( 12241102)

人権教育担当主任等研修【 松江管内（ 小・ 義） 】 人権教育担当主任等研修【 出雲管内（ 中・ 高・ 特） 】

人権教育担当主任等が、 島根がめざす人権教育の基本理
念を理解する と と も に、 主任等と し ての役割について認
識を深め、 実践力の向上につなげる 。

人権教育担当主任等が、 島根がめざす人権教育の基本理
念を理解する と と も に、 主任等と し ての役割について認
識を深め、 実践力の向上につなげる 。

6月26日( 水) 〈 午後〉 松江合同庁舎 6月18日( 火) 〈 午後〉 出雲合同庁舎

松江管内の小学校、 義務教育学校の人権教育担当者１ 名 
※義務教育学校は【 松江管内（ 中・ 高・ 特・ 義） 】 【 松
江管内（ 小・ 義） 】 のいずれかを 任意で選択し 、 受講し
てく  ださ い。  
※大野原分校については、 小中あわせて１ 名が参加し て
く ださ い。 その際には【 松江管内（ 中・ 高・ 特・ 義） 】
【 松 江管内（ 小・ 義） 】 のいずれかを任意に選択し 受講
し てく ださ い。

出雲管内の中学校、 高等学校（ 分校から も １ 名） 、 特別
支援学校の人権教育担当者１ 名 
※若松分校については、 小中あわせて１ 名が参加し てく
ださ い。 その際には【 出雲管内（ 中・ 高・ 特） 】 【 出雲
管内 （ 小） 】 のいずれかを任意に選択し 受講し てく ださ
い。

0 0

1224( 12241202) 1224( 12242203)

人権教育担当主任等研修【 出雲管内（ 小） 】 人権教育担当主任等研修【 浜田管内（ 浜田市・ 江津市） 】

人権教育担当主任等が、 島根がめざす人権教育の基本理
念を理解する と と も に、 主任等と し ての役割について認
識を深め、 実践力の向上につなげる 。

人権教育担当主任等が、 島根がめざす人権教育の基本理
念を理解する と と も に、 主任等と し ての役割について認
識を深め、 実践力の向上につなげる 。

6月19日( 水) 〈 午後〉 出雲合同庁舎 6月4日( 火)  〈 午後〉 浜田教育センタ ー

出雲管内の小学校（ 分校から も １ 名） の人権教育担当者
１ 名 
※若松分校については、 小中あわせて１ 名が参加し てく
ださ い。 その際には【 出雲管内（ 中・ 高・ 特） 】 【 出雲
管内 （ 小） 】 のいずれかを任意に選択し 受講し てく ださ
い。

浜田管内（ 浜田市・ 江津市） の小学校、 中学校、 高等学
校、 特別支援学校の人権教育担当者１ 名

0 0

1224( 12242103) 1224( 12242004)

人権教育担当主任等研修【 浜田管内（ 大田市・ 美郷町・ 川
本町・ 邑南町） 】

人権教育担当主任等研修【 益田管内】

人権教育担当主任等が、 島根がめざす人権教育の基本理
念を理解する と と も に、 主任等と し ての役割について認
識を深め、 実践力の向上につなげる 。

人権教育担当主任等が、 島根がめざす人権教育の基本理
念を理解する と と も に、 主任等と し ての役割について認
識を深め、 実践力の向上につなげる 。

5月29日( 水) 〈 午後〉 川本合同庁舎 5月28日( 火) 〈 午後〉 益田合同庁舎

浜田管内（ 大田市・ 美郷町・ 川本町・ 邑南町） の小学
校、 中学校、 高等学校、 特別支援学校の人権教育担当者
１ 名

益田管内の小学校、 中学校、 高等学校、 特別支援学校の
人権教育担当者１ 名

0 0



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1224( 12241005) 1270( 12700000)

人権教育担当主任等研修【 隠岐管内】 学校・ 福祉連携推進教員研修

人権教育担当主任等が、 島根がめざす人権教育の基本理
念を理解する と と も に、 主任等と し ての役割について認
識を深め、 実践力の向上につなげる 。

進路保障推進上の課題を 明確にし て共有する と と も に、
研修を通し て学校・ 福祉連携推進教員と し ての資質向上
を はかる 。

6月14日( 金)  〈 午前〉 隠岐合同庁舎

会場： 大田集合庁舎
〈 第1回〉 8月 7日( 水) 〈 １ 日〉
〈 第2回〉 10月24日( 木) 〈 １ 日〉
〈 第3回〉 2月 7日( 金) 〈 １ 日〉
※日程・ 会場は今後変更さ れる 可能性があり ま す。

隠岐管内の小学校、 中学校、 高等学校、 特別支援学校の
人権教育担当者１ 名

学校・ 福祉連携推進教員4名

0 0

1167( 11670100) 1182( 11821000)

特別な支援のための非常勤講師（ にこ にこ サポート 事業）
研修

特別支援教育専門性向上研修【 東部】

特別な支援のための非常勤講師と し ての指導力の向上を
図る と と も に、 参加者同士によ る 協議及び情報交換等を
通し て特別支援教育に係る 校内体制の一層の充実に資す
る 。

<第1回>読み書き の困難さ の背景にある 認知的・ 環境的
要因を的確にと ら え、 個に応じ た指導や合理的配慮につ
なげる ための専門的理解を深める 。
<第2回>発達の基盤にある 「 感覚統合機能」 の視点から
子ど も のつま ずき をと ら え、 個に応じ た指導や合理的配
慮につなげる ための専門的理解を深める 。

〈 研修１ 〉 6月14日( 金) 〈 2時間〉
松江合同庁舎、 出雲合同庁舎、 浜田教育セン タ ー、 益田
合同庁舎、 島前集合庁舎
〈 研修２ 〉 7月から 2学期始業式ま での期間　 各校

〈 第1回〉 6月12日( 水) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー、 隠
岐合同庁舎
〈 第2回〉 10月3日( 木) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー、 隠
岐合同庁舎
※松江・ 浜田・ 隠岐会場に集合。 Web接続。

特別な支援のための非常勤講師配置事業〔 にこ にこ サ
ポート 事業（ 通常の学級） ・ （ 特別支援学級） 〕 に係る
非常勤講師

・ 市町村教育委員会から 推薦を受けた小・ 中・ 義務教育
学校の教員（ 各市町村 小学校1名・ 中学校1名　 計2名ま
で）
・ 各特別支援学校において校長から 推薦を受けたセン
タ ー的機能担当者（ 各校2名ま で（ 分教室設置校は3名ま
で） )

0 0

1182( 11822000) 1255( 12551100)

特別支援教育専門性向上研修【 西部】 通級によ る 指導担当教員等研修【 東部】

<第1回>読み書き の困難さ の背景にある 認知的・ 環境的
要因を的確にと ら え、 個に応じ た指導や合理的配慮につ
なげる ための専門的理解を深める 。
<第2回>発達の基盤にある 「 感覚統合機能」 の視点から
子ど も のつま ずき をと ら え、 個に応じ た指導や合理的配
慮につなげる ための専門的理解を 深める 。

通級によ る 指導担当教員の幅広い専門性と 教室運営や指
導のあり 方についての識見を養い、 その資質の向上を図
る こ と で、 通級指導教室の適切な運営をすすめ、 も って
特別支援教育の充実に資する 。

〈 第1回〉 6月12日( 水) 〈 １ 日〉 浜田教育セン タ ー
〈 第2回〉 10月3日( 木) 〈 １ 日〉 浜田教育セン タ ー
※松江・ 浜田・ 隠岐会場に集合。 Web接続。

10月11日( 金) 〈 １ 日〉 松江合同庁舎

・ 市町村教育委員会から 推薦を受けた小・ 中・ 義務教育
学校の教員（ 各市町村 小学校1名・ 中学校1名　 計2名ま
で）
・ 各特別支援学校において校長から 推薦を受けたセン
タ ー的機能担当者（ 各校2名ま で（ 分教室設置校は3名ま
で） )

【 必須】 小・ 中学校、 県立ろう 学校・ 高等学校の通級に
よ る 指導担当教員 
【 希望】 特別支援幼児教室等担当者で希望する 者 
　 　 　 　 聴講を希望する 者

0 0



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1255( 12552100) 1305( 13050000)

通級によ る 指導担当教員等研修【 西部】 医療的ケア児担当者研修

通級によ る 指導担当教員の幅広い専門性と 教室運営や指
導のあり 方についての識見を養い、 その資質の向上を 図
る こ と で、 通級指導教室の適切な運営をすすめ、 も っ て
特別支援教育の充実に資する 。

医療的ケア及び医療的配慮を必要と する 幼児児童生徒が
安心・ 安全に教育を受ける こ と ができ る よ う に、 関係す
る 教職員の医療的ケアにかかる 知識・ 技能を高める 。

10月４ 日( 金) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー 8月9日( 金) 〈 １ 日〉 松江合同庁舎

（ 必須） 小・ 中学校、 県立ろう 学校・ 高等学校の通級に
よ る 指導を担当する 教員 
（ 希望） 特別支援幼児教室等担当者で希望する 者 
　 　 　 　 聴講を希望する 者

・ 特別支援学校教職員で希望する 者
・ 幼・ 小・ 中・ 高等学校において医療的ケア、 医療的配
慮を必要と する 児童生徒の教育に関わる 教職員で希望す
る 者

0 0

1255( 12552100) 1305( 13050000)

通級によ る 指導担当教員等研修【 西部】 医療的ケア児担当者研修

通級によ る 指導担当教員の幅広い専門性と 教室運営や指
導のあり 方についての識見を養い、 その資質の向上を 図
る こ と で、 通級指導教室の適切な運営をすすめ、 も っ て
特別支援教育の充実に資する 。

医療的ケア及び医療的配慮を必要と する 幼児児童生徒が
安心・ 安全に教育を受ける こ と ができ る よ う に、 関係す
る 教職員の医療的ケアにかかる 知識・ 技能を高める 。

10月４ 日( 金) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー 8月9日( 金) 〈 １ 日〉 松江合同庁舎

（ 必須） 小・ 中学校、 県立ろう 学校・ 高等学校の通級に
よ る 指導を担当する 教員 
（ 希望） 特別支援幼児教室等担当者で希望する 者 
　 　 　 　 管理職セレ ク ト 研修で希望する 者 
　 　 　 　 聴講を希望する 者

・ 特別支援学校教職員で希望する 者
・ 幼・ 小・ 中・ 高等学校において医療的ケア、 医療的配
慮を必要と する 児童生徒の教育に関わる 教職員で希望す
る 者

0 0

※11311200

講師等対象授業づく り 研修【 東部】

学習指導の基本的事項について理解し 、 指導力を 身に付
ける 。

〈 第1回〉 4月18日( 木) 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 【 出雲管内】 4月12日( 木) 〈 午後〉 出雲合同庁
舎
　 　 　 　 〈 第2回〉 【 松江・ 隠岐管内】 4月20日( 金) 〈 午
県内の市町村立小・ 中・ 義務教育学校、 県立高等学校
（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含む） 、 特別支援学
校に勤務する 、 １ 年期限付き 又は短期補充の常勤講師で
学習指導に携わる 者のう ち、 本研修を受講し ていない
者。
県内外の市町村立小・ 中学校及び義務教育学校、 県立学

0



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

期日、 会場未定（ 詳細は４ 月以降に決定） 期日、 会場未定（ 詳細は４ 月以降に決定）

中学校及び高等学校の運動部活動の指導者で、 島根県教
育委員会およ び当該競技専門部から 受講を認めら れた者

中学校及び高等学校の運動部活動の指導者で、 島根県教
育委員会およ び当該競技専門部から 受講を認めら れた者

0 0

886( 8860101) 886( 8860202)

中・ 高種目別指導者研修〔 バス ケッ ト ボール〕 中・ 高種目別指導者研修〔 柔道〕

指導法及び実技の研修を 行なう こ と によ って、 中高一貫
し た指導体系をつく り 指導者の資質の向上を図る と と も
に、 部活動運営上の諸問題について協議し 、 体育・ ス
ポーツの振興を図る

指導法及び実技の研修を行なう こ と によ って、 中高一貫
し た指導体系をつく り 指導者の資質の向上を図る と と も
に、 部活動運営上の諸問題について協議し 、 体育・ ス
ポーツ の振興を図る

2月7日( 金) 出雲合同庁舎 10月25日( 金) 松江総合体育館

「 語学指導等を行う 外国青年招致事業」 （ JETプロ グラ
ム） によ る 招致外国青年のう ち、 小学校・ 中学校・ 高等
学校・ 特別支援学校等において語学指導に従事する 者及
び日本人外国語科担当教員
申込締切は研修担当者から 指示

（ 必修） 中学校保健体育科授業担当教員各校１ 名
（ 希望） 特別支援学校中学部授業担当教員、 高等学校保
健体育科教員

0 0

1051( 10510000) 1241( 12410100)

外国語指導助手の指導力等向上研修 中学校体育教員( ダンス 領域） 研修【 松江・ 隠岐管内】

外国語指導助手と 日本人外国語科教員がと も に、 外国語
教育についての理解を 一層深め、 指導技術等を習得する
と と も に、 外国語教育に係る 諸問題について研究協議を
行い、 島根県の外国語教育のよ り 一層の充実を図り ま
す。

学習指導要領の趣旨を踏ま え、 中学校及び高等学校の保
健体育科教員を対象と し た実技研修を通し 、 教材づく り
に対する 理解を深める と と も に、 安全で楽し い授業がで
き る よ う 指導力の向上を図る 。

〈 第1回〉 4月18日( 木) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第2回〉
【 出雲管内】 9月12日( 木) 〈 午後〉 出雲合同庁舎
【 松江・ 隠岐管内】 9月20日( 金) 〈 午後〉 島根県教育セ
ンタ ー、 隠岐合同庁舎

〈 第１ 回〉 4月16日( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉 9月18日( 水) 〈 午後〉
【 浜田・ 益田管内】 浜田教育センタ ー、 益田合同庁舎

・ 県内の市町村立小・ 中・ 義務教育学校、 県立高等学校
（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を含む） 、 特別支援学
校に勤務する 、 １ 年期限付き 又は短期補充の常勤講師で
学習指導に携わる 者のう ち、 本研修を受講し ていない
者。
・ 県内外の市町村立小・ 中学校及び義務教育学校、 県立
学校等で教諭と し て勤務し た経験があれば、 受講は希望
と する 。

・ 県内の市町村立小・ 中学校、 県立高等学校、 特別支援
学校に勤務する 、 １ 年期限付き 又は短期補充の常勤講師
で学習指導に携わる 者のう ち、 本研修を 受講し ていない
者。
・ 県内外の市町村立小・ 中学校及び義務教育学校、 県立
学校等で教諭と し て勤務し た経験があれば、 受講は希望
と する 。

0 0

1131( 11311200) 1131( 11310200)

講師等対象授業づく り 研修【 東部】 講師等対象授業づく り 研修【 西部】

学習指導の基本的事項について理解し 、 指導力を身に付
ける 。

学習指導の基本的事項について理解し 、 指導力を 身に付
ける 。



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

８ 月7日( 水) 〈 午後〉 松江合同庁舎講堂 ８ 月20日( 火) 〈 午後〉 出雲合同庁舎

（ 必修） 小・ 中学校、 義務教育学校で「 総合的な学習の
時間」 を担当する 教員１ 名は必ず参加
※特別支援学校の小・ 中学部担当及び希望者も 可能

（ 必修） 小・ 中学校で「 総合的な学習の時間」 を 担当す
る 教員１ 名は必ず参加
※特別支援学校の小・ 中学部担当及び希望者も 可能

0 0

1304( 13040101) 1304( 13040201)

小・ 中学校「 総合的な学習の時間」 研修【 松江市・ 安来市
の小・ 中・ 義務教育学校から の参加者】

小・ 中学校「 総合的な学習の時間」 研修【 出雲市の小・ 中
学校から の参加者】

講義や意見交換を 通じ て、 総合的な学習（ 探究の） の時
間において小中高等学校を通じ て身に付けたい資質・ 能
力を、 小中学校の各段階において、 どこ ま で、 ど のよ う
な方法で育成する のかについて研修を行いま す。

講義や意見交換を 通じ て、 総合的な学習（ 探究の） の時
間において小中高等学校を通じ て身に付けたい資質・ 能
力を、 小中学校の各段階において、 どこ ま で、 ど のよ う
な方法で育成する のかについて研修を行いま す。

10月25日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン
８ 月23日( 金) 〈 午後〉 出雲市民会館、 ニュ ーウ ェ ルシ
ティ 出雲
８ 月16日( 金) ～８ 月30日( 金) オンデマンド

（ 希望）
・ 小・ 中学校及び義務教育学校、 特別支援学校の教職員
・ 幼稚園、 保育所、 認定こ ども 園、 特別支援学校幼稚
部、 認可外保育施設の保育者等のう ち、 経験年数が１ ～
５ 年目の者（ 希望があれば６ 年目以上の者も 可）
（ 選択必修） ・ 中堅教諭等資質向上研修該当者（ 公立幼
稚園教諭及び幼保連携型認定こ ど も 園保育教諭）

（ 希望）
・ 小・ 中学校及び義務教育学校の教職員
・ 私立幼稚園、 保育所、 認定こ ども 園、 認可外保育施設
の保育者等

0 0

1185( 11850100) 1202( 12020100)

保育教諭・ 幼稚園教諭・ 保育士合同研修 幼児教育推進研修

遊びをと おし た学びを 育む環境の構成等についての理解
を 深め、 実践的指導力を 高める 。

①幼小連携・ 接続の必要性や在り 方を理解し 、 推進を 図
る ための実践的指導力を高める 。
②幼児教育に係る 内容や保育技術、 幼児教育施設の運
営・ 管理等に関する 専門的な知識を 身に付け、 実践的指
導力を 高める 。

6月25日( 火) 〈 １ 日〉 島根県立体育館 7月30日( 火) 〈 １ 日〉 島根県立浜山公園体育館

〈 中学校〉 必修： 浜田・ 益田教育事務所管内の保健体育
科授業を担当し ている 教員（ 各校１ 名）
〈 高等学校〉 必修： 浜田・ 益田地区の保健体育科教員
（ 各校１ 名）
〈 特別支援学校〉 任意： 同地区の特別支援学校の保健体
育科教員

（ 必修）
・ 出雲教育事務所管内の小学校から 各校１ 名を原則と す
る が、 希望がある 場合は２ 名ま で認める 。
・ ま た、 上記以外の教育事務所管内で、 昨年度の本研修
を欠席する などし て認定を受けていない者についても 受
講する よ う 求める 。
【 注】 体育主任にこ だわら ず、 こ れま でに当研修に参加
し たこ と のない者が望ま し い。
（ 希望） ・ 特別支援学校小学部の体育授業担当教員の参
加も 認める 。 （ 各校２ 名ま で）

0 0

615( 6152103) 616( 6160000)

中・ 高等学校体育実技研修【 西部】 小学校体育実技研修

学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 生徒の体力向上に資する
指導法について、 必要な知識や技能を習得する 。

調和のと れた子供の体力の向上を図る ための知識を習得
する と と も に、 小学校体育科の各種運動領域における 実
技演習をと おし て、 教材に対する 理解を 深め、 指導力を
高める 。



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

８ 月９ 日( 金) 〈 午後〉 隠岐合同庁舎 8月9日( 金) 〈 午後〉 島前集合庁舎

（ 必修） 小・ 中学校で「 総合的な学習の時間」 を担当す
る 教員１ 名は必ず参加
※特別支援学校の小・ 中学部担当及び希望者も 可能

（ 必修） 小・ 中学校で「 総合的な学習の時間」 を 担当す
る 教員１ 名は必ず参加
※特別支援学校の小・ 中学部担当及び希望者も 可能

0 0

1304( 13040501) 1304( 13040502)

小・ 中学校「 総合的な学習の時間」 研修【 隠岐の島町の
小・ 中学校から の参加者】

小・ 中学校「 総合的な学習の時間」 研修【 海士町、 西ノ 島
町、 知夫村の小・ 中学校から の参加者】

講義や意見交換を 通じ て、 総合的な学習（ 探究の） の時
間において小中高等学校を通じ て身に付けたい資質・ 能
力を、 小中学校の各段階において、 どこ ま で、 ど のよ う
な方法で育成する のかについて研修を行いま す。

講義や意見交換を 通じ て、 総合的な学習（ 探究の） の時
間において小中高等学校を通じ て身に付けたい資質・ 能
力を、 小中学校の各段階において、 どこ ま で、 ど のよ う
な方法で育成する のかについて研修を行いま す。

8月23日( 金) 〈 午後〉 浜田合同庁舎 ８ 月22日( 木) 〈 午後〉 益田合同庁舎

（ 必修） 小・ 中学校で「 総合的な学習の時間」 を担当す
る 教員１ 名は必ず参加
※特別支援学校の小・ 中学部担当及び希望者も 可能

（ 必修） 小・ 中学校で「 総合的な学習の時間」 を 担当す
る 教員１ 名は必ず参加
※特別支援学校の小・ 中学部担当及び希望者も 可能

0 0

1304( 13040302) 1304( 13040401)

小・ 中学校「 総合的な学習の時間」 研修【 大田市、 川本
町、 美郷町、 邑南町の小・ 中学校から の参加者】

小・ 中学校「 総合的な学習の時間」 研修【 益田市、 津和野
町、 吉賀町の小・ 中学校から の参加者】

講義や意見交換を 通じ て、 総合的な学習（ 探究の） の時
間において小中高等学校を通じ て身に付けたい資質・ 能
力を、 小中学校の各段階において、 どこ ま で、 ど のよ う
な方法で育成する のかについて研修を行いま す。

講義や意見交換を 通じ て、 総合的な学習（ 探究の） の時
間において小中高等学校を通じ て身に付けたい資質・ 能
力を、 小中学校の各段階において、 どこ ま で、 ど のよ う
な方法で育成する のかについて研修を行いま す。

８ 月21日( 水) 〈 午後〉 出雲合同庁舎 8月23日( 金) 〈 午前〉  浜田合同庁舎

（ 必修） 小・ 中学校で「 総合的な学習の時間」 を担当す
る 教員１ 名は必ず参加
※特別支援学校の小・ 中学部担当及び希望者も 可能

（ 必修） 小・ 中学校で「 総合的な学習の時間」 を 担当す
る 教員１ 名は必ず参加
※特別支援学校の小・ 中学部担当及び希望者も 可能

0 0

1304( 13040202) 1304( 13040301)

小・ 中学校「 総合的な学習の時間」 研修【 雲南市、 奥出雲
町、 飯南町の小・ 中学校から の参加者】

小・ 中学校「 総合的な学習の時間」 研修【 浜田市、 江津市
の小・ 中学校から の参加者】

講義や意見交換を 通じ て、 総合的な学習（ 探究の） の時
間において小中高等学校を通じ て身に付けたい資質・ 能
力を、 小中学校の各段階において、 どこ ま で、 ど のよ う
な方法で育成する のかについて研修を行いま す。

講義や意見交換を 通じ て、 総合的な学習（ 探究の） の時
間において小中高等学校を通じ て身に付けたい資質・ 能
力を、 小中学校の各段階において、 どこ ま で、 ど のよ う
な方法で育成する のかについて研修を行いま す。



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

〈 第１ 回〉 5月17日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン 
〈 第２ 回〉 12月6日( 金)  〈 １ 日〉 あすてら す

6月6日( 木) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン

高校の管理職（ 校長・ 副校長・ 教頭） 並びに主幹教諭か
ら １ 名、 市町村担当者、 コ ンソ ーシアム運営マネー
ジャ ー、 コ ーディ ネータ ー、 コ ン ソ ーシアム関係者等か
ら ２ 名の計３ 名。

[ 必修] 今年度初めて複式学級を担当する 小学校及び義務
教育学校（ 前期課程） の教員
[ 希望] 本研修を希望する 小学校及び義務教育学校（ 前期
課程） の教員

0 0

1276( 12760000) 1176( 11760100)

グラ ンド デザイ ンＰ Ｄ Ｃ Ａ 研修 複式学級新任担当者研修

令和４ ～６ 年度のグラ ンド デザイ ン実現（ 育てたい生徒
像） に向けたプロ セス （ Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ル） 及び各校の
３ つのス ク ールポリ シーの検証を 行う 。

島根県の複式教育の現状や、 実践上の課題への対応、 複
式学級における 学習指導法等について理解を深め、 実践
的指導力を高める 。

〈 第１ 回〉 5月20日( 月) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉 9月25日( 水) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

7月9日( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン

（ 必修） 各校探究学習推進担当者（ 分校、 定時制から も
1名）  
（ 推奨） 主幹教諭 
（ 希望） 学校司書、 司書教諭、 実習教員、 高校魅力化
コ ーディ ネータ ー

( 必修) 高等学校( 分校含む) の学校運営協議会の担当者
各校1名以上 
( 希望) コ ンソ ーシアム事務局等の役割を 担う コ ンソ ーシ
アム運営マネージャ ー、 コ ーディ ネータ ー、 自治体担当
者等

0 0

1229( 12290000) 1275( 12750000)

高等学校探究学習担当者研修 地域と の協働体制構築・ 運営研修

「 総合的な探究の時間（ 課題研究によ る 代替を含む） 」
を 中心と し た探究学習のあり 方・ 進め方について理解を
深め、 自校における 探究学習の充実およ び推進に活か
す。

事例共有や講義を も と に、 学校運営の改善・ 充実に向け
た学校運営協議会のあり 方や運営方法を 学ぶ。

５ 月29日( 水) 〈 午後〉 出雲合同庁舎 12 月６ 日( 金) 〈 １ 日〉 出雲合同庁舎

日本語指導が必要な児童生徒が在籍し ている 小学校、 中
学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学校で新たに
担当と なる 教員
該当児童生徒在籍に関わら ず受講を希望する 教員ま たは
市町村教育委員会の担当者（ 指導協力員等も 可） ※ただ
し 、 参加人数多数の場合は制限あり

日本語指導が必要な児童生徒が在籍し ている 小学校、 中
学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学校の教員は
必ず１ 名参加
該当児童生徒在籍に関わら ず受講を 希望する 教員ま たは
市町村教育委員会の担当者（ 指導協力員等も 可）

出雲市立中部小学校( 文部科学省　 外国人児童生徒等教
育アド バイ ザー) 教諭　 福山祐子

国立大学法人東京外国語大学 多言語多文化共生セン
タ ー長　 　 小島 祥美

1144( 11440101) 1144( 11440201)

日本語指導が必要な児童生徒教育研修～新任担当者対象研
修～

日本語指導が必要な児童生徒教育研修～該当児童生徒在籍
校必修研修～

日本語指導が必要な児童生徒在籍校の新任担当者向けの
研修です。 日本語指導が必要な児童生徒の受入れ体制づ
く り 、 指導の在り 方等に関する 基礎的な知識を学ぶこ と
ができ る 研修です。 講師は、 出雲市立中部小学校　 福山
祐子　 教諭( 文部科学省　 外国人児童生徒等教育アド バ
イ ザー) です。

日本語指導が必要な児童生徒に対する 教育に関し 、 在籍
学校等の学校関係者等が受入れ体制づく り や日本語指導
について協議する と と も に、 専門的・ 実践的な研修を 通
し て各学校における 指導方法の工夫・ 改善及び指導力の
向上を 図る 。



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

5月1日( 水) 〈 １ 日〉 浜田教育セン タ ー 5月2日( 木) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン

（ 必修） 初めて中学校免許外教科担任と なる 者（ 技術・
家庭（ 家庭分野） ）
（ 希望） 中学校及び義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支
援学校（ 中学部） で希望する 教諭、 常勤講師及び非常勤
講師
（ 該当教科の指導経験の有無は問わない）

（ 必修） 初めて中学校免許外教科担任と なる 者（ 美術）  
（ 希望） 中学校及び義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支
援学校（ 中学部） で希望する 教諭、 常勤講師及び非常勤
講師 
（ 該当教科の指導経験の有無は問わない）

0 0

1278( 12780400) 1278( 12780500)

ゼロ から 学びたい先生のための教科教育研修 （ 中学校免許
外教科： 技術・ 家庭科（ 家庭分野） ）

ゼロ から 学びたい先生のための教科教育研修（ 中学校免許
外教科： 美術編）

学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 実践発表や具体的な学習
事例の体験等を通し て、 評価の趣旨の理解や評価方法等
の工夫改善等を図る ための資質の向上の基礎を身につけ
る 。

学習指導要領の趣旨を踏ま え、 実践発表や具体的な学習
事例の体験等を通し て、 評価の趣旨の理解や評価方法等
の工 
夫改善等を図る ための資質の向上の基礎を身につける 。

5月1日( 水) 〈 １ 日〉 浜田教育セン タ ー
4月24日( 水) 〈 午前〉 島根県教育センタ ー〈 午後〉 島根
大学教育学部附属義務教育学校

（ 必修） 初めて中学校免許外教科担任と なる 者（ 保健体
育）  
（ 希望） 中学校及び義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支
援学校（ 中等部） で希望する 教諭、 常勤講師及び非常勤
講師（ 該当教科の指導経験の有無は問わない）

（ 必修） 初めて中学校免許外教科担任（ 技術分野を担
当） になる 者 
（ 希望） 中学校、 義務教育学校後期課程及び特別支援学
校中学部において技術分野の授業を 担当する 者（ 常 勤講
師及び非常勤講師（ 該当教科の指導経験の有無は問わな
い） を 含む）

0 0

1278( 12780200) 1278( 12780300)

ゼロ から 学びたい先生のための教科教育研修（ 中学校免許
外教科： 保健体育編）

ゼロ から 学びたい先生のための教科教育研修 （ 中学校免許
外教科： 技術・ 家庭科（ 技術分野） ）

学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 実践発表や具体的な学習
事例の体験等を通し て、 評価の趣旨の理解や評価方法等
の工 
夫改善等を 図る ための資質の向上の基礎を身につける 。

学習指導要領の趣旨を踏ま え、 具体的な学習事例の体験
等を通し て、 評価の趣旨の理解や評価方法等の工夫改善
等を 
図る ための資質の向上の基礎を身につける 。

〈 事前オン デマンド 研修〉 7月5日( 金) ～8月6日( 火) 〈 半
日〉
〈 第1回〉 8月7日( 水) ～8日( 木) 〈 2日間〉 パルメ イ ト 出
雲
〈 第2回〉 【 東部】 2月4日( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン
　 　 　  　 【 西部】 2月5日( 水) 〈 午後〉 オンラ イ ン

5月1日( 水) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー

原則と し て、 教職経験10年以上の勤務経験を有する 40歳
前後の者で、 市町村教育委員会教育長ま たは県立学校長
の推薦を受けた者。 　 ※該当者については別途指示あ
り 。

（ 必修） 初めて中学校免許外教科担任と なる 者（ 音楽）  
（ 希望） 中学校及び特別支援学校中学部で希望する 教
諭、 常勤講師及び非常勤講師（ 該当教科の指導経験の有
無は問わない）

0 0

1186( 11860000) 1278( 12780100)

ミ ド ルリ ーダー育成研修
ゼロ から 学びたい先生のための教科教育研修（ 中学校免許

外教科： 音楽編）

学校マネジメ ント の重要性を理解し 、 ミ ド ルリ ーダーと
し ての力量を高める と と も に、 学校運営の中心的役割を
担う ための資質・ 能力を 身につける 。

学習指導要領の趣旨を踏ま え、 実践発表や具体的な学習
事例の体験等を通し て、 評価の趣旨の理解や評価方法等
の工夫改善等を図る ための資質の向上の基礎を身につけ
る 。



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9月12日( 木) 〈 １ 日〉 浜田教育セン タ ー 10月3日( 木) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校及び特別支援学校（ 小・
中学部） の家庭科教員

中学校、 義務教育学校後期課程、 高等学校の社会科教員

横浜国立大学教育学部　 教授　 杉山　 久仁子 宮崎大学教育学部　 教授　 吉村　 功太郎

3620000 8160100

小学校家庭科教育講座～主体的な生活者を 育む主体的・ 対
話的で深い学びの実現に向けた家庭科の授業改善～

中学校社会科、 高等学校地理歴史科・ 公民科教育講座～主
権者教育で結ぶ、 分野横断的な学びの設計～

内容Ｂ 「 衣食住の生活」 （ 食生活） の学習指導につい
て、 講義・ 実習・ 演習を 通し て、 学習指導要領の理解を
深め、 主体的・ 対話的で深い学びを意識し た実践的・ 体
験的な学習活動の在り 方について考え、 授業づく り の見
通し を持つ。

学習指導要領の目標・ 内容、 実践的課題を踏ま えながら
「 社会的な見方・ 考え方」 を 働かせ、 各分野を横断的に
捉えた授業デザイ ンについて学び、 指導力を高める 。

8月5日( 月) 〈 午後〉 浜田教育セン タ ー 10月23日( 水) 〈 １ 日〉 松江市立宍道小学校

【 必須】 令和6年度ふる さ と 教育担当教員で、 令和5年度
のふる さ と 教育研修に参加し ていない教員
【 希望】 こ れま でふる さ と 教育に関する 研修を受けたこ
と がない教員
【 希望】 地域と 連携・ 協働し た学習について学びたい教
員

小学校、 中学校、 義務教育学校及び特別支援学校の教員 
令和６ 年度小学校数理枠採用( 算数) ５ 年目研修及び６ 年
目研修対象者は必修

0
文部科学省国立教育政策研究所　 教育課程研究センタ ー
研究開発部 　 教育課程調査官　 　 笠井健一

1277( 12772100) 1130000

ふる さ と 教育研修【 西部】 小学校算数科教育講座

「 ふる さ と 教育」 の目的や目指す方向性等について理解
を 深め、 各校での実践の充実につなげる 。

児童が数学的に考える 楽し さ を知り 算数の学習を 楽し む
授業を 構想する と と も に、 数学的に考える 資質･能力を
育てる ための算数授業力の向上及び授業改善を推進し て
いく 力を身に付ける 。

〈 第１ 回〉 6月 5日( 水) 〈 2時間〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉 6月25日( 火) 〈 2時間〉 オンラ イ ン
〈 第３ 回〉 7月23日( 火) 〈 2時間〉 オンラ イ ン
〈 第４ 回〉 8月29日( 木) 〈 2時間〉 オンラ イ ン

7月30日( 火) 〈 午後〉 松江合同庁舎

令和６ 年度の島根県公立学校臨時的任用教員等志願者名
簿登載者で希望する 方（ 県内公立学校に講師及び非常勤
講師と し て勤務し ている 方を含む） 。
採用３ 年目ま での教諭で希望する 方。

【 必須】 令和6年度ふる さ と 教育担当教員で、 令和5年度
のふる さ と 教育研修に参加し ていない教員
【 希望】 こ れま でふる さ と 教育に関する 研修を受けたこ
と がない教員
【 希望】 地域と 連携・ 協働し た学習について学びたい教
員

島根県教育センタ ー・ 浜田教育センタ ー指導主事 0

5002( 50020100) 1277( 12771100)

若手教員授業力向上セミ ナー ふる さ と 教育研修【 東部】

授業の目標を踏ま え、 児童生徒を 主体と し た授業のあり
方を理解し 、 実践的指導力を身に付ける 。

「 ふる さ と 教育」 の目的や目指す方向性等について理解
を深め、 各校での実践の充実につなげる 。



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

113( 1130000) 362( 3620000)

小学校算数科教育講座
小学校家庭科教育講座～主体的な生活者を 育む主体的・ 対

話的で深い学びの実現に向けた家庭科の授業改善～

児童が数学的に考える 楽し さ を知り 算数の学習を楽し む
授業を構想する と と も に、 数学的に考える 資質･能力を
育てる ための算数授業力の向上及び授業改善を推進し て
いく 力を 身に付ける 。

内容Ｂ 「 衣食住の生活」 （ 食生活） の学習指導につい
て、 講義・ 実習・ 演習を 通し て、 学習指導要領の理解を
深め、 主体的・ 対話的で深い学びを 意識し た実践的・ 体
験的な学習活動の在り 方について考え、 授業づく り の見
通し を持つ。

10月23日( 水) 〈 １ 日〉 松江市立宍道小学校 9月12日( 木) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー

・ 小学校、 中学校、 義務教育学校及び特別支援学校の教
員
・ 令和６ 年度小学校数理枠採用( 算数) ５ 年目研修及び６
年目研修対象者は必修

小学校、 中学校、 義務教育学校及び特別支援学校（ 小・
中学部） の家庭科教員

文部科学省国立教育政策研究所　 教育課程研究センタ ー
研究開発部
　 教育課程調査官　 笠井健一

横浜国立大学教育学部　 教授　 杉山久仁子

816( 8160100) 1035( 10350000)

中学校社会科、 高等学校地理歴史科・ 公民科教育講座～主
権者教育で結ぶ、 分野横断的な学びの設計～

小学校社会科教育講座～「 社会的な見方・ 考え方」 を働か
せて思考力・ 判断力・ 表現力を 育てる 社会科授業づく り ～

学習指導要領の目標・ 内容、 実践的課題を踏ま えながら
「 社会的な見方・ 考え方」 を働かせ、 各分野を横断的に
捉えた授業デザイ ンについて学び、 指導力を 高める 。

学習指導要領の目標や内容、 実践的課題を踏ま えなが
ら 、 「 社会的な見方・ 考え方」 を働かせ、 思考力、 判断
力、 表現力等を育てる ための授業デザイ ンについて学
び、 指導力を 高める 。

10月3日( 木) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー
9月19日( 木) 島根大学教育学部附属義務教育学校前期課
程

中学校、 義務教育学校後期課程、 高等学校の社会科教員
小学校、 義務教育学校前期課程、 特別支援学校（ 小学
部） の教員

宮崎大学教育学部　 教授　 吉村功太郎 島根大学教職大学院　 教授　 加藤寿明

1136( 11360000) 1154( 11540100)

小学校理科教育講座～子供の主体的な問題解決を 実現し 、
資質・ 能力を 育成する 理科の授業づく り ～

高等学校理科教育生物講座～生徒の姿を 見取り 、 評価し
て、 授業改善につなげよ う ～

学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 講義・ 演習、 授業参観や
研究協議を通し て、 子ど も 主体の問題解決の活動を実現
し 、 資質・ 能力を 育成する 理科の授業づく り についての
実践的指導力を高める 。

講義・ 演習を 通し て、 学習指導要領（ 平成30年告示） と
評価についての理解を一層深め、 資質・ 能力を育成する
ための理科の授業を行う 実践的指導力を 高める 。

6月28日( 金) 〈 １ 日〉 島根大学教育学部附属義務教育学
校前期課程

11月15日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

・ 小学校、 義務教育学校前期課程の教員及び特別支援学
校の教員
・ 数理枠採用の小学校、 義務教育学校前期課程の教員の
う ち、 教職経験５ 年目及び６ 年目（ ６ 年目研修受講者）
の者で、 理科の免許を 有する 者は必修。 ただし 、 令和３
年度に「 数理枠採用４ 年目研修及び５ 年目研修」 を受講
し た者を 除く 。

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 高等学校、 特別支
援学校の理科担当教員、 理科担当実習教員

文部科学省　 初等中等教育局　 教育課程課教科調査官
国立教育政策研究所　 教育課程研究センタ ー　 研究開発
部
　 教育課程調査官・ 学力調査官　 有本　 淳

文部科学省　 初等中等教育局　 視学官　 文部科学省　 初
等中等教育局　 教育課程課　 教科調査官　 国立教育政策
研究所　 教育課程研究センタ ー　 研究開発部
　 教育課程調査官・ 学力調査官　 藤枝秀樹



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1280( 12800100) 1279( 12790000)

小学校道徳教育講座～主体的・ 対話的で深い学びを めざし
た授業づく り ～

小学校理科教育（ 基礎・ 基本） 講座～子供の問題解決活動
を 踏ま えた基礎的な観察・ 実験～

道徳科における 「 主体的・ 対話的で深い学び」 の授業づ
く り をする 際のポイ ント や発問づく り への理解を図り 、
授業力の向上を図る 。

講義、 演習等を通し て、 問題解決の活動を重視し た理科
の授業づく り について理解し 、 基礎的な観察・ 実験技能
の習得を図る 。

12月6日( 金) 〈 午後〉 島根県教育センタ ー 9月6日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

小学校、 義務教育学校前期課程、 特別支援学校（ 小学
部） の教員

小学校、 義務教育学校前期課程の教員及び特別支援学校
の教員

畿央大学教育学部　 教授　 島　 恒生 島根県教育センタ ー指導主事 

1282( 1282000) 115( 1151000)

中学校理科教育オンラ イ ン講座 ～科学的に探究する ために
必要な資質・ 能力を 育成する 理科の授業づく り ～

中学校理科教育講座 ～生徒の「 主体的に学習に取り 組む態
度」 を見取り 、 資質・ 能力を 育成する ための理科の授業の

在り 方～

科学的に探究する ために必要な資質・ 能力を 育成する 理
科の授業を行う 指導力を 高める 。

生徒の「 主体的に学習に取り 組む態度」 を見取り 、 資
質・ 能力を 育成する ための理科の授業及び評価の在り 方
についての理解を 深め、 実践的指導力を 身に付ける 。

オンラ イ ン〈 各回15: 15～16: 45( 90分) 〉
〈 第１ 回〉 8月 7日( 水) 　 〈 第２ 回〉 9月11日( 水)
〈 第３ 回〉 10月22日( 火) 　 〈 第４ 回〉 11月13日( 水)

11月22日( 金) 〈 １ 日〉 島根大学教育学部附属義務教育学
校後期課程

中学校、 義務教育学校後期課程及び特別支援学校（ 中・
高等部） の理科担当教員

中学校、 義務教育学校後期課程、 高等学校、 特別支援学
校（ 中・ 高等部） の理科担当教員

0
文部科学省　 初等中等教育局　 教育課程課
　 教科調査官　 小林一人

1231( 12310100) 205( 2050000)

小学校外国語教育講座【 東京学芸大学現職教員研修講座】
～地球市民育成を 目指し た小学校外国語教育～

高等学校産業教育実技（ 工業） 講座

「 目標と 指導と 評価の一体化」 を 図った授業づく り 、 学
習評価の進め方について、 実践報告や講義・ 演習を通し
て理解を 深め、 教科指導力の向上を図る 。

課題研究（ 総合的な探究の時間代替） における 課題設定
から 解決に向けた手法を 学び、 課題研究の充実、 及び、
探究学習の指導力向上を 目指す。

6月6日( 木) 島根県教育センタ ー、 浜田教育センタ ー 8月9日( 金) 〈 １ 日〉 島根県立出雲工業高等学校

小学校義務教育学校（ 前期課程） 及び特別支援学校（ 小
学部） の教員 
※小学校の内容ですが、 小中連携の視点から 中学校教員
も 歓迎し ま す

高等学校及び特別支援学校の産業系担当教員

東京学芸大学　 准教授　 阿部始子（ 東京学芸大学現職教
員講座）
札幌市立真栄小学校　 教諭　 中島裕美

0
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522( 5220000) 398( 3980100)

高等学校産業教育実技（ 農業） 講座
小学校生活科教育講座 ～生活科再点検！子ど も がたのし い

生活科の授業づく り ～

高等学校産業教育実技（ 農業） 講座
幼保小連携・ 接続の必要性についての理解を深める と と
も に、 気づき の質を高める 学習指導の在り 方を考え、 教
科指導力の向上を 図る 。

期日・ 会場未定 10月3日( 木) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン

高等学校の農業科担当教員
小学校及び義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学校
（ 小学部） の教員

0 島根県立大学　 教授　 高橋泰道

781( 7810100) 1137( 11370100)

中・ 高等学校音楽科教育講座～和楽器「 箏」 の実技演習を
通し 、 めざす資質・ 能力を 育成する 授業づく り ～

小学校音楽科教育講座～和楽器「 箏」 の実技演習を通し 、
めざす資質・ 能力を 育成する 音楽づく り ～

学習指導要領の理解を 深め、 講義・ 実技演習・ 授業づく
り 演習を 通し て、 指導力の向上を 図る 。

学習指導要領の理解を深め、 講義・ 実技演習・ 授業づく
り 演習を通し て、 指導力の向上を図る 。

7月3日( 水) 〈 １ 日〉 浜田教育セン タ ー 7月2日( 火) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー

中学校及び義務教育学校（ 後期課程） 、 高等学校、 特別
支援学校（ 中学部、 高等部） の教員

小学校及び義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学校
（ 小学部） の教員

文部科学省　 初等中等教育局　 教育課程課　 教科調査官
文化庁　 参事官（ 芸術文化担当） 付　 教科調査官　 国立
教育政策研究所　 教育課程研究センタ ー
　 研究開発部　 教育課程調査官　 河合紳和

［ 講師（ 箏演習） ］ 大月邦弘

文部科学省　 初等中等教育局　 教育課程課　 教科調査官
文化庁　 参事官（ 芸術文化担当） 付　 教科調査官　 国立
教育政策研究所　 教育課程研究センタ ー　 研究開発部
教育課程調査官　 志民一成

［ 講師（ 箏演習） ］ 大月邦弘

1300( 13000100) 1301( 13010100)

小学校特別活動講座～子ど も が本気で話し 合い、 実践する
学級活動の授業づく り ～

中学校特別活動講座～自分事と し て話し 合い、 実践する 学
級活動の授業づく り ～

本講座では、 実際の授業をも と に学級・ 学校づく り の柱
と なる 学級活動の授業づく り について学び、 日々の授業
や学級経営に向けた実践意欲を高める こ と を めざす。

本講座では、 実際の授業をも と に学級・ 学校づく り の柱
と なる 学級活動の授業づく り について学び、 日々の授業
や学級経営に向けた実践意欲を 高める 。

5月1日( 水) 〈 午後〉 益田市立益田小学校 5月2日( 木) 〈 午後〉 奥出雲町立横田中学校 

小学校、 中学校、 義務教育学校前期課程、 義務教育学校
後期課程及び特別支援学校（ 小学校、 中学部） の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校前期課程、 義務教育学校
後期課程及び特別支援学校（ 小学校、 中学部） の教員

國學院大學　 人間開発学部　 教授　 杉田　 洋 國學院大學　 人間開発学部　 教授　 杉田　 洋
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1302( 13020100) 639( 6390000)

キャ リ ア教育の要！特別活動講座～子ど も の学びを 未来へ
つなぐ キャ リ ア教育～

小学校図画工作科教育講座～造形的な見方・ 考え方を働か
せる 図工の授業を 考えよ う ～【 鑑賞編】

キャ リ ア教育の充実が求めら れる 背景や学習指導要領に
示さ れた理念、 キャ リ ア教育に視点をあてた授業づく り
について、 理解を 深める 。

学習指導要領の趣旨を踏ま え、 児童の発達の段階を踏ま
えた表現領域と 関連さ せた鑑賞の活動の題材開発と 授業
改善を通し て授業力の向上を図る 。

12月13日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン  10月1日( 火) 〈 １ 日〉 島根県立美術館

小学校、 中学校、 高等学校、 義務教育学校およ び特別支
援学校の教員

小学校、 義務教育学校前期課程、 特別支援学校（ 小学
部） の教員

筑波大学　 人間系　 准教授　 京免徹雄

国立教育政策研究所教育課程研究センタ ー研究開発部教
育課程調査官　 文部科学省初等中等教育局教育課程課教
科調査官
   文化庁参事官（ 芸術文化担当） 付教科調査官
      小林恭代

1256( 12560000) 862( 8620100)

中･高等学校美術教育講座 ～生徒が主題を見いだすための
授業のヒ ント を 考える 鑑賞の活動の在り 方～

第１ 回中学校技術教育講座～主体的・ 対話的で深い学びへ
のヒ ント を 探る ～

学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 生徒の発達の段階を踏ま
えた鑑賞の活動を 表現と の関連を 図った題材開発と 授業
改善を通し て授業力の向上を図る 。

平成29年告示学習指導要領と 評価についての理解を一層
深め、 講義・ 協議を通し て育成を目指す資質・ 能力を 明
確にし た授業づく り の在り 方を 考え、 専門的な教科指導
力をさ ら に高める 。

6月18日( 火) 〈 １ 日〉 島根県立美術館 6月28日( 金) 浜田教育センタ ー

中学校、 義務教育学校後期課程、 高等学校、 特別支援学
校（ 中学部及び高等部） の美術科を担当する 教員

中学校、 義務教育学校後期課程及び特別支援学校の技術
分野を担当する 教職員

国立教育政策研究所教育課程研究センタ ー研究開発部教
育課程調査官　 文部科学省初等中等教育局教育課程課教
科調査官
　 文化庁参事官（ 芸術文化担当） 付教科調査官
       平田朝一

桃山学院大学　 兼任講師　 竹中　 章勝 

862( 8620200) 255( 2550000)

第２ 回中学校技術教育講座～主体的・ 対話的で深い学びへ
のヒ ント を 探る ～

小学校国語科教育講座～資質・ 能力の育成のための授業づ
く り ～

平成29年告示学習指導要領と 評価についての理解を一層
深め、 講義・ 協議を通し て育成を 目指す資質・ 能力を 明
確にし た授業づく り の在り 方を考え、 専門的な教科指導
力をさ ら に高める 。

学習指導要領をふま えた講義及び演習を 通し て、 資質・
能力を育成する ための授業づく り について理解し 、 I CT
活用を含めた授業力の向上を図る 。

11月22日( 金) 浜田教育センタ ー 9月12日( 木) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

中学校、 義務教育学校後期課程及び特別支援学校の技術
分野を担当する 教職員

小学校、 義務教育学校前期課程の教員及び特別支援学校
の教員

邑南町立瑞穂中学校　 教頭　 立木光史 島根大学教育学部　 准教授　 冨安慎吾
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528( 5280000) 815( 8150100)

小中学校国語科教育書写実技講座～実技指導のポイ ント を
つかむ～

中・ 高等学校国語科教育講座～生徒の資質・ 能力の確実な
育成のために～

学習指導要領をふま えた、 書写の系統性と 基本的な指導
過程を大切にし た授業づく り について理解し 、 実践的指
導力の向上を図る 。

生徒の資質・ 能力の確実な育成のための国語科における
授業改善・ 学習評価について理解し 実践力をつける 。

11月13日( 水) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー 11月7日( 木) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校の国語科担当教員及び特
別支援学校の教員

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 高等学校、 特別支
援学校の国語科教員

島根県書写書道教育研究会会員（ 島根大学教育学部　 元
教授） 福田哲之
島根県書写書道教育研究会〈 顧問〉 大畑俊正
   〈 会員〉 植田良司、 遠山茂樹

文部科学省初等中等教育局視学官　 文部科学省初等中等
教育局教育課程課教科調査官　 国立教育政策研究所 教
育課程研究センタ ー
　 研究開発部 教育課程調査官・ 学力調査官
       大滝一登

817( 8170100) 887( 8870100)

中・ 高等学校数学科教育講座～生徒を 主語にし た数学教育
の探究～

中・ 高等学校外国語教育講座～バッ ク ワ ード ・ デザイ ンの
授業づく り を 考える ～

数学的な見方・ 考え方を 働かせ、 思考力、 判断力、 表現
力を育む授業づく り について理解し 、 実践的指導力を 高
める 。

「 目標と 指導と 評価の一体化」 を図った授業づく り と 、
学習指導要領で求めら れている 「 学習評価」 についての
理解を深め、 資質・ 能力を育む言語活動や実践的な評価
方法について考える 。

10月2日( 水) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー 11月7日( 木) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 高等学校、 特別支
援学校の数学科担当教員

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 高等学校、 特別支
援学校の英語科担当教員

文部科学省 初等中等教育局　 教育課程課　 教科調査官
国立教育政策研究所 教育課程研究センタ ー　 研究開発
部
　 教育課程調査官　 水谷尚人

島根大学教育学部　 准教授　 猫田英伸

1153( 11530100) 1283( 12830000)

高等学校理科教育化学講座～生徒の姿を 見取り 、 評価し
て、 授業改善につなげよ う ～

高等学校英語ディ ベート 指導のためのジャ ッ ジ養成研修

講義・ 演習を通し て、 学習指導要領（ 平成30年告示） と
評価についての理解を 一層深め、 資質・ 能力を育成する
ための理科の授業を行う 実践的指導力を 高める 。

高等学校の外国語指導における 英語ディ ベート のジャ ッ
ジをと おし て、 グロ ーバル社会における 外国語教育につ
いての理解を 一層深める と も に、 指導力の向上を 図り ま
す。

10月25日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー 10月〈 半日ま たは1日〉 オンラ イ ン実施の予定

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 高等学校、 特別支
援学校の理科担当教員、 理科担当実習教員

島根県内の高等学校又は高等専門学校の英語科教員のう
ち、 希望する 者。

文部科学省　 初等中等教育局　 教育課程課教科調査官
国立教育政策研究所　 教育課程研究センタ ー　 研究開発
部
　 教育課程調査官　 真井克子

0
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206( 2060100) 306( 3060100)

高等学校産業教育実技（ 商業） 講座 高等学校産業教育実技（ 水産） 講座

テク ノ ロ ジーの最新の知識と 技術を身に付け、 今後の教
育現場にも たら さ れる 変化を前向き に捉える 素養を身に
付け、 新たな授業デザイ ンの構築に向けた資質・ 能力の
向上を図る 。

本講座は水産高校機関系教員を 対象に、 最新の船舶機械
の製造工程を 学ぶこ と によ り 機関系教員と し ての資質や
能力向上を 図り 、 教科指導や乗船実習に生かすこ と を 目
的と する 。

8月7日( 水) 島根県教育センタ ー 8月上旬 〈 １ 日〉 ヤンマーキャ ス テク ノ 株式会社

高等学校（ 商業、 情報） の教員 水産高校機関係教員 各校２ 名

ス ク ールエージェ ント 株式会社　 代表取締役、 関東第一
高等学校　 情報科講師　 田中善将

0

1235( 12350100) 1206( 12060000)

学校図書館を活用し た授業改善講座～各教科等の学習活動
を 支える 、 情報活用能力の育成と 活用を考える ～

就学前人権教育講座～「 気になる 子ど も 」 の背景を考える
～

学習指導要領で求めら れている 「 主体的・ 対話的で深い
学び」 の実現に向け、 学校図書館をどのよ う に活用し 、
授業改善を図る のか。 そのヒ ント を学び、 実践的指導力
を 高める こ と をめざす。

幼児期における 人権教育について理解を 深める こ と で、
子ど も 一人一人を 大切にし た幼児教育･保育の実践力向
上につなげる 。

10月3日( 木) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン 8月27日( 火)  〈 午後〉 松江合同庁舎

小学校、 中学校、 高、 特別支援学校、 義務教育学校の教
職員 
（ R6年度は希望者多数の場合、 中学校及び高等学校の教
職員を優先する ）

・ 幼稚園、 認定こ ども 園の教員
・ 保育所の保育士
・ 特別支援学校の幼稚部担当教員

放送大学客員准教授　 塩谷京子 0

1253( 12530000) 1284( 12841200)

子ど も 支援実践講座～気づく 、 つなぐ 、 支える ～
国立療養所長島愛生園訪問研修【 東部発着】 ～ハンセン病

問題を考える ～

学校と 社会福祉と の連携の必要性について理解する と と
も に、 児童生徒やその保護者等の抱える 困難を早期に発
見し 、 適切な支援先につなぎ、 必要な支援を 確実に届け
る こ と ができ る 実践力を 身に付ける 。

ハンセン病療養所への訪問を通し て、 ハンセン病問題に
ついて理解を 深める と と も にハンセン病問題の課題を 認
識し 、 学校での指導・ 啓発に活かす。

9月13日( 金)  〈 １ 日〉 あすてら す
【 松江合同庁舎発着】  8月2日( 金) 〈 １ 日〉 国立療養所長
島愛生園

小学校、 中学校及び義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校の教職員

小学校、 中学校及び義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校の教職員
※今ま でにハンセン病療養所に訪問経験のない方を優先
する 。

0 0



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1284( 12842100) 1189( 11890000)

国立療養所長島愛生園訪問研修【 西部発着】 ～ハンセン病
問題を考える ～

小学校プロ グラ ミ ング教育講座～磨き をかけよ う ！プロ グ
ラ ミ ング的思考を 育む授業づく り ～

ハンセン 病療養所への訪問を通し て、 ハンセン病問題に
ついて理解を深める と と も にハン セン病問題の課題を 認
識し 、 学校での指導・ 啓発に活かす。  

小学校における プロ グラ ミ ング教育の目的、 必要性につ
いての理解を 深め、 プロ グラ ミ ングを実際に体験し なが
ら 、 児童の試行錯誤を大切にし たプロ グラ ミ ング的思考
を 育む授業づく り についての実践的な指導力を高める 。

【 浜田教育センタ ー発着】  7月26日( 金) 〈 １ 日〉 国立療
養所長島愛生園

6月20日( 木) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

小学校、 中学校及び義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校の教職員
※今ま でにハンセン病療養所に訪問経験のない方を優先
する 。

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学校（ 小
学部） 及び中学校技術、 家庭科（ 技術分野） 担当の教員

0 広島工業大学情報学部　 教授　 安藤明伸

1285( 12850100) 1286( 12860100)

GI GAス ク ール時代の遠隔・ オンラ イ ン 活用講座～様々な場
所と つながり 学びの選択肢を 広げよ う ～

GI GAス ク ール時代のアンケート フ ォ ーム活用講座～でき る
と こ ろから ク ラ ウ ド 活用、 やっ てみよ う アン ケート フ ォ ー

ム！【 初級編】 ～

多様な他者と のつながり や学びを 遠隔・ オンラ イ ンを 用
いて実施する ための基本的な考え方や技術を 体験的に学
び、 効果的な活用の方法を身につける 。

「 アンケート フォ ーム」 について、 授業や校務での活用
場面を理解する と と も に、 その実際を体験し 、 実践的な
活用の方法を 身につける 。

6月7日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー 9月13日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校及び特別支援
学校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校及び特別支援
学校の教職員

0 0

1287( 12870100) 1287( 12870101)

GI GAス ク ール時代のク ラ ウ ド 活用講座（ Googl e Wor kspace
f or  educat i on） ～ク ラ ウ ド 活用が学びを豊かにする ！考え

よ う こ れから の授業デザイ ン ～

GI GAス ク ール時代のク ラ ウ ド 活用講座【 Mi cr osof t 365
educat i on】 ～ク ラ ウ ド 活用が学びを 豊かにする ！考えよ う

こ れから の授業デザイ ン ～

GI GAス ク ール構想によ り 整備さ れたク ラ ウ ド 環境を効果
的に活用し 、 児童生徒の協働的な学びを 取り 入れた授業
設計力を 身につける 。

GI GAス ク ール構想によ り 整備さ れたク ラ ウ ド 環境を効果
的に活用し 、 児童生徒の協働的な学びを 取り 入れた授業
設計力を身につける 。

10月22日( 火) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー 11月8日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー 

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校及び特別支援
学校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校及び特別支援
学校の教員

島根県教育センタ ー　 研究・ 情報ス タ ッ フ　 指導主事 島根県教育センタ ー　 研究・ 情報ス タ ッ フ　 指導主事



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1288( 12880100) 1289( 12890100)

GI GAス ク ール時代のNHK f or  School 活用講座～１ 人１ 台端
末×NHK f or  school で子ど も たちの学びを広げよ う ！深め

よ う ！～

GI GAス ク ール時代の教育情報セキュ リ ティ 講座～日々変遷
を 遂げる 教育情報シス テム及び情報セキュ リ ティ の理解～

多く の学校授業用動画コ ンテンツ を有する 「 NHK f or
School 」 の制作背景やねら いについて理解し 、 その視聴
と 授業での活用を 構想し 授業実践力を高める 。

GI GAス ク ール構想の実現に向けた１ 人１ 台端末の導入や
進むク ラ ウ ド 活用を背景に、 高ま る 教育情報セキュ リ
ティ の重要性について理解を深め、 最新の動向に関する
講義を通じ て教育情報セキュ リ ティ に関する 実践力を 高
める 。

10月30日( 水) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー、 オンラ イ ン 10月3日( 木) 〈 午前〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校及び特別支援
学校の教職員（ 集合20名、 オンラ イ ン10名）

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校及び特別支援
学校の教職員

NHK放送文化研究所　 主任研究員　 宇治橋祐之
柏市教育委員会　 教育研究専門アド バイ ザー
    西田　 光昭

1290( 12900100) 1291( 12910000)

GI GAス ク ール時代の情報モラ ル講座～1人1台端末を 持つの
が当たり 前の時代に求めら れる 情報モラ ルと は？～

GI GAス ク ール時代の子ど も の情報活用能力育成講座～情報
活用能力を 高める 授業デザイ ンのヒ ン ト に～

GI GAス ク ール構想の実現に向けた１ 人１ 台端末の導入等
を 背景に、 高ま る 情報モラ ルの重要性について理解を 深
め、 最新の動向に関する 講義を通じ て情報モラ ルに関す
る 実践力を高める 。

学習の基盤と なる 資質・ 能力の1つと し て位置づけら れ
た情報活用能力の育成についての基本的な考え方を理解
する と と も に、 情報活用能力の育成・ 発揮を位置づけた
授業を構想する 力を高める 。

10月3日( 木) 〈 午後〉 オンラ イ ン 11月26日( 火) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校及び特別支援
学校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校及び特別支援学校（ 小学
部、 中学部） の教員

常葉大学　 講師　 酒井郷平 東北学院大学文学部　 教授　 稲垣　 忠 

1292( 12920000) 921( 9210000)

GI GAス ク ール時代の１ 人１ 台端末活用講座～デジタ ルと の
よ き つき あい方をデジタ ル・ シティ ズンシッ プ教育の視点

から 考える ～

不登校の理解と 支援講座 ～ 不登校の要因や背景について
理解を 深め、 よ り よ い支援について考えたい方へ ～

GI GAス ク ール構想の実現に向けた１ 人１ 台端末環境等を
踏ま え、 デジタ ルと のよ き つき あい方を デジタ ル・ シ
ティ ズン シッ プ教育の視点から 考える 。

島根県の喫緊の課題である 不登校への理解を深め、 子ど
も たちの社会的な自立を 目指し てど のよ う に支える の
か、 支援の視点について考え、 対応する 力を高める 。

9月19日( 木) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー、 オンラ イ ン
（ 集合20名、 オンラ イ ン10名)

〈 第１ 回〉 6月27日( 木) ～7月4日( 木) オンデマンド
〈 第２ 回〉 7月5日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 高等学校、 義務教育学校及び特別支援
学校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

一般社団法人 メ ディ ア教育研究室 代表理事
    今度　 珠美

〈 第１ 回〉 教育指導課（ 子ども 安全支援室指導主事）
〈 第２ 回〉 奈良女子大学　   教授　   伊藤美奈子



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1298( 12980000) 1299( 12990100)

子ど も 理解と 支援講座 ～ 個や集団への理解を 深め、 子ど
も へのかかわり を 見直し たい方へ ～

すべての教職員に役立つ！支援につながる 子ど も の理解講
座～子ど も の願いに寄り 添う ための教師の基本姿勢～

児童・ 生徒の発達の理解を踏ま えたかかわり を考え、 相
手を大切にし た支援への意欲を高める 。

通常の学級等における 特別な支援を 必要と する 子ども 一
人一人の学びの保障の視点から 、 子ども 理解に努め、 子
ど も の願いに寄り 添ったかかわり と 支援について学び、
実践に生かそう と する 態度を身につける 。

9月12日( 木) 〈 午後〉 ハイ ブリ ッ ド 型研修( 島根県教育セ
ンタ ー、 オンラ イ ン)

10月29日( 火) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校及び特別支援
学校の教職員

島根大学　 人間科学部　 教授　 岩宮恵子 宮城学院女子大学　 教授　 梅田真理

1100( 11000000) 1215( 12150100)

教職員のかかわる 力を高める 実践講座～子ど も や保護者・
同僚と のかかわり を よ り よ く し たい方へ ～

特別支援教育専門講座～Let‘s support！通常の学級に在籍す
る子どもたちのために　個の学びと集団での学び～

体験的な演習を通し て、 子ども や保護者・ 同僚と のよ り
よ いかかわり や支援について理解を深める と と も に実践
力を高める 。

通常の学級に在籍する 多様な教育的ニーズを必要と する
子ど も の理解を深め、 専門知識を習得し 、 日々の実践に
活かそう と する 態度を身に付ける 。

11月14日( 木) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー 9月13日( 金) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校及び特別支援
学校の教職員

県内講師( SC等) 複数名
ノ ート ルダム清心女子大学　 准教授　 イ ンク ルーシブ教
育研究センタ ー
　 センタ ー長　 青山新吾

1303( 13030000) 1222( 12220000)

学級作り 仲間作り 講座 よ り よ い関係づく り 実践講座

全国の多く の学校で実施さ れている 「 ス リ ンプル・ プロ
グラ ム」 の実践的な取り 組みについて、 開発者である 曽
山先生の講義と 演習を 通じ 、 学級作り 、 仲間作り につい
て学ぶ。

カウ ンセリ ング的なコ ミ ュ ニケーショ ン力、 保護者と か
かわる 力、 子ども と かかわる 力、 事例から 学ぶ力を2日
間の演習を 中心に学ぶ

5月30日( 木) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー 8月21日( 水) ～8月22日( 木) 〈 2日間〉 浜田教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

小学校　 中学校　 高等学校　 特別支援学校

かかわり プロ グラ ム　 Sl i mpl e代表　 曽山和彦
島根県ス ク ールカウ ンセラ ー　 稲田　 彰、 森田　 清、 玉
木　 敦



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1143( 11430000) 1216( 12160100)

特別支援学校・ 特別支援学級における 授業づく り 講座～思
春期・ 青年期の知的障がいのある 子ど も の自立活動を メ ン

タ ルヘルス の視点から 考える ～

教育相談コ ーディ ネータ ー養成講座～教育相談コ ーディ
ネータ ーの役割を 学ぼう ～【 東部】

知的障がいのある 子ど も の思春期・ 青年期における メ ン
タ ルヘルス の不調に関する 基本的情報について学び、 事
例などを 基に理解を深める 。 ま た、 学校現場において実
際に指導・ 支援を 担う 教職員の役割について考える 。

　 教育相談の目的は、 児童生徒が将来において社会的な
自己実現ができ る よ う な資質・ 能力・ 態度を形成する よ
う に働き かける こ と である 。 教育相談は、 生徒指導の一
環と し て位置付けら れ、 重要な役割を担う も のである こ
と を踏ま えて、 生徒指導と 教育相談を一体化さ せて、 全
教職員が一致し て取組を 進める こ と が必要である 。
　 教育相談コ ーディ ネータ ーに求めら れる 役割につい
て、 講義・ 演習を と おし て理解を深め、 各学校の教育相
談体制の中核と し て、 学校内外の人的・ 物的資源をコ ー
ディ ネート でき る 人材の育成を 図る 。

9月25日( 水) 〈 午後〉 オンラ イ ン 8月2日( 金) 〈 午前〉 松江合同庁舎

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員（ 教育相談コ ーディ ネータ ー、 不登校支援担
当者、 養護教諭等で希望さ れる 方）
※同一校から 複数名の参加も 認める

信州大学教育学部准教授　 下山真衣 0

1216( 12160200) 1233( 12330100)

教育相談コ ーディ ネータ ー養成講座～教育相談コ ーディ
ネータ ーの役割を学ぼう ～【 西部】

居場所づく り ・ 絆づく り 実践講座( オンラ イ ン) 　 ～教育工
学を 活用し た全ての児童生徒が社会と つながる 方法と 、 教

職員の豊かな居場所・ 絆づく り も 含めて～

　 教育相談の目的は、 児童生徒が将来において社会的な
自己実現ができ る よ う な資質・ 能力・ 態度を 形成する よ
う に働き かける こ と である 。 教育相談は、 生徒指導の一
環と し て位置付けら れ、 重要な役割を担う も のである こ
と を踏ま えて、 生徒指導と 教育相談を一体化さ せて、 全
教職員が一致し て取組を 進める こ と が必要である 。
　 教育相談コ ーディ ネータ ーに求めら れる 役割につい
て、 講義・ 演習を と おし て理解を 深め、 各学校の教育相
談体制の中核と し て、 学校内外の人的・ 物的資源をコ ー
ディ ネート でき る 人材の育成を図る 。

　 学校教育において基盤と なる 生徒指導と 学習指導はす
べての児童生徒を 対象と する も のであり 、 学級経営、
日々の授業、 児童生徒理解において、 生徒指導の実践上
の４ つの視点（ 自己存在感の感受、 共感的人間関係の育
成、 自己決定の場の提供、 安全・ 安心な風土の醸成） を
生かし た積極的な生徒指導を推進でき る よ う に指導力の
向上を図る 。  

8月1日( 木) 〈 午前〉 浜田合同庁舎 7月26日( 金) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員（ 教育相談コ ーディ ネータ ー、 不登校支援担
当者、 養護教諭等で希望さ れる 方）
※同一校から 複数名の参加も 認める

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

0 静岡大学   准教授　 塩田真吾

1194( 11940000)

教育法規の基礎講座

事務職員が知っておく べき 法律の基礎を 学習し 、 法令に
基づいた事務処理能力の向上を図る 。

9月13日( 金) 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校事務職員

0 0
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9019( 90190000) 9020( 90200000)

図画工作科の授業と 教材開発 小学校社会科の授業デザイ ン と 教材開発

小学校図画工作科教育における 基礎的な教材を体験的に理解
し 、 子ど も が表現し やすい教材開発のコ ツを掴みま す。
○ 絵に表す： 着色の具体的な方法・ 技術（ 点描と 陰影法） を
学びま す。
○ 立体に表す： 石膏を活用し た造形活動で、 子ども の興味・
関心の高め方を学びま す。
○ 造形遊び： 体全体を使って活動する 「 ビデオザウ ルス が
やってき た！」 の授業ビデオを視聴し 、 授業設定の工夫を学
びま す。
○ 版に表す： 普段の生活で捨てら れる も のから 、 簡単な版作
り をする 。 刷る こ と の楽し さ を学びま す。

本講習ではま ず、 現行小学校学習指導要領社会科につい
て、 教育改革の動向をふま えながら 、 その目標や内容に
ついて解説し ま す。 次に、 学習指導要領社会科の特色、
子ど も の社会的な見方・ 考え方を育てる 社会科授業づく
り のポイ ント について考察し ま す。 さ ら に、 「 主体的・
対話的で深い学び」 の観点から の小学校社会科授業改善
や具体的な教材開発について検討し ま す。

８ 月27日( 火) 〈 １ 日〉 山陰教員研修センタ ー
7月26日( 金) 〈 １ 日〉 山陰教員研修センタ ー＋YouTube
Li ve配信

小学校、 義務教育学校前期課程の社会科担当教員（ 対象
教科外の方でも 受講可能ですが、 専門的な内容も 含みま
す）

小学校、 義務教育学校前期課程 の社会科教員（ 対象教
科外の方でも 受講可能ですが、 専門的な内容も 含みま
す）

島根大学教職大学院　 教授　 川路澄人
島根大学教職大学院　 教授　 加藤寿朗
島根大学教育学部附属義務教育学校前期課程
    副校長・ 和田律央、 教諭・ 仁宮　 香

9023( 90230000) 9024( 90240000)

小学校「 外国語活動」 「 外国語科」 の理論と 実践 教育評価の新たな地平

小学校「 外国語活動」 「 外国語科」 の目標・ 意義・ 評価
についての基本を再確認する こ と に加え、 児童の発達段
階・ 学習者要因に応じ た指導の在り 方、 小中連携につい
ても 理解を深めま す。 演習では、 実際の教材（ 勤務校で
使用し ている 教科書） を用いて、 実際に言語活動案や評
価（ ルーブリ ッ ク ） 案を小グループで作成し ま す。

本研修は、 評価の意義について再考し たり 新たな可能性
を 追究し たり する こ と を ねら いと する 。 近年着目さ れる
パフ ォ ーマン ス 評価における ルーブリ ッ ク と ポート フ ォ
リ オ評価の意義、 今後求めら れる 学習と 評価のあり 方に
ついて受講者と 共に検討し ていく 。

8月27日( 火) 〈 １ 日〉 山陰教員研修センタ ー
8月20日( 火) 〈 １ 日〉 山陰教員研修センタ ー＋YouTube Li ve配
信

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の外国語担当教員（ 対象教科外の方でも 受講可能で
す）

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員（ 対象校種外の方でも 受講可能ですが、 専門的
な内容も 含みま す）

島根大学教育学部　 講師　 篠村恭子 島根大学教育学部　 教授　 深見俊崇

9026( 90260000) 9028( 90280000)

児童・ 生徒のこ こ ろ の理解～愛着の視点から ～ チーム学校の可能性を 拓く

教育現場では、 様々な問題の言動を呈する 子ど も たちが
いま す。 その対応や支援をど のよ う にし たら よ いかを 、
発達障がいだけでなく 、 愛着の問題の視点も 入れて考え
る 研修にし たいと 思いま す。

働き 方改革の導入によ り 教育シス テム、 教職員の意識が
今大き く 変わり つつあり ま す。 こ こ では今後ま すま す重
要になってく る 連携教育を一貫教育と 合わせて、 チーム
学校と いう 視点で考えてみたいです。 連携の必要性は理
解する が何故実践でき ないのか、 現場の様々な場面をと
ら えて考えてみたいです。

10月17日( 木) 〈 午後〉 山陰教員研修センタ ー 8月19日( 月) 〈 午後〉 山陰教員研修センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員（ 対象校種外の方でも 受講可能ですが、 専門的
な内容も 含みま す）

前島根大学教育学部　 教授　 稲垣卓司
鳥取市立学校アド バイ ザー（ 元鳥取市教育委員会次長、
元鳥取市立北中学校校長、 元島根大学教育学部特任教
授） 　 木下公明
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9029( 90290000) 9030( 90300000)

地域問題解決型探究学習の開発 いじ めの早期発見・ 早期対応～小中の事例を 基に考える ～

新し い学習指導要領では社会に開かれた教育課程の実現
が求めら れていま すが、 それは何故なのでし ょ う か。 地
域と 協働し て教育活動を展開し ていく 意義や価値を踏ま
えつつ、 多く の学校で実施さ れている 地域課題解決型の
探究学習をいかに設計し 、 動かし ていく かを 考えていく
ための講座です。

小中学校における 、 いじ めの発生件数は増加し ている 。
し かし 、 いじ めをいじ めと 認知し ないで、 児童生徒間の
人間関係のト ラ ブルと 置き 換えたり 、 普段あり がちな問
題と 捉えたり し て対応が遅れ、 中には重大事態に発展し
たり 、 命にかかわったり する 事案も 見ら れる 。 重大事態
から 見える 学校における いじ めの対応の課題や事例を基
に、 組織の一員と し ての在り 方や保護者対応について受
講者同士でも 意見を交わし 、 早期発見、 早期対応のヒ ン
ト を探る 。

6月28日( 金) 〈 午後〉 山陰教員研修セン タ ー＋YouTube
Li ve配信

7月22日( 月) 〈 １ 日〉 山陰教員研修センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員（ 対象校種外の方は受講でき ま せん）

島根大学大学教育セン タ ー　 准教授　 中村怜詞

元島根大学教職大学院特任教授　 三島　 修治
小村臨床心理士事務所所長　 元浜田児童相談所所長
　 　 小村俊美
原　 市弁護士事務所　 島根県弁護士会　 弁護士
    原　 市

9031( 90310000) 9033( 90330000)

教師の働き 方改革～研究と 現場と の交流を 通し て考える ～ 学校の組織マネジメ ント と 危機管理

近年注目を集めている 教師の働き 方について、 政策的動
向と 全国調査のデータ から 現状を 学びま す。 そのなか
で、 社会調査についての基本的な考え方、 データ の見方
についても お話し し ま す。 皆様が直面し ている 学校の働
き 方について、 参加者同士での意見交流や、 他自治体の
取り 組み事例など の共有をふま えて、 こ れから の教師の
働き 方について考察し ま す。

本研修では、 ま ず、 近年の教育改革から 学校における 組
織マネジメ ン ト と 危機管理にかかわる 諸動向を確認し た
上で、 今後の学校組織と マネジメ ン ト 、 危機管理の在り
方と その課題と について理解を深めま す。

7月22日( 月) 〈 １ 日〉 山陰教員研修セン タ ー＋YouTube
Li ve配信

8月19日( 月) 〈 午前〉 山陰教員研修センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

静岡大学教職センタ ー　 特任助教 　 上地香杜 島根大学教育学部　 講師　 小早川倫美

9034( 90340000) 9035( 90350000)

障がいのある 子を 養育さ れている 保護者の「 語り 」 から の
学び

子ど も 理解と かかわり ～特別支援教育の視点から ～

園や学校において、 保護者と 連携し て子ど も を育ててい
く こ と は重要かつ不可欠である こ と は誰も が理解し てい
ま す。 し かし 、 実際の「 連携」 は容易ではなく 、 「 〇〇
すればいい」 と いった正解がある わけでも あり ま せん。
そこ で本講習では、 特別な支援を 必要と する お子さ んを
育てる ある 一人の保護者を招き 、 子育てのこ れま でと
今、 そし て未来を語っ ていただく こ と を通し て、 園や学
校での関わり を吟味、 考察し ま す。 その上で、 園や学校
と すれば、 何を大切にし 、 ど んなこ と を、 ど のよ う に行
えばよ いのかについて検討し ま す。

特別支援教育の制度化から 10余年が経過し た今日、 園や
学校においては、 子ど も を理解し 支える 多く の取組が展
開さ れていま す。 「 教育的ニーズ」 を把握し それに応え
る と いう こ れま での特別支援教育に関する 実践を 振り 返
り ながら 、 こ れから の特別支援教育のあり 方について、
「 心育て」 を キーワ ード に検討し ていき ま す。

10月10日( 木) 〈 午後〉 山陰教員研修センタ ー
10月31日( 木) 〈 午後〉 山陰教員研修センタ ー＋YouTube
Li ve配信

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

島根大学教職大学院　 教授　 原　 広治 島根大学教職大学院　 教授　 原　 広治
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9036( 90360000) 9037( 90370000)

学校教育における 「 多文化共生」 教室空間における イ ン ク ルージョ ン

本研修では、 学校教育における 「 多文化共生」 につい
て、 その学術的な議論を踏ま えつつ、 実践に関わる 知見
を深める こ と を目指し ま す。 本研修を受講する こ と によ
り 、 主に次の成果を得る こ と が期待でき ま す。 ①「 多文
化共生」 に関わる 学術的議論を理解する こ と ができ る 。
②外国の「 多文化共生」 に関わる 実践例から 参照でき る
点を導き 出すこ と ができ る 。 ③日本の学校教育における
「 多文化共生」 の実践を具体的に考案する こ と ができ
る 。

本研修では、 以下の2つの問いについて参加者と と も に
考えま す。
①イ ンク ルージョ ン（ 包摂） と はど のよ う な状態のこ と
を 指すのか
②特定の子ど も の参加を 阻んでいる も のは何か
当日は教育社会学や障害学等の知見を学んだあと で、 参
加者同士でディ ス カッ ショ ンをする 予定です。 こ れら の
活動を通し て、 「 イ ンク ルーシヴ教育」 をめぐ る 既有知
識を更新し ていく こ と を 目指し ま す。

10月7日( 月) 〈 午後〉 オンラ イ ン 10月24日( 木) 〈 午後〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

兵庫教育大学大学院学校教育研究科　 講師
　 　 坂口真康

常葉大学健康プロ デュ ース 学部　 准教授
　 　 羽田野真帆

9042( 90420000) 9043( 90430000)

令和の日本型学校教育の実現を 目指し た探究学習指導・
STEAM教育のノ ウ ハウ （ 基礎編）

楽曲分析を 基盤と する 合奏教材指導法

「 令和の日本型学校教育」 では、 探究的な学びが重要だ
と さ れていま す。 特に、 高等学校では、 従来のSSH校で
の課題研究等に加え、 「 総合的な探究の時間」 や「 理数
探究」 が設定さ れま し た。 し かし 、 こ う いっ た探究的な
学びをど う 指導し ていけば良いのかは悩みど こ ろです。
そこ で、 本研修では、 探究的な学びやSTEAM教育など に
ついて改めて考え、 特に、 アカデミ ッ ク ス キルに注目
し 、 論理構成に注目し た資料の探し 方、 引用の仕方、 ス
ラ イ ド のま と め方、 プレ ゼンテーショ ンの指導について
要点を絞って学びま す。

部活動等における 主に小編成吹奏楽（ アンサンブル） の
指導者で、 経験年数の比較的浅い、 中学・ 高校の音楽科
教員の方を想定し た研修です。 簡易な歌唱・ 器楽曲を題
材と し て、 ま ずは形式・ 形態分析を 核と する 楽曲分析を
行い、 その成果を生かし た合奏の指導法を、 指揮実践に
よ って考察し ま す。 指揮実践は、 学生によ る ピ アノ 連弾
や5名程度のアンサンブルを対象と し て行う 予定です。

7月25日( 木) 〈 午後〉 山陰教員研修セン タ ー＋YouTube
Li ve配信

6月25日( 火) 〈 午後〉 山陰教員研修センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

中学校、 義務教育学校後期課程、 高等学校の音楽担当教
員（ 対象校種外の方でも 受講可能） （ 対象教科外の方で
も 受講可能ですが専門的内容も 含みま す）

島根大学教育学部　 教授　 御園真史
島根大学教育学部　 教授　 深見俊崇
島根大学教職大学院　 講師　 松尾奈美

島根大学教育学部　 教授　 河添 達也

9044( 90440000) 9045( 90450000)

山陰地域の教育の現在
英語学習における 学びの多様性と 、 授業での工夫を考える

（ 理論編）

本研修では、 統計データ を用いて山陰の教育を読み解い
ていき ま す。 こ の際、 山陰の教育の特徴を理解する こ と
に加えて、 データ を用いた簡単な解析を受講者自身が行
う こ と で、 統計データ の解釈の仕方についても 学びま
す。 こ れら を通し て、 データ に基づいた思考と それに基
づいた教育実践について、 そも そも 「 格差」 と は何かと
いう こ と も 含めて考えま す。

社会のグロ ーバル化・ 多様化が進み、 小中高を通し て言
語活動の充実・ 発信力向上が重視さ れていま す。 母語で
はない言語を 学ぶこ と に、 他の教科にはない「 楽し さ 」
を 感じ る 子ど も も いれば、 困難さ を 抱える 子ど も も いま
す。 授業の中で、 子ど も たちの困難さ をど のよ う に見取
り 、 ど のよ う な工夫を加えていけばよ いでし ょ う か。 そ
の背景や事例を紹介し ま す。

6月27日( 木) 〈 午後〉 山陰教員研修セン タ ー( 7/19( 金) ～
8/23( 金) オンデマンド も 含める )

7/19( 金) ～8/23( 金) オン デマンド （ YouTube限定公開）

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の英語担当教員

島根大学教育学部　 講師　 津多成輔 島根大学教職大学院　 特任教授　 大谷みど り
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9046( 90460000) 9047( 90470000)

Q-U調査を 活用し た児童生徒理解、 学級集団理解に基づく 教
育実践のあり 方

「 宇宙」 を 素材と し たイ ン ク ルーシブな探究活動

児童生徒理解や学級集団の理解に活用さ れている Q-U調
査について、 理論的な背景や結果の分析の仕方を学び、
生徒指導や教育相談、 学級経営など 、 日々の教育実践に
ど のよ う に役立てる こ と ができ る のかについて考える 。

「 宇宙」 と の出会いをき っかけと し て子ど も たちの思考
力と 探究力を 伸ばすこ と を目的と し た宇宙教育について
理解し 、 多様な学習者が協働し て学ぶ学習環境について
考えま す。 （ 担当教科に関わら ずご 参加いただけま
す。 ）

7月23日( 火) 〈 午前〉 山陰教員研修セン タ ー＋YouTube
Li ve配信

7月23日( 火) 〈 午後〉 山陰教員研修センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

島根大学教職大学院　 准教授　 川俣理恵 島根大学教育学部　 准教授　 香川奈緒美

9048( 90480000) 9049( 90490000)

多様性と 共に生き る 学校について考える 中学校技術・ 家庭科技術分野の問題解決のアッ プデート

学校では、 発達上の特性、 障がい、 ジェ ンダー・ 性自
認、 外国にルーツ のある 人々の増加によ る 文化間の相違
等、 配慮すべき 要素が増加・ 多様化し ている 。 本研修で
は、 こ う し た学校をめぐ る 多様化に通底する 「 共生」 に
ついての理解を主体的・ 対話的な学びによ っ て深める 。
具体的には、 「 共生」 に関する 基本的な事項を概説し た
上で、 書籍（ 『 共生と 希望の教育学』 筑波大学出版会）
の講読し た上で、 討議を行う 中で学校のあり 方を考え
る 。

中学校技術・ 家庭科技術分野の問題解決について、 最新
の知見にも と づいた内容を提案し ま す。 特に、 エネル
ギー変換の技術や情報の技術ある いは、 相互に統合し た
問題解決について考えてま す。 こ れま でのキッ ト を用い
た問題解決から 、 個別最適な学びに対応し 、 学習指導要
領の具現化に転換する と こ をねら いと し た問題解決への
変換を目指し ま す。

7月25日( 木) 〈 １ 日〉 山陰教員研修セン タ ー 7月30日( 火) 〈 １ 日〉 山陰教員研修センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

中学校、 義務教育学校後期課程の技術・ 家庭科担当教員
（ 対象校種外の方でも 受講可能ですが、 専門的な内容も
含みま す）

島根大学教育学部　 講師　 津多成輔
元島根大学教職大学院　 教授　 齋藤英明

島根大学教職大学院　 教授　 橋爪一治

9050( 90500000) 9051( 90510000)

地理を 専門と し ない教員のための「 地理総合」 入門 アセス メ ン ト の重要性と 多機関連携の在り 方

必修化し た「 地理総合」 において用いら れる ツ ールを わ
かり やすく 、 具体的に学びま す。 主な内容は、 ①地図・
地理情報シス テム、 ②自然環境・ 防災、 ③生活圏の調査
など です。 地理を専門と し ない教員はも ちろ ん、 専門と
する 教員の受講も 歓迎し ま す。

本研修では、 多様化、 複雑化し ている 子ど も の課題に対
応し 、 支援する ために子育ての環境や子ど も の生活の変
化を理解する 。 それと と も に、 心の問題や子ど も たちの
置かれている 環境の問題が絡み合う 課題に効果的に対応
し ていく ための多職種連携を踏ま えた心理職や福祉職の
専門性を理解する 。 ま た、 特別な支援を要する 子ど も の
支援に関わる 関係機関と の連携の実態を知り 、 多職種の
専門性を活用する 視点を 身に付ける 。 連携を意図し たア
セス メ ント やプラ ニングの事例演習をし たう えで教職員
がチームで子ど も たちの支援を行う こ と の重要性を意識
づける と と も に、 教師と し ての専門性と 役割を認識す
る 。

8月8日( 木) 〈 １ 日〉 山陰教員研修センタ ー＋YouTube
Li ve配信

8月8日( 木) 〈 １ 日〉 山陰教員研修センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の地理歴史、 社会科担当教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員（ 対象校種外の方でも 受講可能です）

島根大学教育学部　 教授　 作野広和

島根大学教育学部教職大学院　 特任教授　 藤原　 建
元鳥取県米子児童相談所　 所長　 山澤  重美
元島根大学教育学部教職大学院　 特任教授　 岡崎　  茂
元島根大学教育学部　 特任教授　 宇城　  明
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9052( 90520000) 9053( 90530000)

予防・ 開発的生徒指導　 聴く こ と から はじ める
人間関係づく り

Ｕ Ｄ Ｌ に基づく 中学校・ 高等学校数学科の指導

不登校やいじ め、 発達など の問題を抱えた子ど も たちの
理解と 対応について事例を用いながら ポイ ン ト を整理し
ていき ま す。 さ ら に、 そう し た子ど も たちも 含めて、 す
べての児童生徒がよ り よ い学校生活ができ る よ う に、 予
防・ 開発的アプロ ーチの事例を紹介し 、 実際に先生方に
も ワ ーク を体験し ていただき 学びを深めていき たいと 思
いま す。

学校現場で、 近年UDL（ Uni ver sal  Desi gn f or
Lear ni ng） に基づく 指導が注目さ れていま す。 UDLは、
脳科学、 自己調整学習など さ ま ざま な学習理論に基づい
ており 、 すべての学習者のために提唱さ れていま す。 特
に、 数学の内容は体系的に学ぶ側面が強いこ と から 、 定
着が不十分な場合、 後の学習に支障をき たすこ と が多々
あり ま すが、 発想や視点を変える こ と で、 驚く ほど 容易
に乗り 越えら れる こ と も あり ま す。 本研修では、 UDLに
ついての考え方の本質を 学んだ後、 数学の学習内容を
ベース に、 UDLに基づく 具体的な指導方法や支援の仕方
を 考えま す。

8月9日( 金) 〈 午後〉 山陰教員研修センタ ー
8月21日( 水) 〈 午前〉 山陰教員研修センタ ー＋YouTube
Li ve配信

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

中学校、 義務教育学校後期課程、 高等学校、 特別支援学
校（ 中学部・ 高等部） の数学科担当教員（ 対象校種外の
方でも 受講可能です） （ 対象教科外の方でも 受講可能で
す）

女子美術大学芸術学部　 特任准教授　 高橋智子 島根大学教育学部　 教授　 御園真史

9054( 90540000) 9055( 90550000)

中学校・ 高等学校数学科における 数学的モデリ ン グの
指導と キャ リ ア教育

支援につなげる ための不登校理解～早期支援に焦点を あて
て～

現行学習指導要領においては、 数学的活動は「 算数・ 数
学の問題発見・ 解決の過程」 に基づいて実施し ていく こ
と が明確にさ れま し た。 こ の過程には、 日常生活や社会
の事象から 始めて、 数学的な世界で解決する 数学的モデ
リ ングの要素が含ま れていま す。 数学的モデリ ングは、
さ ま ざま な学問分野で扱われる だけでなく 、 社会のさ ま
ざま な場面で欠く こ と ができ ま せん。 本研修では、 そう
いった社会につながる 数学の指導のためのI CTの活用も
含む教材の紹介と 、 具体的な職業、 学問分野へと 接続を
考える こ と で、 生徒へのキャ リ ア教育へと つなげま す。

本研修では、 不登校児童生徒の支援を行う にあたって欠
かすこ と ができ ない、 不登校理解の方法について学びま
す。 具体的には、 欠席行動が生起し 維持さ れる メ カニズ
ム 、 アセス メ ント のポイ ント について理解を深める こ と
を 目指し ま す。 アセス メ ント については、 不登校状態が
長期化する と 支援が難し く なる 場合が多いこ と を ふま
え、 特に早期支援に焦点をあてて学んでいき ま す。

8月21日( 水) 〈 午後〉 山陰教員研修セン タ ー 9月5日( 木) 〈 午後〉 山陰教員研修センタ ー

中学校、 義務教育学校後期課程、 高等学校の数学科担当
教員（ 対象校種外の方でも 受講可能ですが、 専門的な内
容を含みま す） （ 対象教科外の方でも 受講可能ですが、
専門的な内容を含みま す）

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校の教員
（ 対象校種外の方でも 受講可能です）

島根大学教育学部　 教授　 御園真史 東京学芸大学教育学部　 講師　 江角周子

9056( 90560000) 9057( 90570000)

英語学習における 学びの多様性と 、 授業での工夫を 考える
（ 理論・ 実践編）

特別支援教育における 医療職と の連携

社会のグロ ーバル化・ 多様化が進み、 小中高を通し て言
語活動の充実・ 発信力向上が重視さ れていま す。 母語で
はない言語を学ぶこ と に、 他の教科にはない「 楽し さ 」
を感じ る 子ど も も いれば、 困難さ を抱える 子ど も も いま
す。 授業の中で、 子ど も たちの困難さ をど のよ う に見取
り 、 ど のよ う な工夫を 加えていけばよ いでし ょ う か。 そ
の背景や事例を紹介し ま す。

特別支援教育の対象と なる 児童生徒の障害の状態は重
度・ 重複・ 多様化し ており 、 教師の専門性の一つと し
て、 医療職と の連携が求めら れていま す。 「 連携」 や
「 協働」 について解説する と と も に、 事例と し て理学療
法士や看護師と の連携のポイ ント を 確認し たう えで、 勤
務校の現状を 検討し ま す。

7/19( 金) ～8/23( 金) 〈 オンデマン ド 〉 ＋
9月26日( 木) 〈 午後〉 山陰教員研修セン タ ー

11月12日( 火) 〈 午後〉 山陰教員研修センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の外国語担当教員（ 対象教科外の方でも 受講可能です
が、 専門的な内容も 含みま す）

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

島根大学教職大学院　 特任教授　 大谷みど り 島根大学教育学部　 准教授　 藤川雅人
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9058( 90580000) 9059( 90590000)

子ど も の主体的な学びを 実現する 道徳科の授業づく り （ 小
学校向け）

国語科における 漢字学習の支援

本研修では、 近年の道徳教育の政策動向を踏ま え、 こ れ
から の道徳教育の在り 方について、 講義と 演習を通じ て
理解を深める 。 具体的には、 ①「 特別の教科　 道徳」 が
目指す授業づく り のポイ ント について概説し た上で、 ②
実際に、 読み物教材を 用いてグループワ ーク 等を行いま
す。

こ の研修は、 小学校や中学校の国語科において「 漢字」
の学習をど のよ う に支援し ていく かを考える ための研修
です。 「 漢字」 に関する 基礎知識を 改めて学ぶと と も
に、 それぞれの学年の漢字にど のよ う な特徴がある のか
を 検討する こ と で、 ど のよ う に学習支援を発想する かを
学ぶ研修になっていま す。

12月12日( 木) 〈 午後〉 山陰教員研修センタ ー
7月29日( 月) 〈 １ 日〉 山陰教員研修センタ ー＋YouTube
Li ve配信

小学校、 義務教育学校前期課程、 特別支援学校（ 小学
部） の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の国語科担当教員

島根大学教育学部　 准教授　 塩津英樹 島根大学教育学部　 准教授　 冨安慎吾

9060( 90600000) 9061( 90610000)

教師の多様性を 活かすための学校の変革と リ ーダーの役割
「 教育×テク ノ ロ ジー」 で培う 「 自ら 学ぶ力」 ～自己調整

学習を 促進する ために～

現在の社会は、 VUCA（ Vol at i l i t y： 変動性、
Uncer t ai nl y： 不確実性、 Compl exi t y： 複雑性、
Ambi gui t y： 曖昧性） な社会と その特徴が表現さ れる こ
と があり ま す。 そう し た社会において「 多様性を活か
す」 こ と をキーワ ード に、 学校を ど のよ う に変革し てい
く か、 組織論の知見を 基に考えていき ま す。

教育において自ら 学ぶ力を育成する ニーズが高ま ってい
る 。 学習指導要領において「 主体的・ 対話的で深い学
び」 、 中央教育審議会答申において「 個別最適な学び」
など と 表現さ れている こ れら の学びは、 おおむねI CTを
活用し た自己調整学習に該当し ている と 考えら れる 。 本
研修では、 AI を含むデジタ ルテク ノ ロ ジによ る 自己調整
学習の促進・ 支援の方法についてグループワ ーク を通じ
て学んでいく 。

8月5日( 月) 〈 午後〉 オンラ イ ン 10月7日( 月) 〈 午前〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

大分大学教職大学院　 准教授　 熊丸真太郎 東京都立大学大学教育センタ ー　 教授　 松田岳士

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A



研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9月10日( 火) オン ラ イ ン 10月7日( 月) オンラ イ ン

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学校（ 中
学部） の教員

高等学校、 特別支援学校（ 高等部） の教員

文部科学省初等中等教育局視学官 　 文部科学省 初等中
等教育局教育課程課教科調査官　 国立教育政策研究所教
育課程研究センタ ー教育課程調査官 　 藤野　 敦

国立教育政策研究所教育課程研究センタ ー研究開発部教
育課程調査官　 文部科学省初等中等教育局教育課程課教
科調査官　 中嶋則夫

8005( 80050000) 8006( 80060000)

【 中学校社会】 めざす資質・ 能力を 育む授業につながる 定
期考査と は～思考・ 判断・ 表現の観点から 考える ～

【 高等学校地歴・ 公民】 自ら 学びたい、 調べたいと 思える
授業づく り ～地理総合・ 地理探究の授業を 切り 口と し て～

[ 講義・ 演習] 思考力・ 判断力・ 表現力等を養う 授業づく
り ～定期考査のブラ ッ シュ アッ プをと おし て～

[ 講義・ 演習] 自ら 学ぶ意欲を高める 授業と は～地理総
合・ 地理探究の授業づく り ～

〈 第1回〉 8月19日( 月) オンラ イ ン
〈 第2回〉 10月21日( 月) 中部総合事務所

10月7日( 月) オンラ イ ン

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学校（ 中
学部） の教員

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学校（ 小
学部） の教員

大妻女子大学　 教授　 樺山敏郎
文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官　 国立
教育政策研究所教育課程研究センタ ー研究開発部教育課
程調査官　 小倉勝登

8003( 80030000) 8004( 80040000)

【 中学校国語】 中学校（ 国語科） 定期考査研修会～めざす
資質・ 能力を 育む授業につながる 定期考査と は～

【 小学校社会】 子ど も と 社会を つなぐ 授業づく り ～「 問題
解決のために話し 合う 」 学習活動の充実を と おし て～

〈 第1回〉 [ 講義・ 演習] 学習指導要領における 育成すべ
き 資質・ 能力について～活用を意識し た作問のあり 方～
〈 第2回〉 [ 講義・ 演習] めざす資質・ 能力を育成する 定
期考査と は～定期考査を授業改善につなげる ～

[ 講義] 問題解決的な学習過程を充実さ せた授業づく り
[ 講義・ 演習] 「 問題解決のために話し 合う 」 学習活動の
充実をめざし て

9月27日( 金) 伯耆し あわせの郷 8月6日( 火) 　 会場未定

幼稚園長・ 保育所( 園) 長・ 認定こ ど も 園長・ 副園( 所) 長
※園経営に関わる 部長等の受講も 可能と する 。

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学校（ 小
学部） の教員

白梅学園大学　 名誉教授　 無藤　 隆 大妻女子大学　 教授　 樺山敏郎

8001( 80010000) 8002( 80020000)

【 幼児教育　 園経営研修】
保育の質を 高める 園のあり 方～一人一人の保育者が輝き つ

ながり 育ち合う チーム と リ ーダーシッ プ～
【 小学校国語】 学力向上研修（ 小学校国語科）

[ 講義・ 演習] 保育者の力を引き 出すリ ーダーシッ プと は
[ 講義・ 演習] ビジョ ン を共有し 、 チーム力を 最大限に発
揮する ために

＜ねら い＞育成をめざす資質・ 能力を子ど も たちが身に
付ける ための、 全国学力・ 学習状況調査を活用し た授業
づく り について理解を深め、 小学校国語科の指導力向上
を 図る 。



研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9月17日( 火) オン ラ イ ン 7月8日( 月) オンラ イ ン

高等学校、 特別支援学校（ 高等部） の教員
中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学校（ 中
学部） の教員

崇城大学　 准教授　 溝上広樹
国立教育政策研究所教育課程研究センタ ー研究開発部
教育課程調査官　 渡邊茂一

8011( 80110000) 8012( 80120000)

【 高等学校理科】 「 知り たい！」 を つなげる 、 探究心を 高
める 授業デザイ ン

【 中学校技術】 「 情報の技術」 の授業づく り ～小学校プロ
グラ ミ ング教育、 高等学校情報Ⅰと の連携を 意識し て～

[ 講義・ 演習] 生徒が自ら 探究する 高等学校理科の授業デ
ザイ ン

[ 講義・ 演習] 「 情報の技術」 の授業づく り ～小学校プロ
グラ ミ ング教育、 高等学校情報Ⅰと の連携を意識し て～

9月6日( 金) 中部会場 11月8日( 金) オンラ イ ン

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学校（ 小
学部） の教員

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学校（ 中
学部） の教員

福島大学　 准教授　 鳴川哲也 東京農業大学　 教授　 山口晃弘

8009( 80090000) 8010( 80100000)

【 小学校理科】 観察・ 実験っておも し ろい～問題解決の力
を 養う 授業へ～

【 中学校理科】 めざす資質・ 能力を 育む授業につながる 定
期考査と は～思考・ 判断・ 表現の観点から 考える ～

［ 講義・ 演習］ 観察・ 実験によ る 実感を伴っ  た理解を
深める 授業づく り ～主体的に問題を設定し 科学的に解決
する 過程の工夫～

［ 講義・ 演習］ 思考力・ 判断力・ 表現力等を養う 授業づ
く り ～定期考査のブラ ッ シュ アッ プをと おし て～

8月8日( 木) 倉吉未来中心
〈 第1回〉 6月21日( 金) オンラ イ ン
〈 第2回〉 10月25日( 金) 倉吉体育文化会館

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学校（ 小
学部） の教員

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学校（ 中
学部） の教員

国立教育政策研究所教育課程研究センタ ー研究開発部
　 教育課程調査官　 笠井健一

国立教育政策研究所教育課程研究センタ ー研究開発部
学力調査官（ 併） 教育課程調査官
　 伊吹竜二

8007( 80070000) 8008( 80080000)

【 小学校算数】 学力向上研修（ 小学校算数科）
【 中学校数学】 中学校（ 数学科） 定期考査研修会～めざす

資質・ 能力を 育む授業につながる 定期考査と は～

＜ねら い＞全国学力・ 学習状況調査の分析と と も に、
「 主体的・ 対話的で深い学び」 の視点から の授業づく り
についての理解を深め、 小学校算数科における 指導力向
上を図る 。

〈 第1回〉 [ 講義・ 演習] 学習指導要領における 育成すべ
き 資質・ 能力について～活用を意識し た作問のあり 方～
〈 第2回〉 [ 講義・ 演習] 自作問題を用いた改善策の検討



研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

6月11日( 火) オン ラ イ ン 10月8日( 火) オンラ イ ン

高等学校、 特別支援学校（ 高等部） の教員
小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学校（ 小
学部） の教員

国立教育政策研究所　 教育課程調査官　 田﨑丈晴 宇都宮大学　 助教　 田村岳充

8017( 80170000) 8018( 80180000)

【 高等学校情報Ⅰ】 情報活用能力を 育む「 情報Ⅰ」 の学び
【 小学校外国語活動・ 外国語】 Let’ｓ  Try！必然性のある 言

語活動と 効果的なデジタ ル教科書の活用

[ 講義] 情報科「 情報Ⅰ」 で生徒に身に付けさ せたい資
質・ 能力
[ 演習・ 協議] 情報社会に主体的に参画する 資質・ 能力を
育成する 「 情報Ⅰ」 の授業づく り

[ 講義・ 演習] 必然性のある 言語活動と 効果的なデジタ ル
教科書の活用を踏ま えた授業づく り

6月24日( 月) 県営東山水泳場屋内プール 10月29日( 火) オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 高等学校、 特別支
援学校（ 中学部・ 高等部） の教員

公益財団法人日本ス ポーツ 協会　 公認水泳コ ーチ 広島大学　 教授　 鈴木明子

8015( 80150000) 8016( 80160000)

【 小学校・ 中学校・ 高等学校体育】 効果てき めん！すべて
の児童生徒が楽し さ や喜びを味わえる 水遊び・ 水泳運動の
効果的な指導法と は！？～安心・ 安全な水遊び・ 水泳運動

の学習の実施に向けて～

【 中学校・ 高等学校家庭】 問いから 始ま る 授業づく り ～問
題を 見出し て課題を 設定する 力を 育む授業と は～

[ 講義・ 演習]
・ 水中で脱力する ための効果的な指導方法について
・ 水中に顔をつける こ と に不安のある 児童生徒への効果
的な指導方法について
・ 水中で息を吐いたり 、 浮いて呼吸をし たり する 方法を
習得する ための指導方法について
・ 「 伏し 浮き 」 及び「 け伸び」 の正し い姿勢を習得する
ための指導方法について

[ 講義・ 演習] 問いから 始ま る 授業づく り ～生徒の学びの
質を高める ための授業の工夫～

9月3日( 火) 中部会場 8月6日( 火) 鳥取県立博物館

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学校（ 小
学部） の教員

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 高等学校、 特別支
援学校（ 中学部・ 高等部） の教員

作曲家　 三宅悠太 県立博物館/美術館整備局　 学芸員・ 専門員

8013( 80130000) 8014( 80140000)

【 小学校音楽】 音楽に対する 感性を 働かせる 合唱の体験！
～歌い、 合わせて、 響き 合う ～

【 中学校・ 高等学校美術】 ど う 料理する ？県立美術館新コ
レ ク ショ ン 《 ブリ ロ ・ ボッ ク ス 》 ～本物と の出会いを と お

し て～

[ 講義・ 演習] 音楽に対する 感性を 働かせる 合唱
[ 講義・ 協議] 本物と 出会い、 問いを 立てる
[ 講義] 作品の向こ う に見える も の～洗剤付き 金属タ ワ シ
の箱の価値と は？～



研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

〈 第1回〉 6月28日( 金) オンラ イ ン
〈 第2回〉 8月8日( 木) オンラ イ ン
〈 第3回〉 11月22日( 金) オンラ イ ン
〈 第4回〉 2月10日( 土) オンラ イ ン

6月11日( 火) オンラ イ ン

高等学校、 特別支援学校（ 高等部） の教員
小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校（ 小学
部・ 中学部） の教員

東京学芸大学
〈 第1～4回〉 教授　 西村圭一 、 准教授　 藤村祐子
〈 第4回のみ〉 特命教授　 長尾篤志

國學院大學　 教授　 杉田　 洋

8023( 80230000) 8024( 80240000)

【 高等学校総合的な探究の時間】 探究的な学びの実現に向
けた協働・ 共創プロ ジェ ク ト ～探究って何？～

【 小学校・ 中学校特別活動】 「 特別活動×生徒指導・ 学級
経営」 ～生徒指導・ 学級経営の視点から 特別活動の意義を

考える ～

〈 第1回〉 ＜ねら い＞探究的な学びに向かう 生徒の姿に
ついて、 講義や協議を と おし て考え、 探究に対する 認識
を問い直し 、 オンラ イ ンでの実践に生かす。
〈 第2回〉 ＜ねら い＞総合的な探究の時間の実践事例か
ら 、 オン ラ イ ンでの取組を考え、 探究の可能性を探る 。
〈 第3回〉 ＜ねら い＞他教科・ 科目において行われる 探
究を実現する ために、 総合的な探究の時間と の共通点や
相違点を 探り 、 他教科・ 科目で行う 探究の意義や価値に
ついて考える 。
〈 第4回〉 ＜ねら い＞自校に探究を広げていく ために、
講義や協議、 リ フ レ ク ショ ンを基に、 生徒の学びの可能
性を改めて考え、 来年度の実践に生かす。

[ 講義] 特別活動をと おし て育成をめざす資質・ 能力
[ 講義・ 協議] 特別活動の特質と 生徒指導の充実

9月2日( 月) オンラ イ ン 6月18日( 火) オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校（ 小学
部・ 中学部） の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校（ 小学
部・ 中学部） の教員

畿央大学　 教授　 島　 恒生
文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官　  国
立教育政策研究所教育課程研究セン タ ー教育課程調査官
堀田竜次

8021( 80210000) 8022( 80220000)

【 小学校・ 中学校道徳①】 「 深い学び」 を 実現する 道徳科
の授業づく り ～発問づく り を と おし て～

【 小学校・ 中学校道徳②】 学校における 道徳教育と 道徳科
の授業づく り

[ 講義・ 演習] 「 主体的・ 対話的で深い学び」 を実現する
授業をめざし て～発問づく り ～

[ 講義] 学校における 道徳教育と 道徳科の授業づく り

〈 第1回〉 6月14日( 金) オンラ イ ン
〈 第2回〉 10月18日( 金) 中部会場

6月21日( 金) オンラ イ ン

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 高等学校、 特別支
援学校（ 中学部・ 高等部） の教員

高等学校、 特別支援学校（ 高等部） の教員

島根大学　 准教授　 猫田英伸 福山市立福山中・ 高等学校　 教諭　 上山晋平

8019( 80190000) 8020( 80200000)

【 中学校英語】 中学校（ 英語科） 定期考査研修会～めざす
資質・ 能力を 育む授業につながる 定期考査と は～

【 高等学校英語】 授業が変わる ！高校英語「 話すこ と 」 の
指導と 評価

〈 第1回〉 [ 講義・ 演習] 学習指導要領における 育成すべ
き 資質・ 能力と 評価の３ 観点の関連①～サン プル問題を
用いた改善策の検討～
〈 第2回〉 [ 講義・ 演習] 学習指導要領における 育成すべ
き 資質・ 能力と 評価の３ 観点の関連②～自作問題を用い
た改善策の検討～

[ 講義・ 演習] 授業が変わる ！高校英語「 話すこ と 」 の指
導と 評価～効果的なフ ィ ード バッ ク や足場架けを 考える
～
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6月18日( 火) 鳥取県教育センタ ー 9月9日( 月) 西部会場

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

Googl e合同会社講師
教育セン タ ー指導主事

Googl e合同会社講師
教育センタ ー指導主事

8029( 80290000) 8030( 80300000)

【 I CT活用教育①（ Cl assroomを 活用し た授業づく り ） 】 情
報活用能力を 育む１ コ マの授業づく り （ A日程）

【 I CT活用教育①（ Cl assr oomを 活用し た授業づく り ） 】 情
報活用能力を 育む１ コ マの授業づく り （ B日程）

[ 講義・ 演習] 授業における Googl e Cl assr oomを中心にし
たGoogl e Workspaceアプリ の活用
[ 演習] Googl e Cl assr oomを中心と し た児童生徒の情報活
用を育成する 1コ マの授業づく り

[ 講義・ 演習] 授業における Googl e Cl assroomを中心にし
たGoogl e Workspaceアプリ の活用
[ 演習] Googl e Cl assr oomを中心と し た児童生徒の情報活
用を育成する １ コ マの授業づく り

9月12日( 木) 鳥取県立博物館 9月13日( 金) 鳥取県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

森美術館　 アソ シエイ ト ・ ラ ーニング・ キュ レ ータ ー
　 白木栄世

東京学芸大学　 准教授　 登本洋子

8027( 80270000) 8028( 80280000)

【 全教科／対話によ る 深い学び】 アート がも たら す対話で
新たな自分に出会う ～美術館のラ ーニング・ プロ グラ ム

は、 教育に何をも たら すのか～

【 全教科／教科等横断的な学習】 教科等を 横断し た探究学
習～児童生徒が自走する 探究へ～

[ 講義・ 演習] アート がも たら す対話で新たな自分に出会
う ～美術館のラ ーニン グ・ プロ グラ ムは、 教育に何を も
たら すか～

[ 講義・ 協議] 実践例から 学ぶ、 教科等を横断し た探究的
な学習
[ 講義・ 演習] 教科等を横断し た探究的な学びを意識し た
単元設計

10月4日( 金) オン ラ イ ン 期日会場未定

高等学校の教員
小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

宮崎産業経営大学　 教授　 笠木秀樹
文部科学省大臣官房人事課　 人事企画官（ 併） 副長
　 大江耕太郎

8025( 80250000) 8026( 80260000)

【 高等学校商業】 こ れから の授業を 考える ためのヒ ン ト が
満載！～魅力ある 授業を 展開する ために～

【 全教科／マネジメ ン ト 】 と っ と り 学力・ 学習状況調査を
活用し た学校マネジメ ン ト 研修会

[ 講義・ 演習] 商業の見方・ 考え方を働かせる 授業モデル
の構築～新たな商業教育の学びを めざし て～

＜ねら い＞と っと り 学力・ 学習状況調査の意義や効果的
な活用方法について理解を深め、 教育データ を学校経営
に生かす方法等について理解し 、 学校経営への活用に資
する 。
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7月26日( 金) 鳥取県教育センタ ー 9月17日( 火) 中部会場

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

茨城県つく ば市教育局（ 兼） 総合教育研究所
  指導主事　 大坪聡子

合同会社　 未来教育デザイ ン
　 代表社員　 平井総一郎

8035( 80350000) 8036( 80360000)

【 プロ グラ ミ ン グ教育】
「 プロ グラ ミ ン グ的思考を 育む」 と は？プロ グラ ミ ン グ体

験を と おし て考える 授業づく り

【 よ り よ いI CTの使い手】 　 I CTは道具！制限じ ゃなく 、 と
にかく 使いながら 目指す「 よ り よ いI CTの使い手」

[ 講義] プロ グラ ミ ング的思考はなぜ必要か。
[ 演習・ 協議] プロ グラ ミ ング体験をと おし て行う 「 プロ
グラ ミ ン グ的思考を育む」 授業づく り

[ 講義] 「 よ り よ いI CTの使い手」 と なる ためには
[ 演習・ 協議] 実践例から 学ぶ「 よ り よ いI CTの使い手」
と なる ための授業づく り のヒ ント

6月17日( 月) 中部会場 9月10日( 火) 鳥取県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

Googl e合同会社講師
鳥取県教育センタ ー指導主事

Googl e合同会社講師
鳥取県教育センタ ー指導主事

8033( 80330000) 8034( 80340000)

【 Googl e Workspaceアプリ 講座（ 基礎） 】 すぐ に活用でき
る ！Googl e Wor kspaceアプリ 活用術

【 Educat i on Pl us/Fi gJ am活用】 　 学習環境を アッ プグレ ー
ド する Educat i on Pl usと Fi gj amの活用

[ 講義・ 演習] Googl e Workspaceアプリ の共同編集機能の
基礎基本

[ 講義・ 演習]
・ 学習環境を アッ プグレ ード する Educat i on　 Pl usの活
用
・ 楽し く 共同編集！！オンラ イ ンホワ イ ト ボード Fi gJam
の活用

9月12日( 木) 鳥取県教育センタ ー 10月28日( 月) 鳥取県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

Googl e合同会社講師
鳥取県教育センタ ー指導主事

Googl e合同会社講師
鳥取県教育センタ ー指導主事

8031( 80310000) 8032( 80320000)

【 I CT活用教育②（ 単元設計） 】
１ コ マの授業から 単元を と おし た活用へ　 学びのプロ セス

に情報活用能力を 位置付けた単元づく り

【 Ｉ Ｃ Ｔ 活用教育③（ 校務活用編） 】
校務に生かそう ！業務改善につながる Googl e Wor kspace活

用術

[ 講義・ 演習] 単元をと おし たGoogl e Workspaceアプリ の
活用
[ 演習・ 協議] Googl e Workspaceアプリ を効果的に活用
し 、 学びのプロ セス に情報活用能力を位置付けた単元づ
く り

[ 講義・ 演習] 校務で使える Googl e Workspace 活用のコ
ツ と 実践
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8月20日( 火) オン ラ イ ン 10月28日( 月) オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

・ 特別支援学校の教員
・ 小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校教員の受講
も 可

明治学院大学　  教授　 海津亜希子 名寄市立大学　 准教授　 郡司竜平

8041( 80410000) 8042( 80420000)

【 特別支援教育④（ 読み書き に関する 指導） 】 通常の学級
における 読み書き の基礎的な力を 育てる 指導・ 支援

【 特別支援学校教育】 「 個別最適な学び」 と 「 協働的な学
び」 の一体的な充実を めざし た指導の実際

［ 実践発表・ 指導助言］ 通常の学級、 通級指導教室にお
ける 取組
［ 講義・ 演習］ 子ど も の実態の早期把握、 早期支援によ
る 学習につま ずかせないためにでき る 指導・ 支援

[ 講義] 知的障がい教育における 主体的・ 対話的で深い学
びについて
[ 講義・ 演習] 「 個別最適な学び」 と 「 協働的な学び」 の
一体的な充実をめざし た指導の実際

9月5日( 木) オンラ イ ン 8月2日( 金) オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

高岡病院　 精神科　 児童精神科医　  三木　 崇弘 福岡教育大学　 准教授　 河村　 暁

8039( 80390000) 8040( 80400000)

【 特別支援教育②（ 発達障がい） 】 子ど も の行動の意味を
考える ～子ど も の育ちを 支える 指導・ 支援の実際～

【 特別支援教育③（ 学習障がい） 】 ワ ーキン グメ モリ を 生
かす算数の学習支援～子ど も の「 困っ た」 に応える 指導・

支援の工夫～

[ 講義] 発達障がいのある 児童生徒の認知特性の理解と 指
導の基本
[ 講義・ 演習] 発達障がいのある 児童生徒への指導・ 支援

[ 講義] 子ど も の困り や困難さ の背景を考えた支援
[ 講義・ 演習] 学びを支える 授業と 子ど も への支援～意欲
的に学習を進める ための工夫～

10月25日( 金) 教育セン タ ー 8月19日( 月) オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

京都橘大学　 教授　 池田　 修 東京学芸大学　 准教授　 増田謙太郎

8037( 80370000) 8038( 80380000)

【 生成AI 】 生成AI の基礎基本～教育活動に活かす生成AI ～
【 特別支援教育①（ 自立活動） 】 アセス メ ン ト に基づく 自
立活動の指導の実際～一人一人に応じ た指導と 支援の工夫

～

[ 講義] 生成Ａ Ｉ から 見える こ れから の学校
[ 講義・ 演習］ 体験！！対話型生成Ａ Ｉ の世界

[ 講義] 自立活動の意義と 指導の基本
[ 講義・ 演習] 個に応じ た自立活動の指導目標と 具体的な
指導内容の設定
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8月30日( 金) 倉吉体育文化会館 9月3日( 火) 中部総合事務所

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

上越教育大学　 教授　 阿部隆幸 近畿大学　 教授　 堀田美保

8047( 80470000) 8048( 80480000)

【 学級経営・ ホーム ルーム経営】 誰も が力を 発揮でき る 学
級づく り ～フ ァ シリ テーショ ン 技術を 活かし た学級経営・

ホームルーム 経営～

【 人間関係づく り 】 心理的安全性を 醸成する 人間関係づく
り ～自分も 相手も 大切にし た「 自己表現」 を と おし て～

[ 講義・ 演習] フ ァ シリ テーショ ン 技術を活かし た学級経
営・ ホームルーム経営～互いに認め合い、 誰も が力を 発
揮でき る 学級づく り に向けて～

[ 講義・ 演習] 心理的安全性を醸成する 人間関係づく り に
ついて～自他を尊重する 自己表現を と おし て～

11月19日( 火) オンラ イ ン 6月21日( 金) オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

鹿児島大学　 名誉教授　 大坪治彦 東京理科大学　 教授　 八並光俊

8045( 80450000) 8046( 80460000)

【 教育相談②】 困り を 抱える 子ど も たちへの寄り 添い方
【 生徒指導】 「 令和」 時代の新し い生徒指導！「 直す」 指

導から 「 育てる 」 指導へ

[ 講義・ 演習] 困り を抱える 子ど も たちへの寄り 添い方～
事例をと おし て～

[ 講義] 生徒指導提要の改訂の理解と 、 発達支持的生徒指
導の充実に向けた具体的取組

期日未定　 中部会場 9月13日( 金) オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

熊本大学教育学部附属特別支援学校　 教諭　 後藤匡敬
国立武蔵野学院　 非常勤医師
前　 三重県立子ど も 心身発達医療センタ ー長
　 金井　 剛

8043( 80430000) 8044( 80440000)

【 特別支援教育（ Ｉ Ｃ Ｔ 活用） 】 目から ウ ロ コ ！プレ ゼン
テーショ ン ソ フ ト を 使っ た教材作り と 活用術

【 教育相談①】 困り を 抱える 子ど も の理解と その支援の実
際～学校ででき る 適切なアセス メ ン ト と は～

[ 講義]  特別支援教育における Ｉ Ｃ Ｔ の活用
[ 講義・ 演習] パワ ーポイ ント を使った教材づく り と その
活用

[ 講義・ 演習] 困り を抱える 子ど も の理解と その支援の実
際～事例をと おし て～



研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

6月21日( 金) オン ラ イ ン 未定

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

埼玉大学ダイ バーシティ 推進セン タ ー　 准教授
　 　 渡辺大輔

未定

8053( 80530000) 8054( 80540000)

【 人権教育③】 性の多様性を尊重し た学校づく り   ～性に
かかわら ず自分と 他者の多様性が尊重さ れる 環境の実現に

むけて～
【 ふる さ と 教育】

[ 講義・ 演習]  性の多様性を 尊重し た学校づく り
[ 説明] 指導参考資料の案内等

未定

7月29日( 月) 中部会場 7月5日( 金) オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

元大阪教育大学　 教授　 園田雅春 中央大学　 教授　 池田賢市

8051( 80510000) 8052( 80520000)

【 人権教育①】 自尊感情を 育む集団づく り
【 人権教育②】 同和問題（ 部落差別） に関する 教育を ど う

進める か～こ れから の同和問題学習のあり 方～

[ 説明] 鳥取県がめざす人権教育
[ 講義・ 演習] 自尊感情を育む集団づく り

[ 講義・ 協議]
・ 同和問題と は
・ 同和問題に関する 状況
・ 教科書記述から
・ 課題解決に向けた学習のあり 方
[ 質疑応答]
・ 講義内容についての質疑
・ 参加者から 事前に質問など を受け付け、 答えていただ
く 時間を設ける

6月28日( 金) 倉吉未来中心 7月30日( 火) 倉吉未来中心

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

ナラ ティ ブ・ コ ミ ュ ニケーショ ン 教育研究所
　 所長　 佐藤敬子

ピ アメ ディ エーショ ン学会
　 理事　 池島德大

8049( 80490000) 8050( 80500000)

【 学校の支援体制①（ 保護者と の関係づく り ） 】 保護者と
良好な関係を 築く ス キル～コ ーチン グの手法を 活かし て～

【 学校の支援体制②（ 学校づく り ） 】 ク ラ ス 全員が関わり
合える 学級づく り ～ピ ア・ メ ディ エーショ ン によ る いじ め

問題など への対応を と おし て～

[ 講義・ 演習] 保護者と 良好な関係を築く ス キル～コ ーチ
ングの手法を活かし て～

[ 講義・ 演習] ピ ア・ サポート をと おし た人間関係づく り
の実際について～ピ ア・ メ ディ エーショ ンによ る いじ め
問題など への対応と その実際～



研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9月2日( 月) 中部会場

〈 第1回〉
【 集合】 6月20日( 木) 倉吉未来中心
【 動画配信】 6月27日（ 木） ～12月20日（ 金）
〈 第2回〉 8月22日( 木) 倉吉未来中心

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

文部科学省消費者教育アド バイ ザー
全国地球温暖化防止活動推進センタ ー
　 理事長　 高田　 研

8059( 80590000) 8060( 80600000)

【 消費者教育】 自立し た消費者の育成に向けて
【 環境教育】 小中学生に伝える 地球温暖化問題と その対策
～全国の事例から 学ぶ「 気候変動教育」 ～（ 研修番号１ ）

[ 講義・ 演習]
　 ・ 消費者教育の意義
　 ・ 若年者の消費者ト ラ ブルの特性　 など

〈 第1回〉 [ 講義] ・ 地球温暖化問題の概要・ 他自治体の
事例紹介
〈 第2回〉 研修番号１ で学んだ全国の事例等を参考にし
ながら 、 気候変動教育の授業実施方法等に関する グルー
プワ ーク を行う 。

8月2日( 金) 鳥取県立博物館 11月26日( 火) 中部会場

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

県立博物館学芸員・ 専門員
Ｊ Ｉ Ｃ Ａ 独立行政法人国際協力機構
　 　 鳥取県国際協力推進員　 首藤あずさ
　 　 Ｊ Ｉ Ｃ Ａ 中国職員

8057( 80570000) 8058( 80580000)

【 博物館連携講座】 教員のための博物館の日２ ０ ２ 4 ｉ ｎ
鳥取県立博物館

【 国際教育】 ESD、 SDGｓ の視点から 多文化共生を 考える

[ 説明] 博物館の概要、 利用法紹介
[ 意見交換] 学芸員と のフ リ ート ーク （ 自然分野、 人文分
野、 美術分野）
[ 展示案内] 企画展「 アート って、 なに？ ～あそびなが
ら 知る 、 美術館のおも し ろさ ～」 （ 仮称）

[ 講義・ 演習]
・ 異文化疑似体験ゲーム
・ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ／Ｅ Ｓ Ｄ と 国際教育と のつながり
・ 学校ででき る 国際教育のワ ーク ショ ッ プ紹介

9月19日( 木) オン ラ イ ン 7月26日( 金) 倉吉未来中心

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

東京学芸大学こ ど も 未来研究所教育支援フ ェ ロ ー
　 学校著作権ナビゲータ ー　 原口　 直

一般社団法人鳥取県理学療法士会
　 学術局長　 山﨑祐輔

8055( 80550000) 8056( 80560000)

【 図書館教育】 みんなで知ろう ！考えよ う ！学校教育と 著
作権

【 安全・ 健康・ 食育】 子ど も たちの姿勢づく り と 運動機能
～学校ででき る 簡単ト レ ーニン グ～

[ 講義・ 演習] 学校教育と 著作権～子ど も たちを伸ばし 、
守る ために～

[ 講義・ 演習]
・ 子ど も たちの姿勢づく り と 運動機能について
・ 学校ででき る 簡単ト レ ーニング



研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

内容 内容

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

0 #N/A

0 #N/A

0 #N/A

( 0000) #N/A

0 #N/A

0 #N/A

8月5日( 月) エキパル倉吉 6月17日( 月) オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

「 エール」 鳥取県発達障がい者支援センタ ー職員
株式会社シルバーウ ッ ド 　 フ ァ シリ テータ ー
ペアレ ン ト メ ンタ ー鳥取
発達障がい当事者の御家族

岐阜聖徳学園大学　 教授　 玉置　 崇

8061( 80610000) 8062( 80620000)

【 あいサポート 】 VRでの体験活動を 通じ た発達障がいへの
理解

【 マネジメ ン ト 力向上（ 基礎編） 】 視野を 広げてみよ う ！
同僚の持ち味を 生かすマネジメ ン ト

[ 講義]
・ あいサポート 運動について
・ 発達障がいについての基礎知識、 概要
・ 学校における 必要な配慮、 知っ てほし いこ と 等につい
て
[ 体験]
・ VR発達障がい（ VR機器を使用し て発達障がいの特性を
実際に体験）

[ 講義・ 協議] マネジメ ン ト と は？～マネジメ ント 力向上
で広がる 視野、 高ま る 意欲～



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

10月2日（ 水） ＜午後＞オンラ イ ン 10月11日（ 金） 〈 14: 45～16: 30〉 オンラ イ ン

高等学校、 特別支援学校の校長・ 副校長・ 教頭及び校長
が推進する 者

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

県立学校管理職、 県立学校司書教諭 埼玉県教育委員会義務教育指導課　 指導主事

9507( 95072000) 9508( 95081000)

「 探究的な学習」 に本気で取り 組む学校マネジメ ント
研修会

小学校外国語専科指導教員によ る 魅力ある 授業づく り
研修会

　 高等学校においては 「 探究的な学習」  が学習指導要
領改訂の中心的なキーワ ード と なっていま す。  本研修
では、 「 総合的な探究の時間」 や「 探究」  を科目名に
組み入れた新科目等の授業の充実によ り 、 生徒の自ら 考
える 力を 養う 学校づく り につながる マネジメ ント 力を 育
成し ま す。

　 専科指導教員が互いに日々の授業実践を共有し 、 それ
ぞれが抱える 悩みや課題を受講者同士で解決策を 見出し
ながら 、 国や県の動向を おさ えた授業改善を図り 、  自
信をも って授業に臨むこ と を目指す。

7月12日（ 金） ＜未定＞オンラ イ ン 8月1日（ 木） ＜午後＞オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の校長・ 副校長・ 教頭・ 主幹教諭

高等学校、 特別支援学校の校長・ 副校長・ 教頭及び校長
が推進する 者

未定 お茶の水女子大学　 特任講師　 植竹紀子

9505( 95050000) 9507( 95071000)

管理職・ Ｉ Ｃ Ｔ 活用研修会
「 探究的な学習」 に本気で取り 組む学校マネジメ ン ト

研修会

　 教育デジタ ルト ラ ン ス フ ォ ーメ ーショ ン ( DX)  の推進
は第4期教育振興基本計画の基本方針の一つに挙げら れ
ていま す。
　 こ の研修では教育DXに関する 国の動向や先進的に取り
組んでいる 自治体等の事例等について知り 、  教育DXに
関する 理解を深める と と も に、 自校の課題解決に向けた
I CT活用指導力と 組織マネジメ ント 力を 、 講義と 演習か
ら 育成し ま す。

　 高等学校においては 「 探究的な学習」  が学習指導要
領改訂の中心的なキーワ ード と なっ ていま す。  本研修
では、 「 総合的な探究の時間」 や「 探究」  を科目名に
組み入れた新科目等の授業の充実によ り 、 生徒の自ら 考
える 力を養う 学校づく り につながる マネジメ ント 力を育
成し ま す。

6月26日（ 水） ＜午後＞オンラ イ ン 9月27日（ 金） ＜午後＞オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の校長・ 副校長・ 教頭・ 主幹教諭

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の校長・ 副校長・ 教頭・ 主幹教諭

つむぎ法律事務所　 弁護士
　 　 梅田沙知（ ス ク ールロ イ ヤー）

熊本県市立小学校　 元校長　 武永　 春美

9500( 95001000) 9500( 95002000)

管理職・ 学校の危機管理研修 管理職・ 学校の危機管理研修

　 学校は、 管理職のリ ーダーシッ プの下、 児童生徒や教
職員の生命や心身等の安全を確保する こ と が重要です。
　 本研修では、 学校が備える べき  「 危機管理」  につい
て専門家から 学びリ ス ク センス を 高めていき ま す。
　 1日目は、  教育裁判例等を参考にリ ス ク センス を高
め、  組織的な体制の構築など 、 事故やト ラ ブルの未然
防止について学びま す。
　 2日目は、 災害発生時の初期対応等に係る 講義と 、  協
議等を通し た避難所運営のシミ ュ レ ーショ ン を行いま
す。
　 多く の学校が災害発生時の避難所を兼ねている こ と か
ら 、  災害対応のサイ ク ルと 防災対策の基本、 避難所運
営の要点等について学びま す。

　 学校は、 管理職のリ ーダーシッ プの下、 児童生徒や教
職員の生命や心身等の安全を確保する こ と が重要です。
　 本研修では、 学校が備える べき  「 危機管理」  につい
て専門家から 学びリ ス ク センス を高めていき ま す。
　 1日目は、  教育裁判例等を参考にリ ス ク センス を高
め、  組織的な体制の構築など 、 事故やト ラ ブルの未然
防止について学びま す。
　 2日目は、 災害発生時の初期対応等に係る 講義と 、  協
議等を通し た避難所運営のシミ ュ レ ーショ ンを行いま
す。
　 多く の学校が災害発生時の避難所を兼ねている こ と か
ら 、  災害対応のサイ ク ルと 防災対策の基本、 避難所運
営の要点等について学びま す。



研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9508( 95082000) 9509( 95090000)

小学校外国語専科指導教員によ る 魅力ある 授業づく り
研修会

教育のデジタ ル化を 進める 研修会

　 専科指導教員が互いに日々の授業実践を共有し 、 それ
ぞれが抱える 悩みや課題を受講者同士で解決策を見出し
ながら 、 国や県の動向をおさ えた授業改善を 図り 、  自
信をも っ て授業に臨むこ と を目指す。

　 教育のデジタ ル化は、 コ ロ ナ禍における オンラ イ ン授
業やリ モート ワ ーク の普及だけでなく 、  教育内容や方
法の変革にも つながる 重要なテーマです。
　 本研修会では、 教育のデジタ ル化に関する 最新の動向
やデジタ ル化のメ リ ッ ト や課題、  実践事例を学び、 教
育のデジタ ル化に対する 理解と 関心を深め、 自ら の教育
実践に生かすこ と ができ る よ う になる こ と を目指し ま
す。

1月30日（ 木） 〈 14: 45～16: 30〉 オンラ イ ン 7月2日（ 火) ＜時間未定＞オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

文部科学省　 初等中等教育局　 教科書課
　 　 デジタ ル教科書企画係

未定

9510( 95101000) 9510( 95102000)

みんなで考える 　 生徒指導・ 教育相談① みんなで考える 　 生徒指導・ 教育相談②

　 いじ め、 不登校、  発達障害への理解 対応や学校内外
と の連携の在り 方など 、 総合的な生徒指導の力量を高め
る と と も に、  校内の生徒指導、 教育相談体制づく り に
ついての組織的課題解決力を育成し ま す。

　 いじ め、 不登校、  発達障害への理解 対応や学校内外
と の連携の在り 方など 、 総合的な生徒指導の力量を高め
る と と も に、  校内の生徒指導、 教育相談体制づく り に
ついての組織的課題解決力を育成し ま す。

6月28日（ 金） 〈 14: 00～16: 30〉 オンラ イ ン 8月26日（ 月） 〈 14: 00～16: 30〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教員

千葉大学　 教育学部　 教授　 藤川大祐 埼玉県立大学　 保健医療福祉部　 教授　 東　 宏行

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A



番号 研　 　 　 修　 　 　 名 ページ 分　 類 番号 研　 　 　 修　 　 　 名 ページ 分　 類

113 小学校算数科教育講座 - 37 - 能力 1131 講師等対象授業づく り 研修 - 31 - テーマ

205 高等学校産業教育実技（ 工業） 講座 - 38 - 能力 1135 小・ 中学校事務職員主任主事研修 - 23 - 職務

206 高等学校産業教育実技（ 商業） 講座 - 42 - 能力 1136 小学校理科教育講座 - 37 - 能力

255 小学校国語科教育講座 - 40 - 能力 1137 小学校音楽科教育講座 - 39 - 能力

306 高等学校産業教育実技（ 水産） 講座 - 42 - 能力 1143 特別支援学校・ 特別支援学級における 授業づく り 講座 - 46 - 能力

362 小学校家庭科教育講座 - 37 - 能力 1144 日本語指導が必要な児童生徒教育研修 - 34 - テーマ

398 小学校生活科教育講座 - 39 - 能力 1149 小・ 中学校事務職員事務リ ーダーフ ォ ロ ーアッ プ研修 - 24 - 職務

415 初任者研修 - 0 - 新任・ 経験 1151 中学校理科教育講座 - 38 - 能力

478 小・ 中学校教務主任研修 - 21 - 職務 1153 高等学校理科教育化学講座 - 41 - 能力

522 高等学校産業教育実技（ 農業） 講座 - 39 - 能力 1154 高等学校理科教育生物講座 - 37 - 能力

528 小中学校国語科書写実技講座 - 41 - 能力 1163 学校安全指導者養成研修 - 0 - 派遣

535 健康教育（ 学校保健） 研修 - 20 - 職務 1164 食育指導者養成研修 - 0 - 派遣

605 新規採用養護教諭研修 - 0 - 新任・ 経験 1167 特別な支援のための非常勤講師（ にこ にこ サポート 事業） 研修 - 29 - 職務

615 中・ 高等学校体育実技研修 - 32 - テーマ 1168 生徒指導主任・ 主事等研修（ 義務） - 19 - 職務

616 小学校体育実技研修 - 32 - テーマ 1169 生徒指導主事研修（ 県立学校等） - 19 - 職務

628 養護教諭研修 - 21 - 職務 1170 学校安全（ 災害安全） 研修 - 20 - 職務

639 小学校図画工作科教育講座 - 40 - 能力 1172 学校安全（ 交通安全） 研修 - 20 - 職務

655 小・ 中学校研究主任等研修 - 22 - 職務 1173 特別支援学級担任ス キルアッ プ研修（ 2年次） - 27 - 職務

667 教職員等中央研修 - 0 - 派遣 1176 複式学級新任担当者研修 - 34 - テーマ

670 教員長期社会体験研修 - 0 - 派遣 1179 高等学校における 通級によ る 指導に関わる 指導者研究協議会 - 0 - 派遣

671 島根大学大学院派遣 - 0 - 派遣 1180 小学校における 外国語教育指導者養成研修 - 0 - 派遣

674 特別支援教育専門研修 - 0 - 派遣 1182 特別支援教育専門性向上研修 - 29 - 職務

686 外国人児童生徒等に対する 日本語指導者養成研修 - 0 - 派遣 1185 保育教諭・ 幼稚園教諭・ 保育士合同研修 - 32 - テーマ

688 産業・ 情報技術等指導者養成研修 - 0 - 派遣 1186 ミ ド ルリ ーダー育成研修 - 35 - テーマ

689 キ ャ リ ア教育指導者養成研修 - 0 - 派遣 1189 小学校プロ グラ ミ ン グ教育講座 - 43 - 能力

696 体育・ 保健体育指導力向上研修( 西部ブロ ッ ク ） - 0 - 派遣 1194 教育法規の基礎講座 - 46 - 能力

712 産業教育実習助手研修 - 0 - 派遣 1195 中堅教諭等資質向上研修（ 教諭） - 0 - 新任・ 経験

717 学校農業ク ラ ブ指導者養成講座 - 0 - 派遣 1196 中堅教諭等資質向上研修（ 養護教諭） - 0 - 新任・ 経験

720 教職経験６ 年目研修（ 教諭） - 0 - 新任・ 経験 1197 中堅教諭等資質向上研修（ 栄養教諭） - 0 - 新任・ 経験

722 教職経験６ 年目研修（ 養護教諭） - 0 - 新任・ 経験 1198 中堅教諭等資質向上研修（ 幼稚園教諭） - 0 - 新任・ 経験

781 中・ 高等学校音楽科教育講座 - 39 - 能力 1199 専門性向上研修（ 実習教員） - 0 - 新任・ 経験

787 伝統音楽指導者研修会 - 0 - 派遣 1200 専門性向上研修（ 寄宿舎指導員） - 0 - 新任・ 経験

815 中・ 高等学校国語科教育講座 - 41 - 能力 1202 幼児教育推進研修 - 32 - テーマ

816 中学校社会科、 高等学校地理歴史科・ 公民科教育講座 - 37 - 能力 1206 就学前人権教育講座 - 42 - 能力

817 中・ 高等学校数学科教育講座 - 41 - 能力 1215 特別支援教育専門講座 - 45 - 能力

843 栄養教諭研修 - 21 - 職務 1216 教育相談コ ーディ ネータ ー養成講座 - 46 - 能力

858 小・ 中学校特別支援学級、 通級指導教室新任担当教員研修 - 25 - 職務 1220 外国語指導助手研修 - 0 - 派遣

862 中学校技術教育講座 - 40 - 能力 1222 よ り よ い関係づく り 実践講座 - 45 - 能力

886 中・ 高種目別指導者研修会 - 31 - テーマ 1223 県立学校道徳教育研修 - 22 - 職務

887 中・ 高等学校外国語教育講座 - 41 - 能力 1224 人権教育担当主任等研修 - 27 - 職務

919 新任特別支援教育コ ーディ ネータ ー研修 - 27 - 職務 1226 新任等学校栄養士職務研修 - 21 - 職務

921 不登校の理解と 支援講座 - 44 - 能力 1227 新任等養護助教諭職務研修 - 21 - 職務

940 新規採用栄養教諭研修 - 0 - 新任・ 経験 1229 高等学校探究学習担当者研修 - 34 - テーマ

942 新規採用県立学校実習教員研修 - 0 - 新任・ 経験 1231 小学校外国語教育講座 - 38 - 能力

949 健康教育指導者養成研修 - 0 - 派遣 1233 居場所づく り ・ 絆づく り 実践講座 - 46 - 能力

955 美術館を 活用し た鑑賞教育の充実のための指導者研修 - 0 - 派遣 1235 学校図書館を 活用し た授業改善講座 - 42 - 能力

963 小・ 中学校事務職員新任事務リ ーダー研修 - 23 - 職務 1236 主幹教諭研修（ ２ 年目） - 18 - 管理職等

971 小・ 中学校事務職員主事研修 - 23 - 職務 1238 体力向上マネジメ ン ト 指導者養成研修 - 0 - 派遣

988 新規採用小・ 中学校事務職員研修 - 0 - 新任・ 経験 1239 小・ 中学校等校長学校経営実践研修 - 16 - 管理職等

989 教職経験６ 年目研修（ 実習教員） - 0 - 新任・ 経験 1240 小・ 中学校等教頭学校運営実践研修 - 16 - 管理職等

1013 新規採用幼稚園教諭研修 - 0 - 新任・ 経験 1241 中学校体育教員（ 領域） 研修 - 31 - テーマ

1016 教職経験６ 年目研修（ 栄養教諭） - 0 - 新任・ 経験 1253 子ど も 支援実践講座 - 42 - 能力

1019 島根県現職教員研修 - 0 - 派遣 1255 通級によ る 指導担当教員等研修 - 29 - 職務

1034 新規採用寄宿舎指導員研修 - 0 - 新任・ 経験 1256 中・ 高等学校美術教育講座 - 40 - 能力

1035 小学校社会科教育講座 - 37 - 能力 1257 生徒指導基幹研修 - 0 - 派遣

1051 外国語指導助手の指導力等向上研修 - 31 - テーマ 1261 人権教育推進研修 - 0 - 派遣

1085 フ ォ ロ ーアッ プ研修（ 教諭・ ２ 年目） - 0 - 新任・ 経験 1262 中堅研修（ 幼児教育施設） - 0 - 新任・ 経験

1086 フ ォ ロ ーアッ プ研修（ 養護教諭・ ２ 年目） - 0 - 新任・ 経験 1263 管理職研修（ 幼児教育施設） - 0 - 管理職等

1087 フ ォ ロ ーアッ プ研修（ 栄養教諭・ ２ 年目） - 0 - 新任・ 経験 1264 数理枠採用５ 年目研修及び６ 年目研修 - 24 - 職務

1094 特別支援学級担任3年目研修 - 26 - 職務 1265 新任臨時的任用等学校事務職員研修 - 24 - 職務

1095 小・ 中学校事務職員主任研修 - 23 - 職務 1266 教育課程デザイ ン 研修 - 24 - 職務

1100 教職員のかかわる 力を 高める 実践講座 - 45 - 能力 1267 I CT教育の基盤に係る 管理研修 - 24 - 職務

1111 フ ォ ロ ーアッ プ研修（ 教諭・ ３ 年目） - 0 - 新任・ 経験 1268 I CT活用推進リ ーダー教員研修 - 25 - 職務

1112 フ ォ ロ ーアッ プ研修（ 養護教諭・ ３ 年目） - 0 - 新任・ 経験 1270 学校・ 福祉連携推進教員研修 - 29 - 職務

1118 管理職研修（ 新任校長） - 16 - 管理職等 1275 地域と の協働体制構築・ 運営研修 - 34 - テーマ

1119 管理職研修（ ２ 年目校長） - 17 - 管理職等 1268 I CT活用推進リ ーダー教員研修 - 25 - 職務

1120 管理職研修（ 新任副校長・ 新任教頭） - 17 - 管理職等 1270 学校・ 福祉連携推進教員研修 - 29 - 職務

1121 管理職研修（ ２ 年目副校長・ ２ 年目教頭） - 17 - 管理職等 1275 地域と の協働体制構築・ 運営研修 - 34 - テーマ

1122 管理職研修（ ３ 年目副校長・ ３ 年目教頭） - 18 - 管理職等 1276 グラ ン ド デザイ ン PDCA研修 - 34 - テーマ

1123 主幹教諭研修（ 新任） - 18 - 管理職等 1277 ふる さ と 教育研修 - 36 - テーマ

1129 新任講師等研修 - 23 - 職務 1278
ゼロ から 学びたい先生のための教科教育研修（ 中学校免許外教科： 音楽、 美
術、 保健体育、 技術・ 家庭　 編）

- 35 - テーマ



番号 研　 　 　 修　 　 　 名 ページ 分　 類 番号 研　 　 　 修　 　 　 名 ページ 分　 類

1279 小学校理科教育（ 基礎・ 基本） 講座 - 38 - 能力 8035
【 プロ グラ ミ ン グ教育】 「 プロ グラ ミ ン グ的思考を 育む」 と は？プロ グ ラ ミ ン
グ体験を と おし て考える 授業づく り

- 54 - 能力

1280 小学校道徳教育講座 - 38 - 能力 8036
【 よ り よ いI CTの使い手】 I CTは道具！制限じ ゃなく 、 と にかく 使いながら 目指
す「 よ り よ いI CTの使い手」

- 54 - 能力

1282 中学校理科教育オン ラ イ ン 講座 - 38 - 能力 8037 【 生成AI 】 生成AI の基礎基本 - 55 - 能力

1283 高等学校英語ディ ベート 指導のためのジャ ッ ジ養成研修 - 41 - 能力 8038 【 特別支援教育①（ 自立活動） 】 アセス メ ン ト に基づく 自立活動の指導の実際 - 55 - 能力

1284 国立療養所長島愛生園訪問研修 - 42 - 能力 8039 【 特別支援教育②（ 発達障がい） 】 子ど も の行動の意味を 考える - 55 - 能力

1285 GI GAス ク ール時代の遠隔・ オン ラ イ ン 活用講座 - 43 - 能力 8040 【 特別支援教育③（ 学習障がい） 】 ワ ーキン グメ モリ を 生かす算数の学習支援 - 55 - 能力

1286 GI GAス ク ール時代のアン ケート フ ォ ーム 活用講座 - 43 - 能力 8041 【 特別支援教育④（ 読み書き に関する 指導） 】 通常の学級における 読み書き の
基礎的な力を 育てる 指導・ 支援

- 55 - 能力

1287 GI GAス ク ール時代のク ラ ウ ド 活用講座 - 43 - 能力 8042
【 特別支援学校教育】 「 個別最適な学び」 と 「 協働的な学び」 の一体的な充実
を めざし た指導の実際

- 55 - 能力

1288 GI GAス ク ール時代のNHK f or  School 活用講座 - 44 - 能力 8043
【 特別支援教育（ Ｉ Ｃ Ｔ 活用） 】 目から ウ ロ コ ！プレ ゼン テーショ ン ソ フ ト を
使っ た教材作り と 活用術

- 56 - 能力

1289 GI GAス ク ール時代の教育情報セキュ リ ティ 講座 - 44 - 能力 8044 【 教育相談①】 困り を 抱える 子ど も の理解と その支援の実際 - 56 - 能力

1290 GI GAス ク ール時代の情報モラ ル講座 - 44 - 能力 8045 【 教育相談②】 困り を 抱える 子ど も たちへの寄り 添い方 - 56 - 能力

1291 GI GAス ク ール時代の子ど も 情報活用能力育成講座 - 44 - 能力 8046
【 生徒指導】 「 令和」 時代の新し い生徒指導！「 直す」 指導から 「 育てる 」 指
導へ

- 56 - 能力

1292 GI GAス ク ール時代の１ 人１ 台端末活用講座 - 44 - 能力 8047 【 学級経営・ ホームルーム 経営】 誰も が力を発揮でき る 学級づく り - 56 - 能力

1297 新任学校図書館担当者研修 - 24 - 職務 8048 【 人間関係づく り 】 心理的安全性を 醸成する 人間関係づく り - 56 - 能力

1298 子ど も 理解と 支援講座 - 45 - 能力 8049
【 学校の支援体制①（ 保護者と の関係づく り ） 】 保護者と 良好な関係を 築く ス
キル

- 57 - 能力

1299 すべての教職員に役立つ！支援につながる 子ど も の理解と 支援講座 - 45 - 能力 8050 【 学校の支援体制②（ 学校づく り ） 】 ク ラ ス 全員が関わり 合える 学級づく り - 57 - 能力

1300 小学校特別活動講座 - 39 - 能力 8051 【 人権教育①】 自尊感情を 育む集団づく り - 57 - 能力

1301 中学校特別活動講座 - 39 - 能力 8052 【 人権教育②】 同和問題（ 部落差別） に関する 教育をど う 進める か - 57 - 能力

1302 キ ャ リ ア教育の要！特別活動講座 - 40 - 能力 8053 【 人権教育③】 性の多様性を 尊重し た学校づく り - 57 - 能力

1303 学級作り 仲間作り 講座 - 45 - 能力 8054 【 ふる さ と 教育】 - 57 - 能力

1304 小・ 中学校「 総合的な学習の時間」 研修 - 32 - テーマ 8055 【 図書館教育】 みんなで知ろ う ！考えよ う ！学校教育と 著作権 - 58 - 能力

1305 医療的ケ ア児担当者研修 - 30 - 職務 8056 【 安全・ 健康・ 食育】 子ど も たちの姿勢づく り と 運動機能 - 58 - 能力

1306 特別支援学校寄宿舎指導実践協議会 - 0 - 派遣 8057 【 博物館連携講座】 教員のための博物館の日2024 i n 鳥取県立博物館 - 58 - 能力

1307 特別支援教育における I CT活用に関わる 指導者研究協議会 - 0 - 派遣 8058 【 国際教育】 ESD、 SDGｓ の視点から 多文化共生を 考える - 58 - 能力

1308 視覚障害リ ハビ リ テーショ ン 研修会（ 非開催年） - 0 - 派遣 8059 【 消費者教育】 自立し た消費者の育成に向けて - 58 - 能力

1315 共通教科情報「 情報Ⅰ」 ・ 「 情報Ⅱ」 研修 - 25 - 職務 8060 【 環境教育】 小中学生に伝える 地球温暖化問題と その対策 - 58 - 能力

1316 防災教育推進セミ ナー - 0 - 派遣 8061 【 あ いサポート 】 VRでの体験活動を 通じ た発達障がいへの理解 - 59 - 能力

1317 拉致問題に関する 教員等研修 - 0 - 派遣 8062
【 マネジメ ン ト 力向上（ 基礎編） 】 視野を 広げてみよ う ！同僚の持ち味を 生か
すマネジメ ン ト

- 59 - 能力

1320 学校組織マネジメ ン ト 研修 - 0 - 派遣 9019 図画工作科の授業と 教材開発 - 65 - 能力

1321 道徳教育研修 - 0 - 派遣 9020 小学校社会科の授業デザイ ン と 教材開発 - 47 - 能力

1322 国語問題研究協議会 - 0 - 派遣 9023 小学校「 外国語活動」 「 外国語科」 の理論と 実践 - 47 - 能力

1323 カ リ キュ ラ ム ・ マネジメ ン ト 研修 - 0 - 派遣 9024 教育評価の新たな地平 - 47 - 能力

1324 幼児教育専門研修 - 0 - 派遣 9026 児童・ 生徒のこ こ ろ の理解 - 47 - 能力

1325 教師の英語力・ 指導力の向上のための実践オン ラ イ ン研修 - 0 - 派遣 9028 チーム 学校の可能性を 拓く - 47 - 能力

5002 若手教員授業力向上セミ ナー - 36 - テーマ 9029 地域問題解決型探究学習の開発 - 48 - 能力

8001 【 幼児教育　 園経営研修】 保育の質を 高める 園のあ り 方 - 49 - 能力 9030 いじ めの早期発見・ 早期対応 - 48 - 能力

8002 【 小学校国語】 学力向上研修（ 小学校国語科） - 49 - 能力 9031 教師の働き 方改革 - 48 - 能力

8003 【 中学校国語】 中学校（ 国語科） 定期考査研修会 - 49 - 能力 9033 学校の組織マネジメ ン ト と 危機管理 - 48 - 能力

8004 【 小学校社会】 子ど も と 社会を つなぐ 授業づく り - 49 - 能力 9034 障がいのある 子を 養育さ れている 保護者の「 語り 」 から の学び - 48 - 能力

8005 【 中学校社会】 めざす資質・ 能力を育む授業につながる 定期考査と は - 49 - 能力 9035 子ど も 理解と かかわり - 48 - 能力

8006 【 高等学校地歴・ 公民】 自ら 学びたい、 調べたいと 思える 授業づく り - 49 - 能力 9036 学校教育における 「 多文化共生」 - 49 - 能力

8007 【 小学校算数】 学力向上研修（ 小学校算数科） - 50 - 能力 9037 教室空間における イ ン ク ルージョ ン - 49 - 能力

8008 【 中学校数学】 中学校（ 数学科） 定期考査研修会 - 50 - 能力 9042
令和の日本型学校教育の実現を 目指し た探究学習指導・ STEAM教育のノ ウ ハウ
（ 基礎編）

- 49 - 能力

8009 【 小学校理科】 観察・ 実験っ ておも し ろ い - 50 - 能力 9043 楽曲分析を 基盤と する 合奏教材指導法 - 49 - 能力

8010 【 中学校理科】 めざす資質・ 能力を育む授業につながる 定期考査と は - 50 - 能力 9044 山陰地域の教育の現在 - 49 - 能力

8011 【 高等学校理科】 「 知り たい！」 を つなげる 、 探究心を 高める 授業デザイ ン - 50 - 能力 9045 英語学習における 学びの多様性と 、 授業での工夫を考える （ 理論編） - 49 - 能力

8012 【 中学校技術】 「 情報の技術」 の授業づく り - 50 - 能力 9046 Q-U調査を 活用し た児童生徒理解、 学級集団理解に基づく 教育実践のあ り 方 - 50 - 能力

8013 【 小学校音楽】 音楽に対する 感性を 働かせる 合唱の体験！ - 51 - 能力 9047 「 宇宙」 を 素材と し たイ ン ク ルーシブな探究活動 - 50 - 能力

8014 【 中学校・ 高等学校美術】 ど う 料理する ？県立美術館新コ レ ク ショ ン 《 ブリ
ロ ・ ボッ ク ス 》

- 51 - 能力 9048 多様性と 共に生き る 学校について考える - 50 - 能力

8015
【 小学校・ 中学校・ 高等学校体育】 効果てき めん！すべての児童生徒が楽し さ
や喜びを 味わえる 水遊び・ 水泳運動の効果的な指導法と は！？

- 51 - 能力 9049 中学校技術・ 家庭科技術分野の問題解決のアッ プデート - 50 - 能力

8016 【 中学校・ 高等学校家庭】 問いから 始ま る 授業づく り - 51 - 能力 9050 地理を 専門と し ない教員のための「 地理総合」 入門 - 50 - 能力

8017 【 高等学校情報Ⅰ】 情報活用能力を 育む「 情報Ⅰ」 の学び - 51 - 能力 9051 アセス メ ン ト の重要性と 多機関連携の在り 方 - 50 - 能力

8018
【 小学校外国語活動・ 外国語】 Let ’ ｓ  Tr y！必然性のある 言語活動と 効果的
なデジタ ル教科書の活用

- 51 - 能力 9052 予防・ 開発的生徒指導　 聴く こ と から はじ める 人間関係づく り - 51 - 能力

8019 【 中学校英語】 中学校（ 英語科） 定期考査研修会 - 52 - 能力 9053 Ｕ Ｄ Ｌ に基づく 中学校・ 高等学校数学科の指導 - 51 - 能力

8020 【 高等学校英語】 授業が変わる ！高校英語「 話すこ と 」 の指導と 評価 - 52 - 能力 9054 中学校・ 高等学校数学科における 数学的モデリ ン グの指導と キャ リ ア教育 - 51 - 能力

8021 【 小学校・ 中学校道徳①】 「 深い学び」 を実現する 道徳科の授業づく り - 52 - 能力 9055 支援につなげる ための不登校理解 - 51 - 能力

8022 【 小学校・ 中学校道徳②】 学校における 道徳教育と 道徳科の授業づく り - 52 - 能力 9056 英語学習における 学びの多様性と 、 授業での工夫を 考える （ 理論・ 実践編） - 51 - 能力

8023 【 高等学校総合的な探究の時間】 探究的な学びの実現に向けた協働・ 共創プロ
ジェ ク ト

- 52 - 能力 9057 特別支援教育における 医療職と の連携 - 51 - 能力

8024 【 小学校・ 中学校特別活動】 「 特別活動×生徒指導・ 学級経営」 - 52 - 能力 9058 子ども の主体的な学びを 実現する 道徳科の授業づく り （ 小学校向け） - 52 - 能力

8025 【 高等学校商業】 こ れから の授業を 考える ためのヒ ント が満載！ - 53 - 能力 9059 国語科における 漢字学習の支援 - 52 - 能力

8026
【 全教科／マネジメ ン ト 】 と っ と り 学力・ 学習状況調査を 活用し た学校マネジ
メ ン ト 研修会

- 53 - 能力 9060 教師の多様性を 活かすための学校の変革と リ ーダーの役割 - 52 - 能力

8027 【 全教科／対話によ る 深い学び】 アート がも たら す対話で新たな自分に出会う - 53 - 能力 9061 「 教育×テク ノ ロ ジー」 で培う 「 自ら 学ぶ力」 - 52 - 能力

8028 【 全教科／教科等横断的な学習】 教科等を 横断し た探究学習 - 53 - 能力 9500 管理職・ 学校の危機管理研修 - 64 - 能力

8029
【 I CT活用教育①（ Cl assr oomを 活用し た授業づく り ） 】 情報活用能力を 育む１
コ マの授業づく り （ A日程）

- 53 - 能力 9505 管理職・ Ｉ Ｃ Ｔ 活用研修会 - 64 - 能力

8030
【 I CT活用教育①（ Cl assr oomを 活用し た授業づく り ） 】 情報活用能力を 育む１
コ マの授業づく り （ B日程）

- 53 - 能力 9507 「 探究的な学習」 に本気で取り 組む学校マネジメ ン ト 研修会 - 64 - 能力

8031 【 I CT活用教育②（ 単元設計） 】 １ コ マの授業から 単元を と おし た 活用へ　 学
びのプロ セス に情報活用能力を 位置付けた単元づく り

- 54 - 能力 9508 小学校外国語専科指導教員によ る 魅力ある 授業づく り 研修会 - 64 - 能力

8032
【 Ｉ Ｃ Ｔ 活用教育③（ 校務活用編） 】 校務に生かそう ！業務改善につながる
Googl e Workspace活用術

- 54 - 能力 9509 教育のデジタ ル化を 進める 研修会 - 65 - 能力

8033
【 Googl e Wor kspaceアプリ 講座（ 基礎） 】 すぐ に活用でき る ！Googl e
Wor kspaceアプリ 活用術

- 54 - 能力 9510 みんなで考える 　 生徒指導・ 教育相談 - 65 - 能力

8034
【 Educat i on Pl us/Fi gJ am活用】 学習環境を アッ プグレ ード する Educat i on
Pl usと Fi gj amの活用

- 54 - 能力


